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	鳳丹篇
	1. 李校理流配
	1
	10
	* 굽도 접도 못한다(이러지도 저러지도 못한다)
曲げることも折ることもできない
暴君燕山君のもとで宮仕えするのが嫌になった李長坤だが、辞表を出せば禍を呼ぶかもしれないのでそれもできない。にっちもさっちもいかない。

	
	
	2
	13
	* 한귀로 듣고 한귀로 흘린다
　一方の耳で聞いて一方の耳で流す

　ある晩、宿直当番になった李長坤は、おしゃべりな同僚から、昨日王が自分の噂をしていたと聞く。そして、王の言葉には何でも｢その通りでございます｣と言うよう忠告されたが、聞き流す。

	
	2. 王の無道
	
	
	

	
	3. 李校理逃亡
	2
	27

28
	* 조불여석(한 치 앞을 못 본다)
　朝に夕べを慮わず。朝、夕方のことが分からない

　自分を救うために流刑地の巨済島に来てくれた乳兄弟サップリを、李長坤は、賭博で借金を背負って救いを求めてきたのだろうと誤解し、「私のように明日をも知れぬ人間に､そんなことを言って何になる」とため息をつく。

* 발그림자를 끊는다(발을 끊다)
　足の影を絶つ。足が遠のく

　ソウルにいるときに長い間顔を見せなかったのは何故かと、李長坤はサップリを叱る。

	
	
	5
	38
	* 전정이 만리 같다(앞길이 구만리 같다)
　前程万里のごとし。未来洋々

　加罪への恐怖から絶望して自殺を図った李長坤を、逗留先の主人が諭す。「未来のあるあなたが、何故死ぬというのですか」

	
	4. 李校理の安身
	2
	47

49
	* 활 한 바탕이 착실히 되는곳(*)　　

  放たれた矢が及ぶほどの距離

李長坤が川辺で水を飲ませてくれた美しい娘のあとをつけて矢が一回飛んだくらいの距離をいくと、一軒家がある。
* 개천에서 용 난다
　どぶから龍が出る(地位の低い家から立派な人物が出る)

　鳳丹の家に宿を頼んでそこが白丁の家であることを知った李長坤はつぶやく。｢あの娘が白丁の娘とは、はきだめに鶴とはこのことだ｣

	
	
	5
	59
	* 가죽신에 짚신날이 소용 있나(짚신에 구슬감기)
　革靴に藁靴用の縦糸は不要

　鳳丹と金書房（李長坤）を娶わせようという周八の提案に、兄の周三は、まず本人の意向を確認すべきだと主張する。「革靴には藁靴用の縦糸は不用と決まっている。金書房だって俺たちと違う人間なのだから、どう思うかは聞かなければわからん」　

	
	
	7
	65

66
	* 씻은 듯 부신 듯(*)
　洗ったように、濯いだように

　結婚式の前の晩、金書房の姑に夢で祟りを受けたといって突然病気になり金書房に妻がいないことを誓わせた鳳丹は、翌朝けろりとして起き上がる。

* 불행중 다행

* 구메혼인(도둑 결혼)
　誰にも知らせずひっそり簡単にする結婚

　金書房と鳳丹の結婚式の様子。

	
	
	8
	68
70


	* 재미가 참깨같이 쏟아진다(깨가 쏟아진다)
　楽しさが胡麻のようにあふれる

新婚数日の鳳丹と金書房の様子。

* 머리가 자라목같이 들어간다(자라목 같다)
　頭がスッポンのように入る

　柳細工の夜なべ仕事をしている鳳丹の頬をいたずらで突っついた金書房が笑いながら言う。「美人の前では紳士の頭はスッポンみたいにちぢむものだよ」

	
	5. 怠け者
	2
	77

78
	* 하늘이 낮다고 뛴다(하늘 높은 줄 모른다)
　空が低いと飛び上がる。ひどく腹を立てて跳び上がる

　夫をかばって自分に口答えする鳳丹を見て、母親は飛び上がらんばかりに腹を立てて叱りつけた。

* 지각 나자 망녕 난다(철들자 망령난다)
　知恵がついたと思ったらもう惚ける

　金書房のために母親に嘘をついたのに金書房から｢女狐」と言われてしまった鳳丹が冗談で怒りながら言った言葉。「はいはい、けっこうですよ。そんなことをしていたら、あなたなんて、あっという間に惚けてしまうんですからね」
* 귀먹은 욕
　聞こえない悪口

　翌朝、だまされたことに気づいた母が激怒しても、鳳丹は馬耳東風。

	
	
	3
	80
	* 활 반 바탕이나 앞서다(*)　　　　
  矢が1回分飛ぶ距離の半分くらい先に行く

　金書房と義父の周三は市に出かけた。周三はさっさと先に行ってしまい、遅れて歩いていた金書房はぶつかった百姓にパンマルを使ったため、白丁のくせに生意気だと袋叩きにされかける。

* 꿈자리가 사납더니
　夢見が悪いと思ったら

　白丁にパンマルを使われた農夫の言葉。

	
	
	4
	84

85
	* 존대하고 뺨맞는 법이 없다(존대하고 뺨 맞지 않는다)
　敬語を使って頬を殴られるはずはない

　都執綱の家に丸行李を届けに行った金書房はこう考えて下人らしき男に対してまで敬語を使う。

* 개 꾸짖듯(개 잡듯)
　犬を叱りつけるように

　丸行李を届け、約束通り米をくれと申し出た金書房を、都執綱は犬のように怒鳴りつける。

	
	
	5
	87
88
	* 보리밥 두어 솥 지을 동안(*)
　麦飯をニ、三釜炊くあいだ

　お助け下さいと言わない金書房に自尊心を傷つけられた都執綱は、周三を引っ張ってくるよう命じる。麦飯をニ、三回炊くほどの時間がたって、周三が連れてこられる。

* 쇠껍데기를 쓰고 도리질을 칠 놈의 자식!(얼굴에 철판 깔다/철면피)

　牛の皮をかぶっていやいやする奴の息子。恥知らずで厚かましいやつめ

　出て行けと言われた金書房が、それなら鳳丹も一緒に行くと言うと、姑は逆上してこう叫ぶ。

	
	
	6
	90

91
	* 허울뿐인 하눌타리(허울 좋은 하눌타리)
　うわべだけの黄カラスウリ。見かけ倒し

　追い出した金書房のことを毒づいて言う義母の言葉

* 귓구멍이 막힌다

　耳の穴がふさがる

　うちの婿ときたら、鳳丹を連れて出て行くなんて言うのさ。まったくもう、わたしゃ呆れて死にそうだよ。(義母の言葉)

* 큰코 다치다
　高い鼻をいためる。ひどい目にあう

　いま鳳丹に会いに行ったらお義母さんにひどい目にあうからやめろと周八は金書房に忠告する。

	
	6. 追い出し
	1
	95
	* 쏟아 엎지른 물은 다시 담지 못한다

　覆水盆に帰らず

* 서방과 손그릇은 손때 먹일 탓(마누라와 신발은 새 것이 좋다)
　夫と小物入れは使い込むもの

　だから情さえわけばニ度目の夫でも同じことだよと、母は金書房と別れるよう鳳丹を説得する。

	
	
	2
	96

98
	* 서방과 무쇠솥은 새것이 언짢다

　夫と鉄釜は新しいのは使いづらい

* 하룻밤이 십 년 같다
　一晩が十年のよう

引き裂かれ、別れて過ごす新婚のニ人の心情。

	
	
	3
	99
	* 나의 팔자(내 팔자)

	
	
	5
	105

106
	* 콧등이 세다(코가 높다)
　鼻筋が高い。鼻柱が強い

　高原宅が自分の妹である､鳳丹の母の性格をさして言った言葉。

* 쐐기를 친다
楔を打ちこむ。話に水を差す　

	
	7. 反正
	1
	115
	* 한술 더 뜬다
　もうひと匙すくって食べる。一枚上手、一歩先を行く

反正で新しい王が即位したと知って気が狂ったように笑い転げ歩き回る金書房を見たトルは、こりゃあ騒いでいる町の連中よりもっととひどいやと言う。

	
	
	2
	118
	* 길가의 개똥같이 굴러다닌다(사방천지에 널렸다)
　道端の犬糞みたいに転がっている

　監司に会いに行くと言い出した金書房を、周三は｢監司のこと道端に転がっている犬の糞だと思っているようだな。誰でも会えるってもんじゃないんだぞ｣と言って馬鹿にする。

* 볼깃살이 가렵다(*)
　お尻の肉が痒い

　妻も傍らで、「お尻の肉が疼くのかえ。よほど鞭打たれたいのだね」と嫌味を言う。

	
	
	3
	121
	* 눈이 빠지도록 기다린다
　目が落ちるほど待つ。いやになるほど待つ

　書状を書いて守令に渡すよう依頼した金書房は、役所の前に腰を下ろしてうんざりするほど待っていたが何の音沙汰もなく、ついに日が暮れかかる。

	
	
	9
	138
	* 오금을 박힌다(옴짝달싹 못하다)
　ひかがみを打たれる。やり込められる

　義母は身分を回復した金娘婿に嫌味の1つも言われるのではないか心配したが、杞憂だった。

	
	
	10
	141
	* 비루먹은 개같이 구박한다(비루 먹은 당나귀)
　皮膚病にかかった犬のように虐待する

* 칙사같이 대접한다
　勅使のようにもてなす

金書房を犬のようにいじめていた叔母が今や彼を王の使者のごとくもてなすのを見て、トルは腹立たしくなる。

	
	8. 上京
	1
	150
	* 밑도끝도 없이
　底も端もなく、だしぬけに

　李長坤が都に戻る行列を見てきた周三は、帰ると「いやぁ、たいしたもんじゃった」とだしぬけに言う。

	
	
	3
	155
	* 떼논 당상
　間違いなし（科挙に合格して堂上官になること間違いなし）

	
	
	5
	161
	* 찬바람이 칼날같이 매섭다
　冷たい風が刃のようにきびしい

　鳳丹が都に発つ日は冬至月の上旬だった。野原は雪で白く覆われ、その上を剃刀の刃のように冷たい風が吹き抜けていた。

	
	
	6
	163
	* 작년에 먹은 올벼 송편이 되살라 올라올 지경(어제 먹은 것이 올라온다)
　昨年食べた早稲の松餅がもたれてもどしそう。とんでもない

　鳳丹を迎えた李長坤の使用人は最初のうち、「白丁の娘を奥様と呼ぶなんてご冗談でしょう。昨年食べた早稲の松餅がもたれてもどしそうだわ」などと言う。

	
	
	10
	175
	* 지성감천
　至誠感天

　妙香山で会った異人の弟子になることを望んだ周八は、「誠が至れば天も感ず」というから真心を込めて頼んでみようと思う。

	
	
	14
	189
	* 기연가미연가한다(긴가민가한다)
　其然か未然か。そうだろうか、そうでないだろうか。はっきりしない

　妙香山まで周八を探しに来たサップリは、周八を見たとき、もしやこの人ではと思ったが確信がもてなかった。

	
	9. 二つの家
	3
	218
	* 소가 닭 보듯 닭이 소 보듯(소 닭 보듯)
　牛が鶏を見るように、鶏が牛を見るように

トルとエギとの初夜、二人は着物の脱がせ方のことから喧嘩をし、しばらくこんな風にして所在なさげに睨み合う。

	
	
	4
	220

221
	* 잡아 잡수(날 잡아 잡수)
　どうぞ(私を)お召し上がりください。勝手になさってください。

　屠殺場に引かれて行く牛の態度が、トルの目にはこんな風に言っているように見えて、彼は情けない牛に同情する気になれない。
* 한 그릇 물에 손을 씻으면 싸움한다(떡 해 먹을 집안/찬물에 기름 돈다)
　同じ容器の水で手を洗うと争うという

　初めて屠殺場に出て手を血で汚したトルが舅と同じ盥で手を洗おうとすると、舅がこう言って止め、他の場所で洗わせる。

	
	
	5
	223
	* 코방귀를 뀐다
　鼻の屁をする。人を馬鹿にして鼻をならす

　朝から酒を飲まされて酔ったところを役人の目にとまって咎められたソニは、酒の勢いもあって役人を馬鹿にし、捕えられる。

	
	
	8
	234
	* 보람이 뒤쪽으로 난다(*)
　かいが逆にあらわれる。逆効果

　トルは舅のために李長坤から手紙をもらってきて役所に届けたが、舅がなかなか釈放されてこないので、手紙が逆効果になったのではないかと心配する。

	
	
	11
	241
243
	* 밑도끝도없이
　前後の脈絡なく。だしぬけに

故郷の咸興に行って帰ってこない夫を待っていたエギが、だしぬけに「あの人は死んだんだわ」と口走る。

* 십 년 살 것은 감수한다(십년 감수했다)
　十年は寿命がちぢまった

夫が留守の間心配しつづけたエギがようやく帰って来た夫に向かって言った言葉

	
	
	12
	244

245
	* 배가 앞산만 부른다(배가 남산만 하다)
　お腹が前のほうだけ膨らむ

　「息子腹は臼腹といって腹が丸々と膨らみ、娘腹はパガジ腹といって腹が前の方だけ膨らむというけど…」と、エギは胎児が男かどうか気をもむ。

* 코 큰 체하다가 코를 싸쥐고 나간다(혹 떼러 갔다가 혹 붙이고 온다)
　鼻の高いふりをしたあと鼻をつまんで出て行く。大威張りしてから対面を失って出て行く

　妊婦に後ろから声をかけて右から振り向けば男の子だという説を実行して大威張りのトルは、舅にそれは左の間違いだと指摘されて赤恥をかき、外に出て行く。

	皮匠篇
	1. 交遊
	4
	16
	* 금지옥엽
　金枝玉葉。王族のこと

　成均館大司成金湜の息子金德純の妻李氏は王族嵩善副正の娘。夫から冗談でおまえは白丁の子孫じゃないかとからかわれ、「金枝玉葉の王族の子孫に何をいうのよ」と怒ったふりをする。

	
	2. 術客
	5
	36
	* 어두운 밤에 홍두깨(아닌 밤에 홍두깨)
　暗い晩に砧棒。晴天の霹靂

金倫に夫婦の四柱を見せて不吉な詩を受け取った李氏は物思いに沈む。そして、布団を敷きに来た夫の乳母（朴連中の母で寡婦）に向かい、夫をなくして生きていられるなんて鈍感だわとやぶからぼうに言い出して、乳母を驚かす。

	
	3. 士禍
	2
	45
	* 일 불행하면 장기튀김(엎친데 덮친다)

　ひとつ不幸になれば将棋倒し。ドミノ現象

　嵩善副正は娘婿に、趙光祖を陥れる計画が進んでいることを話し、万一何かことがあればお前の家にも禍がおよぶと言って心配する。

	
	
	7
	61
	* 수족에 자개바람이 난다(손발이 저린다/뼈마디가 욱신거린다)
　手足の関節がしびれ、ずきずきと痛む症状がでる

　己卯士禍が起き、金湜が義禁府に捕われていったあとショックで倒れた金湜の妻の症状

	
	
	9
	66
	* 바늘방석에 앉은 사람같이
　針の座布団に座った人のよう

　己卯士禍がはじまる。南袞の計にはまった李長坤は趙光祖を裁く立場になった。引き出された趙光祖に直接字(あざな)を呼ばれた李長坤は、まるで針の筵に坐ったようなつらさを味わう。

	
	
	14
	80
	* 썩은 고기에 쉬파리 꾀듯이
　腐肉に銀蝿がたかるように

　趙光祖以下多くの人々を追放してしまうと、朝廷は南袞・沈貞の天下で、腐肉に銀蝿のたかるがごとく、南袞・沈貞の門前は人の顔をした物体で市をなした。

*　밑 못 씻겨서 한을 하다(*)
  尻を拭けないことを口惜しがる。阿諛追従の態度

　以前は南袞・沈貞のことを悪く言っていた者たちまでが、今やこのような追従者に変じる。

	
	4. あとのこと
	１


	90


	* 보구니 숭륭대부도 하고 마치뚝딱대장도 하다 (*)


	
	
	3
	97
	* 밥 두서너 솥 지을 동안(*)
　ご飯をニ、三釜炊くあいだ。長い時間

　妻の李氏の死を知ってカッパチの家に戻った徳純は、ご飯をニ、三釜じゅうぶん炊けるほど長時間、泣きつづけた。

	
	
	4
	99

100
	* 아닌보살하다(모른 체 하다)
アニン菩薩をする。知らないふりをする。

　南袞を襲いに行くつもりの徳純は、カッパチの前ではそんなふりを微塵も見せずしらばっくれる。
* 섬에 든 쥐(독 안에 든 쥐)
　俵の中の鼠。逃げ場のないことの比喩。袋の中の鼠

　南袞の部屋に忍び込むことに成功した金徳純は、「これで南袞も袋の中の鼠だ」と思い、後ろにいる朴連中の方を向いて笑を見せる。

* 사시나뭇잎같이 떤다(사시나무 떨듯이 떤다)
　ヤマナラシの葉のように震える。恐れおののく様子

　ところが部屋の中には南袞の姿はなく小間使いが寝ているだけだった。徳純にたたき起こされた小間使いは恐怖でブルブルと震える。

	
	
	5
	101
	* 쏜살같이

	
	
	7
	107

109

110
	* 간이 졸아붙겠다(간이 콩알만 하다)
  肝が煮詰まる。縮み上がる

　刺客の報に接した南袞のあまりの怖がり方を見て、妾は「女の手前、恥ずかしくありませんの。そんなに怖がっていたら肝が煮詰まっちゃいますよ」と嫌味を言う。
* 어둔 밤에 홍두깨로(아닌 밤에 홍두깨)
　徳純が袈裟懸けに切り下ろして行った自分の衣服を見て恐怖におののいていた南袞は、傍らにいた血縁者の方をふり向くとだしぬけに、「おい、俺は小人か」と尋ねる。

* 구렁이를 보고 구렁이라고 하면 싫어한다(*)
　アオダイショウに向かってアオダイショウだと言えば嫌がる。誰でも正しいことを聞くのは嫌だ。

　南袞も自分のことを小人だと思ってはいたが、人に言われると我慢できないのは、アオダイショウの諺と同じだった。

	
	5. 兄弟
	3
	118
	* 오뉴월 화롯불도 쪼이다 나면 섭섭하다
　五、六月の火炉もかたづけてしまえば名残惜しい。よけいなものでもなくなれば寂しい。

　昌寧に隠居することになった李長坤に、都に残るカッパチはこれから先は安泰だとお祝いを言う。それを聞いて李長坤は、「そうであろうか。五、六月の火炉もかたづけてしまえば名残惜しいというが･･」と答える。官職はわずらわしいが、いざ田舎で暮らすことを思うと、胸中は複雑だったのだろう。

	
	
	8
	132

133
	* 눈에 가시
　目にとげ。邪魔な存在だとみなす。目の仇にする

　中宗の3番目の王妃尹氏は先妻の息子が世子に冊封されると、自分の息子が大君にしかなれないことをうらんで、世子を目の仇にしはじめる。

* 밑도끝도없이

	
	
	10
	138
	* 사자 어금니(사지 어금니)
　獅子の奥歯。大事な仕事をするときになくてはならない人物。片腕

　南袞の死後、宮廷の実権を握った金安老の片腕になったのは金安老とならんで三凶と言われた許沆、蔡無澤だった。

	
	6. 弟子
	1
	144
	* 쥐구멍을 찾는다
　鼠の穴をさがす。大慌てで逃げようとする

　カッパチの弟子の遺腹と鳳学を、息子の金童がいじめているとカッパチが突然帰宅した。金童はあわてて逃げようとする。

	
	
	2
	145

146

147
	* 사위 사랑 장모
　婿を愛するのは姑。婿は姑とうまく行き、嫁は舅とうまく行く

　金童の結婚相手ソプソビの母はすでに亡く、今の姑はトルが婚礼の支度のために急遽迎えた後妻である。あれじゃ婿への情なんかとても期待できないねと、金童の母はこぼす。

* 귀신 모르는 죽음(쥐도 새도 모르게)
　鬼神も知らぬ死。誰にも知られず跡形もなく死ぬ

結婚式を目前にしながらポッサム(寡になる娘のパルチャを変えるために若い男を拉致して結婚させてから殺す風習)に遭った金童は拉致されながら「誰にも知られずに死んでしまうのか」と思う。

* 꿈인지 생신지 의심한다
　夢かうつつ（生時＝覚めているとき）かと疑う

　金童が袋から出されるとそこは華麗な部屋で、布団が敷かれていた。やがて花のように美しく装った娘が入ってきて端然と座り、金童は夢かうつつかと疑った。

	
	
	3
	149
	* 말에 뼈가 있다
　言葉に骨がある。言葉の裏の意味がある

　沈義にお前は息子に無関心すぎるぞと言われたカッパチは、「父と呼ばれているのは事実だから、そう言われても仕方ないな」と答える。その言葉には何か意味があるように金童の母の耳には聞こえた。（じつは金童はカッパチの子ではない）

	
	
	4
	152
	* 만수받이
　クッで一人のムーダンの唱に他のムーダンが唱和すること。うるさい話やおしゃべりの相手になる

　楊州のトルの家に婚礼の準備のために来てくれた女たちの中で口うるさい女の相手をしていたトルは、とうとう「おしゃべりの相手をしている暇はない。俺の負けだ」と言って逃げ出す。

	
	
	6
	159
	* 물불을 헤아리지 않는다(물불을 안 가린다)
　水も火もかまわない

　巨正の行動にほとほと困り果てたトルが、カッパチに息子の性格を説明する。「少しでも自分の気に入らないことがあれば、相手が何であれつっかかっていくんだ」

	
	
	8
	164
	* 잔뼈가 굵어진다

　小さな骨が太くなる。成長する。おおきくなる

　嫁いびりをする母を見かねて注意する金童に、母は「大きくなったと思ったら女のことしか考えないのかい」と嫌味を言う。

* 우박을 맞는다(벼락을 맞다)
　霰に当たる。やっつけられる

　金童は母の嫁いびりを注意するが、逆に辛らつな嫌味でやっつけられるだけだった。

* 쇠귀신같이 줄기차게(쇠 심줄 같이)
　牛の鬼神（牛が死ぬとなる鬼神）のように執拗に。非常に頑固な人のこと

　息子が嫁の部屋で夜を過ごすたびに姑は機嫌が悪くなるが、金童は牛鬼神のごとく執拗にソプソビの部屋に来るのだった。

	
	
	11
	174
	* 귀신 같다
　鬼神のようだ

　カッパチと沈義の前で李鳳学は弓矢の腕前を披露する。飛んでいる蝿を次々に射落とす腕前に沈義は「鬼神のような腕前じゃ」と称えて褒美を与える。

	
	
	13
	180
	* 하늘의 별을 따기
　天の星もぎ。ありえないほど難しいこと

　遺腹から、こっそり手裏剣の練習をして皆を驚かしてやるつもりだったと聞いた巨正は、「お前が天の星を取ったって驚かないから腕前を見せろよ」と言う。

	
	
	14
	182
	* 도적질도 하지는 않을망정 알아는 두라

  実際に盗まなくても、盗みの技は覚えておけ

　李鳳学が弓矢、朴遺腹が手裏剣という技に秀でたのを見て、ソプソビは弟の巨正にこう言って何か技を覚えるよう勧める。

	
	
	17
	191
	* 보리밥 한 솥 짓기(*)
　麦飯を一釜炊く

剣の師匠をもとめて富平구슬원に行った巨正は不思議な老人の酒幕に泊まる。その夜、巨正を残して出て行った老人は麦飯を一回炊いたほどの時間が過ぎても戻ってこなかった。

	
	
	21
	203

204
	* 엎드러지면 코가 닿을 만큼 가까운 곳(엎어지면 코 닿을 데)　
　転べば鼻が触れるほど近いところ。目と鼻の先

桂陽山は富平邑から目と鼻の先にある邑の鎮山である。この山中に明火賊が党をなしているのは、いわば明火賊が富平府使と隣り合って住んでいるようなものだった。

* 하늘의 별을 따기
　空の星もぎ

　府使から、将校と軍奴をつれて火賊の魁首を捕えてこいと命ぜられた左右兵房は、「空の星をもぐ方が楽だ」と思う。

	
	
	23
	210
	* 우박을 맞다 / 벼락을 맞다

  霰に打たれる/雷に打たれる。ひどい目に遭う

　剣道の達人の酒幕を襲った兵士たちは老達人と巨正の逆襲に遭う。前庭にいたものが霰に打たれているとき、裏庭にまわったものは雷に打たれた。（ともに散々な目に遭った）
* 매에 쫓긴 꿩과 같이
　鷹に追われた雉のように

兵士たちは逃げ出してしまい、鷹に追われた雉みたいに薪の山に頭だけ突っ込んでいた首交が取り残されてしまった。

	
	7. 分散
	2
	223
	* 가난이 원수다
　貧しさがかたきだ。不幸になる原因は貧しさだ

　訓練院に騎射を見に行って騒ぎをおこした巨正ら三人は捕盗庁に捕まる。父の仇を討ちたいと言って棍棒10回以上打たれた朴遺腹のあとに取り調べられた李鳳学は、お前の仇は誰だという部将の問いに、「祖母がいつも、貧しさが仇だと言っているから、貧しさかな」と要領よく答える。

	
	
	3
	228
	* 짝 잃은 기러기
　連れを失った雁

　捕盗庁に捕まったことがきっかけで、巨正ら3人の義兄弟は分散する。ニ人を失って萎れる巨正の様子。

	
	
	6
	236
	* 모르는 것이 부처님이다(모르는 것이 약이다)
　知らぬが仏

　愛妾玉梅香が林百齢と通じていることにまったく気づかない尹任を見て、林判書はこう思う。

	
	
	9
	244

245
	* 취중에 진정발(취중진담)
　酔っているとき本音がでる

　金安老とともに中殿の廃位を企んでいた尹任は前後不覚に酔っ払い、梅香の前で「中殿もあと数日だ」と口走ってしまう。それを聞かされた林百齢は「酔中に本音ありだ」と言って、陰謀への先手を打つ。

* 불 안 땐 굴뚝에 내 날 리 있을까(아니 땐 굴뚝에 연기나랴)
　火を入れてない煙突から煙は出ない

　王妃から陰謀の話を聞かされた中宗はすぐに尹任を呼び出して、こう言って問い詰めた。自分の身を守るために尹任は金安老に罪をかぶせる。

	
	
	10
	246

247

248
	* 권커니잣거니(주거니받거니)
　勧めたり、注いだり。さしつさされつ

　金安老逮捕は息子の婚礼の日と決められた。その日、何も知らない安老は招待客と酒を酌み交わしていた。

* 쏜살같이
　不吉なことに、そのとき鳶が一羽矢のように飛んできて、安老の紗帽をくわえて行こうとする。

* 쥐구멍을 찾는다
　宣伝官に率いられた禁衛軍士たちが安老の家に押し入る。安老は座ったまま呆然とし、許沆と蔡無澤は大慌てで逃げようとした。

	
	
	11
	250
	* 어느 손가락을 물면 아프지 않겠느냐
　どの指だって噛めば痛いにきまっている。どの子もかわいさは同じ

　再婚しようとしない金徳純に対し、母はこう言ってなおも再婚を迫るが、死んだ妻李氏の恨を思い続ける息子の心を知ってついにあきらめる。

	
	
	13
	257
	* 밑도끝도없이
　カッパチと一緒に旅に出ることになっていた巨正は、金倫が同行すると知って腹を立て、カッパチのところに行くと、やぶからぼうに、「先生、俺は今回行かないよ」と言う。

	
	
	15
	261

263
	* 바늘 가는데 실 가듯이

　針の行くところ糸の行くように

　開城に来たカッパチら一行を案内して徐敬德が紫霞洞に行くと、そこには黄眞伊がすでに宴の用意をして待っていた。沈義は「針の行くところ糸が行くように、可久（徐敬德）には眞伊がついてくるのだなぁ」と感嘆する。
* 꿩 대신 닭
　雉の代りに鶏

眞伊が自分たちのところには酌をしに来ないのを見た徐敬德の弟徐崇德は、「雉の代りに鶏だ。お前、ここに来て酌をしろ」と言って童妓金丹を引き寄せる。

	
	
	16
	265
	* 병신이 지랄한다

	
	
	17
	271
	* 목이 가려우냐(*)
　喉が痒いのか。首を切って欲しいのか

　朴連中に会いに滅悪山に入った巨正たちを盗賊が襲う。「このチョンガが、なんてえ口のきき方だ。首が痒いのか」「痒けりゃあ、掻いてくれるってのか」「ああ、引っ掻切ってやるぜ」

* 오금아 날 살려라
　ひかがみよ、助けてくれ。（逃げるとき）足よ、速く動いておくれ

　巨正に仲間を殺された盗賊は、大将の助けを求めるため山を越えて一目散に逃げていく。

	
	
	19
	276
	* 게 눈 감추듯이
　蟹が目を隠すように。ぺろりと平らげる様子

　盗賊の首領と切り結んでいるうちに腹がへって力が出なくなった巨正は、金倫が開城からもってきたという白餅をぺろりと平らげると、ふたたび盗賊に向かっていく。

	
	8. 出家
	9
	309
	* 땅파기(*)
　土堀。愚か。幼稚でひたすら

　「おまえ、俺と結婚するか」と巨正に言われた雲寵は、「結婚したら何をするの」と尋ねる。まことに幼稚っぽい。

	
	
	10
	312
	* 모닥불을 들어붓는 것같이(홀어미 아이 낳듯)
　焚き火をかぶったように。ひどく恥ずかしいとき使う表現

　巨正と結婚してきたことを母親に話した雲寵が、「それから林に入ってね」と続けたので、巨正は焚き火をかぶったように顔が一気にかあっとなった。

	
	
	13
	322
	* 사시나무 떨듯이
　ヤマナラシの震えるように

　金剛山の須弥庵で瓶亥大師に侮辱された普雨は、仕返しのため夜中に大師を刺し殺そうとする。刺したと思って見るとそれは木枕だった。大師に一喝され、普雨は体をぶるぶると震わせる。

	
	
	16
	331
	* 민주 고주를 대다(미주알고주알 대다)
  うんざりするほど、不憫なくらい嫌って騒ぎ立てる

　巨正が李長坤の家に行くと、年老いて病気になり、身寄りもないサップリが転がり込んでいて、李長坤の息子李書房になにかにつけては苛められていた。

	
	
	18
	337
	* 침 먹은 지네
　唾を飲んだムカデ。すっかり気力をなくしている様子

　巨正は白昼両班の女性に乱暴しようとした怪僧をこらしめる。大きな体の僧が「唾を飲んだムカデのように」身動きもできずに座っているのを見て、皆は驚く。


	兩班篇
	1. 国喪
	1
	8
	* 말이란 것이 날개는 없지만 날아다니기를 잘하는 것(발 없는 말 천리 간다)
　言葉というものは、羽はないがよく飛び回るものだ

　李滉が西小門の自宅で友人の林亨秀、鄭希登と交わした政談がいつの間にか尹兄弟の耳に入っている。

	
	
	2
	8
	* 팥으로 메주를 쑨다 하더라도 그 말을 옳게 듣는다(팥으로 메주를 쑨대도 곧이 듣는다)
　小豆で麹を作るといっても信用する

　中宗は尹妃にすっかり丸め込まれて、王妃の言うことなら何でも全部正しいと思うようになった。

	
	
	8
	27

28
	* 고양이가 쥐 놀리듯(고양이가 쥐 놀린다)

　猫が鼠をなぶるように

　仁宗を呪詛していた金倫と尹元衝を捕らえた巨正は、二人を引き据えていたぶる。

* 한어미의 자식도 오롱이조롱이다(한 배로 나았어도 각기 다르다)
　同じ母をもつ息子もさまざまだ
　瓶亥大師とともに李万年を師匠として学びながらあまに違っている金倫に向かって、巨正が言った言葉

	
	2. 殺戮
	1
	40
	* 눈에 가시
　目に棘

尹元衡、尹元老の兄弟は、尹任を目にささった棘のごとく憎んでいる。

	
	
	6
	53
	* 아닌보살(모른 체 하다)
アニン菩薩。知らんふり

乙巳士禍が始まった。林百齢は尹任を陥れるために玉梅香の下女モリニに答えを言い含めておいて、鞫庁にモリニを引き出させると、何食わぬ顔をして格式通りの鞫問を始める。　

	
	
	11
	68

70
	* 배 주린 까마귀 빈 뒷간을 기웃거린다(*)
　腹のへった鴉が空っぽの便所をのぞく

　乙巳士禍の年、数年来つづいた凶年のために人民の生活は悲惨であった。腹を空かした鴉が便所をのぞきこんでも便所に人糞すらないという状況だった。

* 양반은 편지로 살고 아전은 포흠으로 살고 기생은 웃음으로 살다(*)
  両班は手紙で生き、役人は横領で生き、妓生は笑いで生きる

　俗にこのように言うが、貧しい人民は、盗みをするか嘘をつかなくては餓死するしかなかった。

* 집도 절도 없다
　家も寺もない。住むところがなく彷徨う

　落郷することにした金徳純は東小門の家を処分するに際して、士禍で家財を没収された鄭希登の遺族に与えることにする。「行くところがないよりはましだろう」と巨正に言うと、巨正も「そりゃそうだ」と賛成する。

	
	
	13
14
	74

76
79
	* 어두운 밤의 홍두깨(아닌 밤에 홍두께)
　暗い晩の砧棒。やぶからぼうに。だしぬけに
* 형만한 아우 없다
　兄ほどの弟はない。兄のほうが弟より偉い

　田舎に引きこもろうと決めた李滉は、兄李瀣から来た田舎に行くのは許さないという手紙を読んで顔をしかめる。李滉の落郷に反対していた友人の林亨秀がそれを見て、笑いながらこう言う。

* 널쪽 너머가 저생(*)
  板切れ越えればあの世

　牧使として済州島に向かう途中嵐に遭った林亨秀は、悠然と船の上を歩き回っている。それを見た船頭が、「船板一枚下は地獄ですじゃ。油断してはなりませぬぞ」と注意する。

	
	3. 匿名書
	5
	92
	* 목숨이 실낱같이 붙어 있다
　命が糸1本でくっついている。ほとんど死にかけている

　減死定配の処分が決まり死を免れた李瀣だが、酷い拷問のため、獄を出た時はすでに瀕死の状態であった。

	
	
	6
	95
	* 덕 보인 값으로 욕 본다(배은망덕)
　徳を見せたお返しに辱めを受ける

　李瀣の弟李滉は、兄の遺体を棺に入れてくれたのが白丁だと聞いて礼を言うために巨正を呼びつける。巨正が行かないと巨正の家までは来たが白丁の家なので足は踏み入れない。そんな彼の態度に、巨正は恩をあだで返されたような気がする。
* 장목 한 동에 여남은 자루씩(*)
　長木一本に十数本（意味不明。非常に高価な意だと思われる）

　金徳純ならこんな時はお辞儀(チョル)をしてお礼を言うだろうと言う巨正に、父親のトルは、「腐った死体ををちょっと触ったくらいで両班にお辞儀してもらう気か。両班のお辞儀は장목 한 동에 여남은 자루씩と言うんだぞ」とあざける。

* 하늘의 별을 따먹는다(하늘의 별따기)
空の星をもいで食べる。絶対ありえず、想像もできないこと

李滉の態度に腹を立てた巨正は、座ったまま両班からお辞儀されたら少しは気分が晴れると言う。父のトルは、「空の星をもいで食ったら、さぞや腹が膨れることだろうよ」と巨正をからかう。

	
	4. 報復
	1
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	* 부지깽이로 턱을 고이어서라도(부지깽이를 거꾸로 심어도 살아난다)
  火掻き棒で顎をささえてでも。何が何でも

　夢で尹判書に祟り殺してやると脅されたことを話す梅香に林百齢は、「どんなことをしても長生きをさせてやるから心配するな」と言って力づける。

	
	
	2
	101

102
	* 귀신 모를 죽음

　鬼神も知らぬ死。誰にも知られぬまま死ぬこと

　乙巳士禍の首勲功臣鄭順朋は、自分が死に追いやった柳仁淑の旧婢カビの呪詛をうけて謎の死をとげる。やがてムダンの口寄せから、その真相が家族の知るところなった。

* 아닌보살을 차린다(모르는 체 한다)
　アニン菩薩。知らないふりをすること

鄭順朋の息子の鄭リョムは父の権謀術数を諫める。そんな息子をけむたがる鄭順朋は、仲間と密談している時にリョムが来ると、大急ぎで皆を帰して何事もなかったようなふりをする。

	
	
	5
	111
	* 입의 혀(입의 혀 같다)
　口の舌。思い通りに動いてくれる存在

　聡明なカビは、鄭順朋の欲するところを直ちに察して動いた。いわば順朋の口の中の舌よりよく動くといった働きぶりを見せ、ついに順朋になくてはならない小間使いになる。

	
	
	8
	120
	* 설마가 사람 잡는다
　まさかが人を殺す。まさかと油断しているとひどい目に遭う

　玉杯を盗んだと疑われたカビは、自分に夢中な同僚のケノミにそのことを話し、自分はどうなるかわからないと言う。「まさか」と言う彼を、カビは「まさかが人を殺すのよ」と脅し、真犯人を呪うためだと称して人間の親指の骨を求めさせる。

	
	
	9
	122
	* 꿈자리가 사납다
　夢見が悪い

　カビが鄭順朋の枕の中に親指の骨を入れると、鄭は悪夢を見るようになる。

	
	
	14
	137
	* 과부 설움을 동무 과부가 안다(과부 설움은 홀애비가 안다)
　寡婦の悲しみは同じ寡婦が知る。同病あい憐れむ

　乙巳士禍で功臣となったものの今では小人と指弾されるようになったことを無念に思う許磁と閔齊仁がお互いを慰めあって付き合う様子はかくのごとくだった。

	
	5. 権勢
	1
	145
	* 분이 상투 끝까지 오른다(화가 머리 끝까지 난다)
　怒りが髷の先まで昇る。激しく怒る。怒髪天を衝く

　兄尹元老が、自分と文定王后の関係を悪化させたのは誰だとなじると、弟の尹元衡は、そんなことは知らないと答える。元老は怒りで髭を震わせながら「お前が知らないはずはなかろう」と唾を吐きかける。

	
	
	2
	146
	* 서슬이 푸르르다(서슬이 푸르다)

　いきりたつ。気勢がはげしい。峻厳だ

　家に遊びに来いと言う弟の元衡に、尹元老はお前の家の使用人は横柄だから訪ねにくくて仕方ないと文句を言い、つづいて、一ヶ月以内に自分に南行判書のポストをよこせと脅すように言う。

* 중이 제 머리 깎느냐
　僧が自分の頭を剃れるものか。自分のことだからこそ他人に頼むしかない

尹元衡が、ポストのことなら自分でなく姉の文定王后に頼めと言うと、尹元老は、自分のことを自分からは言い出しづらいからお前に頼むのだと答える。

	
	
	5
	154
155

156
	* 안에섯님(*)
  家の中だけの奥さま
蘭貞は屋敷内での奥さまにすぎず、外に出れば正妻の金氏が貞敬夫人と呼ばれることが、不満で仕方なかった。
* 귀넘어로 욕한다(귀먹은 욕)
　影で悪口を言う

  蘭貞は正妻金氏の悪口を言って舌打ちをした。

* 염병에 가마귀 소리
　厄病に鴉の声。耳にもしたくないこと

　蘭貞は正妻の金氏のことが悔しくてしかたない。「あれが何で貞敬夫人なのよ。奥様か戸口別星（家々に天然痘を移す女鬼神）か知らないけれど、耳が穢れる。聞きたくもない」と言って、悔し涙を流すのだった。

* 입귀에 게밥을 진다(*)
口の両側に蟹の泡をうかべる。わあわあ言い立てる。口角泡を飛ばす

蘭貞の悪口を伝え聞いた金氏は、ある日蘭貞のところに押しかけて行って、蘭貞を指で差しながらさんざんに侮辱する。
* 자반 뒤집기
　塩もののひっくり返し。病の苦痛でのたうちまわること

　蘭貞からもらってきたシッケを飲んだ金氏は、のたうちまわって苦しんだあげく、死んでしまう。

	
	
	8
	164

165
	* 구렁이를 구렁이래 맛인가(*)
　アオダイショウにアオダイショウと言って何が悪いのか

尹元衡と蘭貞の娘アガは両目の大きさが違う。妾腹のうえにこれでは嫁の貰い手がないと父に言われて傷ついたアガは腹違いの兄に訴えたが、兄から本当のことじゃないかと言われてますます傷つく。
* 뺨 맞고 하소연하다가 볼기 맞는다(혹 떼러 갔다가 혹 붙이고 온다)
　頬をぶたれ、訴えて尻を打たれる。泣き面に蜂

　父の言葉に傷ついたところに泣きついた兄からも侮辱されたアガは、頬をぶたれたと訴え出て尻まで打たれたようなものだった。アガは唇を噛みしめて兄に背を向けた。

* 볼기가 가렵든가 종아리가 가렵다(*)
　尻が痒かったのか、ふくらはぎが痒かったのか。尻を打たれたかったのか、ふくらはぎを打たれたかったのか

　寝込んでしまったアガから話を聞いた蘭貞は、腹を痛めてない息子の言動に腹を立て、尻を打ってやろうかふくらはぎを打ってやろうかと叫ぶ。

	
	
	10
	168

170
	* 자린고비
　吝嗇の高蜚（コビ）、しみったれの高蜚
* 개미 금탑 모으듯
　アリが金の塔を作るように

　忠州の高蜚の長男高致は吝嗇な父親とは正反対に、美味いものを食べ、よい衣服を着て、妓生遊びにも通じていたので、高蜚が死ぬ日までアリのようにせっせと蓄えた財物が次第に減っていった。

* 움 안에서 떡을 받는다(움집 안에서 떡을 받는다)
　穴倉の中で餅を受け取る。棚からぼた餅

　尹元衡は忠州維新縣の金持ち金漑から賄賂として繭(コチ)をもらう。その見返りとして金漑の息子に与えるつもりだった役職を、尹元衡は寝ぼけて金漑と同郷の高致(コチ)に与えてしまう。挨拶に来た高致を見て自分の失敗に気づいた元衡は、いまさら寝ぼけて役職を与えてしまったとは言えず、棚からぼた餅の高致を祝福して送り出す。

	
	
	12
	175

176
	* 개 꾸짖듯
　尹元衡の威勢を借りて威張る使用人は、西氷庫の渡し場ですでに岸を離れた渡し船を呼び戻す。そのうえ、直ちに船を戻さなかったと言ってまるで犬を叱るように船頭を叱りつけてから船に乗る。

* 범의 아가리에 손 집어넣는다
　虎の口に手を突っ込む。危険なことに手を出す

尹元衡の使用人の態度に怒った両班曹植は、下人に言いつけて彼を懲らしめる。それを見ていた人々は、「世間知らずの田舎両班が虎の口に手をつっこんだぞ」とささやきあう。

	
	
	14
	181
	* 어른을 길에서 장맞이하는 법이 없다(*)
大人（たいじん）を道でまちぶせるという法はない

平素から曹植を敬慕していた礪城尉宋寅は都に来た曹植が友人と散策に出たことを知って、宴の用意をして一行を待ちかまえる。しかし曹植は、こう言ってそこには寄らずに立ち去る。

	
	6. 普雨
	1
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	* 한세월을 만난다 

　いい時代を迎える

　仏教は長らく禁止されていたが、文貞王后が帰依して庇護し、民間もそれにならったので、僧たちは再びわが世の春を迎えることになった。

	
	
	3
	191

193
	* 감나무에 배가 열린다 하여도 의심하지 않는다(*)
　柿の木に梨がなるといっても疑わない

　文貞王后が普雨の言うことならすべて信ずることは、こんな調子だった。

* 소금섬을 물로 끌라 하여도 주저하지 않는다(소금 섬을 물로 끌어라 하면 끈다)
　塩の俵を水で引けと言っても躊躇しない

　文貞王后が普雨の言葉なら何でも従うことは、このごとくであった。

* 화가 꼭뒤까지 난다(화가 머리끝까지 난다)
　頭のてっぺんまで怒る。かんかんに怒る

　僧の科挙両宗禅科の実施に反対して成均館の儒生たちが普雨を殺すようにという上疏を出すと、文貞王后は髪を逆立てて怒った。

	
	
	8
	206
	* 하늘에 별따기
　普雨の従兄と友人は都に出て普雨に会おうとしたが、宮中に住む普雨に会うのは天の星をもぐより難しかった。

	
	
	10
	210

211
	* 앉은뱅이 천리 갈 생각(앉은뱅이가 서면 천리를 가나)
　いざりが千里を行こうと思う。いくらあがいても不可能な話

　普雨に暮らし向きのことを聞かれた普雨の従兄は、自分の貧しさを訴え、土地さえ持てればいいのだが所詮無理な話だとこぼす。

* 계집을 잘못 얻으면 집안이 안 된다(계집 잘못 만나면 집안이 망한다)
　悪い女をもらうと家はだめになる

　むかし自分につらくあたった従兄の妻を思い出した普雨は、「まだあの女と暮らしているのか」と尋ね、答えられずに黙っている従兄に、「悪い女をもらった家はだめだ」と嫌味を言う。

	
	
	17
	230

231
	* 미주알고주알 다 캐어묻는다

  根掘り葉掘りたずねる

　火事の最中に普雨とともにいた蘭貞に疑いを抱いた文貞王后は、蘭貞を迎えに行った呉尚宮にそのときの様子をあれこれ問いただした。

* 뒤를 싸준다(뒤를 봐준다)
　後ろを包んでやる。かばう

呉尚宮は蘭貞をかばって文貞王后に嘘をつく。

* 결초보은
　死んで魂魄になっても必ず恩に報いる

　そんな呉尚宮に蘭貞は、この恩義には必ずや報いますからねと礼を言う。

	
	
	19
	238
	* 만수받이
　クッで1人のムーダンの唱に他のムーダンが唱和すること。おしゃべりの相手

　普雨に伝言をしに行ってひどく遅く帰ってきた宮女に向かって文貞王后は、おしゃべりの相手をしていて遅くなったのでしょうと嫌味を言う。

	
	
	20
	240
	* 굿구경하고 떡 얻어 먹다(굿이나 보고 떡이나 먹는다)
　クッを見物して餅を食べる。他人のやることに干渉せず推移を見まもり、自分の利益になることがあったら、そこだけいただく

　普雨が宮廷から追放されると聞いた蘭鄭はひそかに普雨のことを心配し、尹元衡に対して、遠くにやれと主張すれば王后の憎しみを買うから、何も言わずに高見の見物をするよう勧めた。

	
	
	23
	248
	* 하늘을 거슬리는 자는 망한다
　天に逆らうものは滅びる

　「拳の下に運命など関係ない」と言い切る巨正に向かって瓶亥大師は、「昔から天にはむかうものは滅びるというが、お前はその心が欠点だ」とたしなめる。

	
	
	29
	268
	* 수염이 대자 오치라도 먹어야 산다(수염이 열자라도 먹어야 산다)
　髭が五尺五寸あっても、食べなくては生きられない

　腹がへって機嫌のわるい天王童を巨正が「三十を越えたやつが三歳の子供みたいなことを」と笑いながら叱ると、天王童は「大人だって腹はへるさ。髭が五尺五寸あっても食べなくては生きられないって言うだろう」と言い返す。

	
	
	30
	272

273
	* 왕후장상이 영유종호아(왕후장상에 씨가 있나)
　王侯将相何有種。王侯貴族といえども同じ人間だ。誰だって努力すれば立派な人間になれる

　簡単なことをわざわざ難しい漢字語を使って話す人のことを非難して天王童が言った言葉。

* 쑥밭이 된다
　蓬の畑になる。荒野になる。焼野原になる

　慶福宮の修築工事の話がでると瓶亥大師は、「五十年のうちに焼野原になるところに物資や人力をつぎ込むのは見もの」だと、さりげなく壬辰倭乱を予告する。

	
	
	31
	276
	* 귀신같이
　鬼神のよう
　徳純は、妻の葬式の場面を予告した金倫の歌を思い出して、金倫の鬼神のような四柱推命の才にいまさらながら感嘆し、あらためて可哀想な妻のために涙を流した。

	
	
	35
	287

288
	* 입에 젖내난다(입에서 젓비린내 난다)
　口に乳の臭いがする。乳臭い

　巨正と乾川洞に行った徳純はガキ大将の李舜臣少年に、四十年前に戦争ごっこをして逆賊の疑いをかけられた子供たちの話を始める。「子どもに分別がないのは今も昔も変わらない。その時の子ども達もお前たちと同じく遊んでいたのだった」

* 양반의 새끼 고양이 새끼라고 앙칼지다(양반의 새끼는 고양이 새끼)
　両班の子は猫の子というが、負けん気が強いなぁ

　巨正が李舜臣少年の態度を見てあきれて言った言葉。

	
	7. 倭變
	5
	309
	* 방구가 잦으면 어떻다(똥 싸기 쉽다)
　おならがしげけりゃなんとやら（「糞が近い」を省略している）

　47,8年前の三浦倭変やこのたびの乙卯倭変はおならのようなもので、このあとが心配だと瓶亥大師は壬辰倭乱のことを暗示する。　

	
	
	5
	310
	* 떡 줄 놈은 생각도 않는데 김칫국부터 마신다
　相手は餅をくれる気もないのに、キムチ汁をまず飲む

　李鳳学は、倭変に出征しよう巨正を誘って、万戸(従四品武官職)･僉使(節度使/正三品あるいは従四品官職)になるのも順序があると説得するが、巨正は「とらぬ狸の皮算用だ」と一蹴する。

* 선 소리 그만두고 익은 밥이나 치워라(익은 밥 먹고, 선 소리 한다)
　生煮えの話はやめてちゃんと炊けたご飯をかたづけろ

　巨正は李鳳学に、そんなつまらない話(倭変に出征する話)はやめて、さっさと夕食をくえと言う。

	
	
	9
	320
	* 개를 보고 올무 맺는다(*)
　犬を見てから罠をつくる

　宿屋の主人は李鳳学に、倭変への備えがなく後手にまわっている政府のやり方をこう皮肉る。

	
	
	12
	329
	* 천둥벌거숭이
　雷・真っ裸。無鉄砲な人

　温厚な李潤慶の軍隊にいた射手李鳳学が、酷薄な性格で知られる南致勤の軍に移ることを志願するのを見て、事情を知るものは彼を無鉄砲な奴だと言ってあざ笑った。

	
	
	13
	330
	* 눈코 뜰 사이가 없다
　目も鼻も開ける暇がない。おそろしく忙しい

　霊巌城に入った名将李潤慶の状況。彼のこうした努力で霊巌城は「人心の城となり、昔の城の中に新しい城が築かれていく」

* 물 부어 샐 틈이 없다(물 샐 틈 없다)
　水の漏れ出る隙がない

　霊巌城を水も漏らさぬ完全包囲をするには一万名でも足りないが、倭兵の数は多く見ても千名に満たなかった。

	
	
	16
	339
	* 난형난제
　難兄難弟。兄たりがたく弟足りがたし。実力互角。優劣つけがたい

　李潤慶と李浚慶は二人兄弟そろってともに傑出した人物だった。

* 형만한 아우가 없다
　兄ほどの弟はない。兄のほうが弟より偉い

　しかし、こんな言葉があるように、やはり兄のほうが優れていた。

	
	
	18
	343

344
	* 오금박듯이
　ひかがみを打つように。やりこめるように

　李鳳学が弓でみごとにカチの目を射抜くと、南致勤は自分の言葉を信じなかった金景錫に向かって「いかがかな、私の言葉に嘘はありませんぞ」とやりこめるように言う。

* 귀신 같다
　鬼神のようだ

　李潤慶は「その者の鬼神のような弓の腕は、目で見ずして話のみ聞いておれば、誰もすぐには真に受けないでござろう」と、二人の間をとりなす。

	
	
	19
	346
	* 씻은 백채줄기같다(씻은 팥알 같다)
　洗った白菜のようだ

　金景錫の容貌。のっぺりとした公家タイプの美男子（？）。

	
	
	19
	348
	* 귀신 같다
　自分の配下に石投げの名人裵トルソギがいることを知った金景錫は、南致勤の前でその腕前を鬼神のようだと褒める。  

	
	
	20
	350

352
	* 매사 간주인(*)
　毎事看主人。すべて主人の言うとおりにする

　李鳳学と裵トルソギの腕競べの日、李潤慶は南致勤と金景錫が暴走せぬよう、自分が主人役をつとめる。上座に坐るよう言われた南致勤はこの言葉を口にして言われた場所に坐る。

* 일구이언
　一口二言。二言はない

　李潤慶が本日の腕競べは自分が取りしきることに異存はないか再確認すると、南致勤は即座に「一度お任せすると申し上げたからには二言はござらん」と答え、金景錫も同意する。

* 일구이언
　腕競べなら二人を殺し合わせなくてはと言う残酷な南致勤にむかって、李潤慶は｢二言はないとおっしゃったではないか｣と反論して黙らせる。

	義兄弟篇 1
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	* 한 손을 접는다(한 수 접다)
　片手をひっこめる。目下の者に対して大目に見る。手加減する

　巨正のいない家で病気のトルは家族にあたりちらすが、嫁の雲寵に対しては手加減するので、その分、実の娘のエギオモニが矢面に立つことになった。

	
	
	
	7
	* 경친다
　罰を受ける。懲らしめられる。酷い目にあう。

　エギと白孫が庭でおしゃべりをしていると、八朔童が「騒がしくするな。父さんが目を覚ましたら、姉さんにこっぴどく叱られるぞ」と注意する。

	
	
	
	8
	* 게눈 감추듯
　蟹が目を隠すように。すばやく食べる。あっという間にたいらげる

エギが外に出かけている間に、腹の減った白孫と八朔童は、トルがあとで食べるつもりだった昼飯を見つけ、残したと思い込んでぺろりと食ってしまう。

	
	
	
	10
	* 말밥에 얹는다(*)
　話の飯に乗せる。話題にする

　トルの昼食を食べてしまったことを怒るエギオンマを見て、八朔童はこっそり逃げ出す。白孫は一緒に食べた八朔童のことは口にしないで、「知らなかったんだから、そんなに怒らなくてもいいだろう」と言い返す。

	
	
	
	13
	* 콩을 심는다(*)
  豆を植える。びっこをひく

　家に訪ねてきた見知らぬ男(朴ユボギ)と姉のエギオンマが手を取り合っているのをみて驚いた八朔童は、いそいで不自由な足を引きずって行き、家族のみんなに知らせる。

	
	
	
	14
	* 살 맞은 뱀같이(*)
　矢に当たった蛇のように

　エギオンマがユボギをつれて家に入ると、雲寵は矢に当たった蛇のように台所に逃げ込んでしまった。

	
	
	
	21
	* 쐐기를 친다(쐐기를 박는다)
　楔を打つ。話の途中で口を挟む。水をさす

　ユボギがトルの前でこれまでの身の上を話している途中、エギオンマが話しに口を挟む。

* 죽어도 눈을 감지 못한다

　死んでも目を閉じられない

　ユボギの母の、臨終の言葉。非命に死んだ夫のことと、残していく幼い子供のことを思うと、母は死んでも死に切れない思いだった。

	
	
	
	22
	* 뼈에 가죽만 남는다
　骨に皮ばかり残る。骨と皮だけになる

　義理の叔父について孟山に引っ越したユボギはまもなく原因不明の病気にかかり、一年間後には骨と皮だけになってしまう。

	
	
	
	24
	* 씨는 속일 수 없다(씨는 못 속인다)
　種はだませない。血筋はあらそえない

　話すときに下唇をつきだす癖まで巨正とそっくりな白孫を見たユボギは、思わず「血筋はあらそえないものだ」とつぶやく。

	
	
	
	35
	* 똥구녁이 찢어지게 가난하다

　しりの穴が裂けるほど貧しい。恐ろしく貧しい

　エギオンマが話して聞かせた昔話｢犬と猫はなぜ仲が悪い｣は、隣り合って住んでいる白丁と恐ろしく貧乏な両班のお話しだった。

* 개는 키값을 내라고 키킥하고 고양이는 양반이라고 양양한다
　箕を借りて返さない両班（ヤンバン）は、のちに猫になってヤンヤンと鳴き、それを犬になった白丁が箕（キ）の代金を払えといってキンキン鳴きながら追いかけたという民話。

	
	
	2
	45
	* 중뿔나게 나선다
　でしゃばる。しゃしゃり出る

　ユボギ今は瓶亥大師になった師匠を訪ねて竹山七長寺に行く。その時寺に来ていた両班の下人は大師が白丁だというので、わざと侮辱的な態度をとる。腹を立てていたユボギは、「でしゃばるな」という下人の言葉にかっとして、ついに騒ぎを起こしてしまう。

	
	
	
	46
	* 하늘이 높은 줄을 모른다
天の高いことを知らない。怖いもの知らず

ユボギとにらみ合った下人たちの怒声。「こいつめ、両班に対してなんという態度だ。怖れを知らないにもほどがある」

	
	
	
	47
	* 망신살이 뻗친다
　恥をさらすことになる運、面目を失うことになる凶運が、最高になる

　下人たちがユボギにやられるのを見てその場を逃げ出した両班たちは、「なんという災難だ」「まったく酷い侮辱じゃ」「凶運きわまりましたな」と、口々に言う。

	
	
	
	56
	* 절에 와서는 중 하라는 대로 한다
　寺に来たら僧がしろと言うとおりにする

　瓶亥大師の経歴と人柄に感服した両班たちは、「寺に入っては僧に従えと言うではないか」とか「入郷順俗が一番じゃ」などと言いながら、大師の言葉のとおり大師やユボギと上下の隔てなく坐る。

	
	
	
	60
	* 먼산바라기(먼 산 바라보기)
　遠い山眺め。よそみをすること。こちらを見ない

　寝る前にユボギが安進士に挨拶をすると、進士はこちらを見もせずに「生意気な客じゃ」と叱りつけた。　

	
	
	
	62
	* 정신이 사나워진다
　頭がごちゃごちゃする。耄碌する

　改葬の足しにとユボギのために準備しておいた木綿を渡すのを忘れたことに気づいた瓶亥大師は、あわててユボギを呼び戻させ、「わしも耄碌したものじゃ」と言って木綿を与える。

	
	
	
	64
	* 자는 범의 코를 쑤신다(잠자는 사자의 코털을 건드린다)
　眠っている虎の鼻をつつく

ユボギの荷物を奪おうとした2人の盗賊はユボギの腕前を見て、自分たちが眠っている虎の鼻をつっついたことに気がついた。

	
	
	
	67
	* 물계 모르고 아무데나 덤빈다(하룻 강아지 범 무서운 줄 모른다)
　事情もしらずにどこにでも飛びかかる。立場も考慮せず無茶をする

　ユボギはニ人の盗賊をやっつけて荷物を運ばせる。途中、うち一人が靴を履きなおすから先に行ってくれといい出し、2人の盗賊が言い争いをはじめる。（　）の中は2人の心中の言葉。

「先に行けよ。ゆっくり歩いて行けと言っているだろう」(俺は逃げるぞ。邪魔するな)

「早く履きなおせよ」（逃げるのはあきらめろ）

「心配するな。履きなおすだけだ。心配しすぎだぜ」（人が逃げるのを邪魔するな）

「こいつ、気でも狂ったか。後先も考えずに」（逃げられる相手か、よく考えてみろ）

	
	
	
	70
	* 일구이언
　一口二言

逃げた盗賊を追っていったユボギが戻ってみると、もう1人はその場所に残っていた。なぜ逃げなかったかという問いに、その男(シン・プルチュリ)は「俺も男だ。二言はない」と答える。

	
	
	
	76
	* 시골 쇠도적놈도 서울놈들에게 대면 부처님(*)
　田舎の小盗賊も、ソウル者に比べれば仏さま

人足が買ってきた改葬のための七星板があんまりみすぼらしいので、怒ったプルチュリが「田舎の小盗賊もソウル者に比べりゃ仏さまだ」と毒づくと、人足は「ソウルじゃな、田舎から来た仏さまが大盗賊さ」と言い返す。

	
	
	
	85
	* 산도 설고 물도 설다
　山も見知らず、川も見知らず

　改葬を終えたユボギは、父の仇をとるために康翎に行く。生まれて始めて訪れた康翎はユボギにとってまったく見知らぬ土地で、故郷といいながら他郷と変わらなかった。

	
	
	
	92
	* 눈이 곱지 않다

　目がやさしくない。目つきがきつい

　康翎でユボギが泊まった家の主人コ書房は、自分の妻が下男の金書房と姦通しているのではないかと疑っていた。金書房を見るコ書房の目がきついと言って、金書房の仲間たちは、何か事件が起きはしまいかと心配していた。

* 경친다
　酷い目にあう

金持ちの盧僉知の次女である妻は父の財力をかさにきて威張っていた。下男たちは、下手なことをすれば酷い目にあうのは婿のコ書房の方だろうと噂する。

* 지렁이도 밟으면 꿈질한다(지렁이도 밟으면 꿈틀한다)
　ミミズも踏めばうごめく。一寸の虫にも五分の魂

　妻の尻にしかれているコ書房だが、あんまり酷い目にあったら何をしでかすかわからない。

	
	
	
	93
	* 귀가 가렵다

　耳がかゆい
さんざん盧僉知の噂をした下男たちは、今ころ盧僉知の耳はさぞかし痒いことだろうと言って笑う。

* 재채기를 한다
　くしゃみをする

　これだけ人に噂をされているのだから、盧僉知はきっとくしゃみもしているはずである。

	
	
	
	95
	* 하느님이 귀가 먹었거나 눈이 멀었다
　神さまの耳が遠くなったか、目が遠くなったのだ。神さまの不手際だ。片手落ちだ

　盧僉知が何不自由なく老後を迎えるとは、神さまはいったい何をしているのかと、片腕が不自由なオ書房が嘆いた。むかし盧僉知がユボギの父を告発したとき、ともに不穏な言葉を耳にしながら告発をしなかったという理由で罰を受けた農夫は、彼の親戚だったのだ。

	
	
	3
	97
	* 부처님 같다
　仏さまのようだ。やさしい。あまい

　その夜、コ書房夫婦が喧嘩する声が下男部屋に寝ているユボギまで聞こえてきた。「俺が仏みたいにあまくしていれば、つけあがりやがって」

* 말만 받아넘기면 장사냐(말만 잘하면 다냐)
　言葉さえうまく受け答えすれば壮士か

負けずに口答えする妻に、コ書房は「言い逃れさえできればいいと思っているのか」と怒鳴る。

	
	
	
	98
	* 비위를 긁는다(비위를 건드리다)
　脾臓と胃を引っ掻く。人の心を刺激し、気分を害する

　それに対して妻は「夜中にわざわざ起きだして、何もしてない人間をいらいらさせるなんて、気でも違ったの」と言い返す。このあと口喧嘩はますますエスカレートし、大きな物音まで聞こえたので、殺傷沙汰に巻き込まれるのを恐れたユボギは家を抜け出す。

	
	
	
	104
	* 씻은 듯 부신 듯(*)
　洗ったように、濯いだように

　盧老人が行っている次男の家に向かう途中、ユボギは突然病気になって民家に泊めてもらった。そして翌朝、嘘のように元気になって起き出した。

	
	
	
	105
	* 병이 고황에 든다(병이<고름이> 곪을대로 곪았다)
病気が膏肓(病気がそこに入ると容易に治らない部分と言われている部分)に入る

ユボギが盧老人の次男の家に着くと、次男は病膏肓に入って今日明日を知れぬ容体だったが、コ書房が殺人事件を起こしたとかで、盧老人は自分の家に帰ってしまっていた。

	
	
	
	108
	* 쥐구멍을 찾는다
　ねずみの穴を探す。身の置場もないほど小さくなる

　いらついて不機嫌な盧老人が当り散らすので、子守の女の子は小さくなっていた。
* 화가 천둥같이 난다(화가 머리 끝까지 나다)

　雷のように怒る。雷が落ちる

　ところが背負っていた赤子の頭を柱にぶつけて泣かしたので、ついに盧僉知の雷が落ちた。

* 죽일 년 잡도리하듯(죽일년 잡듯하다)
　罪人女をはげしく責めたてるように

　盧僉知は子守女を、罪人を責めるがごとく責めたてた。

* 온몸에 구렁이를 감아놓는다(*)
　全身に青大将をまきつかせる。体中に青あざをつける

　子守の女の子の体中が青あざだらけになってもまだ足りず、頭を小突き、足蹴にした。

	
	
	
	111
	* 사시나무 떨듯이

　ヤマナラシが震えるように

　ユボギは盧老人の家に押し入り、下男と盧老人の息子を手裏剣でやっつけて縄で縛る。老人の若い妾は赤子を抱いてヤマナラシの葉のようにガタガタと震えていた。

* 쥐죽은 듯이
　ネズミが死んだように

お仕置きを受けて部屋で寝ていた子守は、外の様子を知ると、チマをかぶり、死んだネズミのようにじっと横になっていた。

	
	
	
	116
	* 쏜살같이

	
	
	
	118
	* 가는 날이 장날
　行く日が市の日。やってきた場所で待っていたかのように良いことに出くわすこと

　ユボギが父の仇の首をもって父母の墓へと向かう途中、ある村で入った家がちょうどサドンをもてなしているところで、腹いっぱい食べることができた。

	
	
	4
	126
	* 서울 혼인에 깍정이 오듯이(초대하지 않은 불청객)
　ソウルの結婚式にチャッカリ者が来るように。関係のない者がぞろぞろ押し寄せる様子

　崔瑩将軍を祀った徳積山では将軍の嫁入りのクッが開かれた。最後の12段目は諸神を帰すためのクッで、すべての鬼神たちがぞろぞろと登場した。　

	
	
	
	140
	* 모두가 팔자
　すべてがパルチャ（八字で表される生年月日時刻によって定まる運命）

　崔将軍の嫁でいるより一緒に逃げたいという娘に、ユボギは苦労してもいいかと尋ねる。娘は｢すべてが八字(運命)だわ｣と答えるが、ユボギは「俺の八字は他人の七字にも及ばないからなぁ」とため息をつく。

	
	
	
	150
	* 피나무 안반을 찾는다(말타면 경마 잡고 싶다)
　自分に都合のいいことばかり望むこと

　山道を歩いて足を痛めたチャグンニョンは表街道を歩きたいと駄々をこねて、都合のいいことばかり考えるなとユボギにたしなめられる。

* 고생 뒤에 낙이 있다

　苦労の後に楽がある。いまは苦労しても後に楽がまっている

　二人は自分のせいで相手に苦労をかけていると思って、たがいに相手を慰めようとする。チャグンニョンが「苦労の後にはいいことがあるわ」と言う。

* 갈수록 수미산(갈수록 태산)
　行けば行くほど須弥山(伝説の高い山)。先に行けば行くほど、苦労が多くなる

　チャグンニョンの「苦労の後にはいいことがあるわ」という言葉に対してユボギは「行けば行くほど苦労が多くなるだけかもしれんぞ」とちゃかす。

	
	
	
	151
	* 보리밥 몇 솥 짓기(*)

	
	
	
	160
	* 손이 발이 되도록 빈다
　手が足になるほど祈る。必死にお願いする

　青石洞の一軒家に泊まったユボギは、襲ってきた家の主人呉哥を逆にやっつける。飛び出してきた呉哥の妻はユボギの足もとにひれふし、夫を許してくれるよう必死になって頼みこんだ。

	
	
	
	161
	* 사내자식이 싸우면 적수요, 사귀면 친구다
　男たるもの戦えば敵だし、つきあえば友人だ

　和解の酒を飲もうとユボギを誘った呉哥が、しぶるユボギに向かって言った言葉。

	
	
	
	162
	* 입에 맞는 떡은 얻기가 어렵고 배운 도적질은 하기가 쉽다

　口に合う餅は手に入れにくく、習い覚えた盗賊稼業はやるのが楽だ

　娘を失い、妻の懇願で一度は盗賊稼業をやめようと思った呉哥だが、まともな仕事につくのは難しく、これまでやってきた盗賊稼業を続けるのは楽なために、足を洗えずにいるのであった。

	
	
	
	167
	* 자식을 겉낳지 속낳는 것이 아니다
　親が生むのは子の表面であって中身ではない

　チャグンニョンの親に、ムーダンが口寄せで伝えた崔将軍の言葉。おまえの娘はけしからぬ行ないがあったので下人に与えた。本来なら親も神罰を受けるのが当然だが、親が生むのは子の表面で中身ではないから、特別のおぼしめしで許してやる。

	
	2. 郭五柱
	1
	170
	* 눈방울을 굴린다
　目の鈴を転がす。目をくりくりさせる

　金校の市に米を売りに来た郭五柱は穀物商人に持ってきた米をけなされて目玉をぎょろつかせる。

	
	
	
	171
	*  큰코다친다
　ひどい目にあう

青石洞の盗賊に注意しろと言ってくれた知り合いの商人に、オジュは盗賊が出たら懲らしめてやると豪語し、今に酷い目にあうぞと脅される。

	
	
	
	173
	* 옴니암니 따질 것이 없이 피장파장한다(너나 나나 피장파장이다)
奥歯だ前歯だと細かいことを言わず(同じ歯なのだから)、おあいこにする

郭五柱に崖から突き落とされそうになった呉哥は、あれこれ言わずにおあいこということにしてくれと頼むが、結局オジュに突き落とされてしまった。

	
	
	
	178
	* 코방귀를 뀐다
  鼻の屁をする。鼻を鳴らす

　ユボギの助太刀をえてもう一度タプコゲに現れた呉哥を見て、オジュはフンと鼻を鳴らしただけで通り過ぎようとした。

	
	
	
	179
	* 코방울을 벌름거린다(코를 벌름거린다)
 鼻の鈴(小鼻)をひくひくさせる

	
	
	
	185
	* 코방귀를 뀐다

	
	
	
	194
	* 개 꾸짖듯

	
	
	
	195
	* 삼십육계(삼십육계 줄행랑)

　三十六計。逃げる策

　タプコゲに来た軍士たちはユボギの手裏剣を前に手も足も出ない。一人の軍士がこっそりと軍官に三十六計逃げるが勝ちの策もお考えになって下さいと言う。

* 검다 쓰단 말이 없다(달다 쓰다 말이 없다)
　黒いとも白いとも、苦いとも甘いとも言わない。うんともすんとも言わない

　三十六計を進言された軍官は黙り込んでしまった。

	
	
	
	196
	* 밥병신(밥버러지/식충)
  飯を食べるしか能のない人間

　軍士にうまく嘘をついてタプコゲにやってきたオジュに、ユボギが「お前にも嘘がつけるのか」と驚くと、オジュは「俺が嘘もつけない阿呆だと思っているのか」と言い返す。

	
	
	
	197
	* 닭의똥 같은 눈물(달기똥 같은 눈물)
　鶏の糞のような涙

　ユボギはオジュに自分の身の上を話して聞かせる。足が不自由な身になり父母の仇もとれずに苦しんだくだりで、オジュは鶏の糞のような涙をぽろぽろ流した。

	
	
	
	201
	* 성복 후 약방문(사후 약방문)
　成服（喪に当たり三日または五日後にはじめて喪服を着ること）の後の薬方文(処方箋)。葬式後の医者話。あとのまつり

　ユボギが義兄弟になったオジュをつれて帰ると、妻と義母は、相談もなく勝手なことをすると言って怒った。仲介に入った呉哥は、もう連れてきてしまったからには、今更つまらないことを言って男を困らせるものではないと言って、女たちを黙らせる。

	
	
	
	204
	* 절에 간 색시는 중 하자는 대로 하는 것(절에 간 색시)
　寺に行った娘は僧がしようというとおりにするもの

　呉哥はユボギの部屋で飲もうというオジュをこう言って黙らせ、自分たち夫婦の大きな部屋に席を移して酒盛りをはじめた。

	
	
	
	205
	* 어둔 밤의 홍두깨(아닌 밤에 홍두께)
　暗い晩の綾巻。だしぬけ

　酔っばらったオジュがだしぬけにユボギの妻に向かって「妓生のようだ」と言い出し、一同は言葉を失った。

	
	
	
	206
	* 하루 화근은 식전 취한 술이요, 일 년 화근은 발에 끼는 갖신이요, 일생 화근은 성품 고약한 아내(*)
　一日の禍根は食前に酔った酒、一年の禍根は足に履いた革靴、一生の禍根は性格の悪い妻。性悪な妻を貰うと一生後悔する。　

酔った勢いで妻がほしいと騒ぐオジュに呉哥が言った言葉。

	
	
	2
	208
	* 조선 공사 사흘(조선 공사 삼일)

　朝鮮の政令は三日坊主。朝令暮改

ユボギがタプコゲで軍士をやっつけたために盗賊の取締りが厳しくなり、タルミコルの盗賊カンも仕事ができなくなる。父はお上のやることは長続きしないから待てというが、今回は違った。

* 서슬이 푸르르다(서슬이 시퍼렇다)

　刃先が青い。恐ろしい剣幕。気勢が酷く激しい

　海州の監司からカンという盗賊を必ず捕らえよという厳命が下ったのだ。

* 쑥밭이 된다

* 우물고누 첫수
　우물고누(というゲーム)の初手。一番いい方法

　カンは父親に、どうみても、ただちに場所を移すのが最上策のようですよ、と言った。彼は青石洞を襲って自分の縄張りにすることを考えていた。

	
	
	
	209
	* 정신이 사납다
　耄碌する。頭が混乱する

　カンが、「青石洞の巣窟の場所は以前聞いたでしょう」と言うと、父親は「そうだったかな。わしは耄碌したから聞いても忘れたよ」と答える。

	
	
	
	211
	* 범에게 물려가도 정신을 차려야 산다(호랑이에게 물려가도 정신만 차리면 사다)
　虎に咥えられて行っても気をしっかり持っていれば助かる

カンの一党4人が青石洞を襲う。青ざめる女たちに向かって呉哥は、｢虎にさらわれても気だけはしっかり持たねばならん｣と叱る。

	
	
	
	212
	* 만사가 튼튼한 것이 좋다
　万事堅固なのがよい。備えあれば憂いなし

オジュが一緒に戦うために残ってくれたと聞いて喜んだ呉哥は、自分1人で十分だというユボギに「備えあれば憂いなしというではないか」と言う。

	
	
	
	215
	* 입에서 젖비린내 난다

　口から乳の臭いがする。乳臭い

　青石洞を明け渡せば命を助けてやるというカンに、呉哥は「青二才が何を言う！」と怒る。

* 게밥을 짓는다(*)
　泡を飛ばす

　呉哥は口から泡を飛ばしながら、カンを怒鳴りつけた。

* 하늘이 얕다고 뛴다(화가 머리끝까지 나다)
　天が薄情だと怒る。ひどく腹を立てる

　そして恐ろしく腹を立てて中にもどると、ユボギたちにこのことを話した。

	
	
	
	216
	* 쏜살같이

	
	
	
	218
	* 오금아 살려라
　ひかがみよ、助けてくれ。逃げるときに自分の足に早く走ってくれと語りかける言葉

カンとその義理の弟は殺され、一緒に来た従兄弟にニ人は死に物狂いで走って逃げた。

* 엎친데 덮친다
　倒れたところに覆いかぶさる。泣きつらに蜂

逃げた2人は道に迷ったところに日は暮れるわ、腹は減るわで、泣きつらに蜂のような苦労をして夜中過ぎにようやく村に戻ってきた。自分たちの家にまっすぐ帰ろうとしたが、カンの父に見つかってその家に行き、カンが死んだことを告げるはめになる。

	
	
	
	220
	* 방고래가 꺼지도록
　オンドルの煙道が陥没するほど

　息子と義理の息子の死んだことを知ったカンの父親は、オンドルの煙道がへこむほど大きなため息をついた。

	
	
	
	221
	* 기다리느라고 눈이 빠진다

　待っていて目が落ちる。待ちくたびれる

一方従兄弟の家では妻たちが夫の帰りを待ちわびていた。兄の妻は2人がカンの家で飲んでいるに違いないといって怒る。

* 배가 맹꽁이같이 되도록 처먹는다
　腹がジムグリカエルのようになるまで食らう

　自分たちを待たせて今ごろ腹いっぱい食っているはずの夫を想像して兄の妻は腹を立てる。

	
	
	
	224
	* 가루거치기만 한다(*)
　邪魔になる。（가루는 칠수록 고와지고 말은 할수록 거칠다　とは関係ないらしい）
　カンの村に起きた火事を一緒に見に行くといいはる弟の嫁に兄の嫁は、お前見たいに弱い人間は火消しのに足手まといになるだけだと怒鳴りつけたが、弟の嫁は引かなかった。

* 숨이 턱에 닿게

息があごにつくように。息せき切って

親戚の若者が息せき切って駆けつけ、ニ人の夫が火事で焼け死んだことを知らせた。

	
	
	
	224
	* 조개 속에 게(*)
　貝の中の蟹。ひよわで活動力のない人

　駆けつけた弟の嫁は気を失って近くの家に担ぎ込まれる。村の女たちは介抱しながら、「貝の中の蟹って、こういう人を言うのだわねぇ」と話し合う。　

* 여편네가 사내를 너무 밝히면 애를 잘 못 낳는다(여편네가 사내를 너무 밝히면 못 쓴다)
　あんまり男好きだと女は子どもを生めない

　弟の妻を介抱しながら女たちがしている噂話。

	
	
	
	228
	* 하늘이 무너져도 솟아나는 구녁이 있다(하늘이 무너져도 솟아날 구멍이 있다)
　天が崩れ落ちても湧き出す穴がある。どんな苦境でも助かる道はある

禁度軍士たちがカンの従兄弟の遺族を捕らえに家に入ってくる。恐怖におののく娘を母親はこう言って力づける。

	
	
	
	229
	* 지옥에서 부처나 만난 듯이(구세주 만나듯)
　地獄で仏にあったように

　捕らえに来た軍士の中に親戚がいたのを見て、母親は地獄で仏にあったように喜んだ。

	
	
	
	232
	* 풍경이 있으면 맑은 소리 울려나고 궁노루가 있으면 향냄새가 풍긴다(*)
　風鐸（寺の軒先につるす小さな鐘型の鈴）があれば澄んだ音が響きわたり、麝香ジカがいれば香りが漂うものだ

　こんな言葉もあるくらいだから、実家にもどった美しく若い寡婦が人の噂にならないわけはなかった。寡婦となったカンの妻の美しさは八方に知れ渡り、あちらこちらから縁談が舞い込んだが、本人は涙ながらに三年間待ってくれと母親に頼むのだった。

	
	
	
	236
	* 바가지 긁는다

　パガジを引っ掻く。ガミガミ言う

　オジュの力を借りて美しい寡婦を拉致してきた鄭僉知の息子は、自宅ではなく叔母の家に向かった。友人たちは妻にガミガミ言われるのが怖いのだろうと言って笑う。

* 방망이 찜질
　棍棒で容赦なく打ちのめすこと

　妻なら棍棒で打ちのめすこともできるが、気性の激しい老人はどうすることもできないと、鄭僉知の息子は父のことをこぼす。

* 뜸을 들인다

  蒸らす。少し間をおいて時期を待つ

　だから少し時間を置くのだと息子は説明した。

	
	
	
	237
	* 그런 말은 약과

　そんな言葉は薬菓

　賭博の元金さえ出してくれれば、放蕩息子だと怒鳴られることなどお安いものだと友人は言う。

* 다리에 자개바람이 난다(뼈마디가 쑤신다)
　足がしびれる。足が痛くなる

　鄭僉知の息子は足が痺れるほど速く歩いて、一行より一足先に叔母の家に行った。

* 소금섬을 물로라도 끈다(소금 섬을 물로 끌어라 하면 끈다)
　塩の俵を水の方へだって引っぱる。言うなりになる

　母のない甥を自分の手で育てた叔母は甥に甘くて、どんなことでも言うなりだった。

* 실낱 같다
　糸筋のよう。かぼそい

　さらってきた寡婦を叔母の家に運んで包んでいた布団を解くと、顔は蒼白で手足は冷たく、息もか細くて、今にも止まりそうだった。

	
	
	
	239
	* 야단 벼락을 내린다(야단 벼락을 친다)
　やかましい雷を落とす。大声で叱りつける

　寡婦の強奪を手伝ってくれた仲間をもてなすために、鄭僉知の息子は寝ている妻をたたき起こした。文句を言う妻を大声一喝したいのを我慢し、なだめすかして酒の準備をしてもらう。

	
	
	
	241
	* 도끼눈을 뜬다
　斧の目を開ける。睨みつける

　鄭僉知の息子がワカメ汁をもって部屋に入ると、寝ていた寡婦は飛び起きて睨みつけた。悔しさと憎悪でその目には毒気がこもっていた。

	
	
	
	242
	* 검다 쓰다 말없이(달다 쓰다 말없이)
黒い白い、甘い苦いを云々しないで。うんともすんとも言わないで

寡婦は一日中寝ていたが、ワカメ汁を持っていくと何も言わずに食べた。

	
	
	
	243
	* 소경 매질하듯(*)
　盲人が人を鞭打つように

　初夜、それまで猫をかぶっていた寡婦は、突然チマの後ろから砧を取り出すと、鄭僉知の息子をめくら滅法殴りつけた。

	
	
	
	244
	* 천방지축한다(천방지축 날뛴다)
　天方地軸。方向もわからず急いであたふたとする

　家の外にのがれ、大慌てで逃げてゆく寡婦を鄭僉地の息子は追いかけていった。

	
	
	
	245
	* 할아버지 한다(*)
　祖父のように待遇する。目上の扱いをする

　寡婦を追いかけている途中友人と出くわした息子は、自分を離そうとしない友人に「目上の待遇をするから、頼むから離してくれ」といって振り切る。

	
	
	
	247
	* 물독에 빠진 생쥐 같다
　水瓶に落ちたハツカネズミのよう。ぬれねずみ

　井戸から助けあげた寡婦はぐっしょりと濡れていたので、オジュも背負うのを嫌がった。

	
	
	
	248
	* 내 눈에 흙이 들어가기 전엔

　俺の目に土が入る前は。俺の目が黒いあいだは

　寡婦が井戸に身投げした騒ぎで息子の行為を知った鄭僉知は妹の家にのりこみ、息子に、自分の目が黒いうちは寡婦を妾にすることは絶対に許さんと宣言する。

	
	
	
	249
	*과부를 업어왔다 도로 보내면 그 집에 재앙이 있다(*)
　さらってきた後家を送り返すと、その家に災難がふりかかる 
　鄭老人の息子から頑固な父親を説得することを頼まれた知人は、こんな偽の諺を持ち出して鄭老人に寡婦を送り返さぬよう忠告した。

	
	
	
	250
	* 코를 뗀다(코 떼어 주머니에 넣다)
　鼻をはずす。恥をかく

しかし、鄭僉知にはっきりと断られて恥をかいた。

	
	
	
	254
	* 소리개에 채인 병아리(솔개에 채인 병아리)
　トンビにさらわれたヒヨコ

　偽の諺が気にかかった鄭僉知は、寡婦を返さずオジュに与えることにした。騙されてオジュの部屋に入った寡婦は、トンビにさらわれたヒヨコのように、どうすることもできずブルブル震える。

	
	
	
	255
	* 꿀 먹은 벙어리
　蜜を食べたオシ。黙りこくっている様子

　寡婦と部屋でニ人きりになったオジュは黙りこくって坐り、寡婦も激しい息遣いをしながら石像のようにじっと坐っていた。

	
	
	
	258
	* 보리밥 한 솥 짓기(*)
　麦飯を一釜炊く

　オジュが顔を出さないのでユボギはある日彼に会うため青石洞を出た。だが途中でこちらに向かっているオジュと行き会い、麦飯を一釜炊く時間もたたずに＝(早々に)青石洞に戻ってきた。

	
	
	
	261
	* 술이 고래(술고래)
　酒鯨。大酒飲み。飲んべえ。うわばみ

　ユボギが楊州に行った時、ちょうど酒豪の巨正が父上の看病のために酒量を自重してたので、一番たくさん飲んだのはユボギだった。

	
	
	
	267
	* 팔자가 험하다(팔자가 사납다)
　運命が険しい。運が悪い

　自分と同じく独身だと聞いていたオジュが髷を結っている(既婚のしるし)のを見て、天王童は「いったいどんな運の悪い女がこんなやつの手に落ちたのかね」とからかう。

	
	
	
	273
	* 독불장군
　独不将軍。何でも自分の思い通りにする人

　狩に出た一行は獲物が見つからないので腰を下ろした。しかし食べ物の運搬係りであるオジュが立ち上がって歩き始めるとついていかないわけにはいかない。さっさとチゲを担いで歩き始めるオジュに、呉哥も「勝手なやつだな」と言いながら槍を持って立ち上がった。

	
	
	
	276
	* 권커니잣거니(주거니 받거니)

	
	
	
	283
	* 새발의 피
　鳥の足の血。取るに足りない存在

　オジュが青石洞に泊まった留守を狙って、鄭僉知の息子がオジュの妻を襲った。妻は激しく抵抗するが、少しも容赦をしない息子の前でそれは焼け石に水だった。妻は大声を出して助かる。

	
	
	
	286
	* 사람 귓구녕이 막혀 죽겠네

　耳の穴がつまって死んでしまいそう

　青石洞から帰って留守の間に事件が起こったと聞かされたオジュは、妻が自殺をしようとしたと勘違いして家に飛び込む。トンチンカンな会話にあきれ果てた妻は「いったい誰が首を縊るっていうのよ。頭がおかしくなりそうだわ」と叫ぶ。

	
	
	
	292
	* 자반 뒤집기
　苦痛に耐えかねてのたうちまわる

　オジュの妻は陣痛に耐えかねてのたうちまわるが、赤子はなかなか生まれそうになかった。

	
	
	
	296
	* 궁둥이에 좀이 쑤신다
　尻がむずむずする。じっとしていられない

　妻の母が来てオジュを部屋から追い出した。妻の呻き声と、娘を力づける義母の声を台所で聞きながら、オジュは居ても立ってもいられない。

	
	
	
	300
	* 박명한 미인(미인박명)
　薄命な美人。佳人薄命

　赤子を産んでまもなく、オジュの妻は赤子を残し薄幸な美人としての一生を終えた。
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	6
	* 호랑이 말하면 호랑이 온다(호랑이도 제 말하면 온다)
　虎の話をすると虎が出る。噂をすれば影

　磁器商人の孫兄弟一家が、開城から瑞興に引っ越すためにタプコゲを通りかかった。妻が鉄殻竿を持った盗賊の話をしているのを聞いた弟の孫は、「虎の話をすると虎が出るぞ」とたしなめる。

	
	
	
	7
	* 통을 짠다(통 짜다)
　団結する。ぐるになる

　子どもを殺すような凶悪な盗賊を捕まえないなんて、開城の役人は盗賊とぐるになっているのではないかと弟の孫は疑う。

* 등을 쳐서 먹는다(등쳐 먹는다)
　不正な方法で人の財物を奪う。たかる

　「聞くところによると、捕盗軍士たちが盗賊にたかるために、わざと捕まえないと言うじゃないか」と兄の孫に言うと、兄は「まさかぐるにはなっていないだろう。真剣に捕まえようとせずに遊んでいるだけさ」と答える。

	
	
	
	8
	* 오금박듯이
　ひかがみを打つように。やりこめるように

　自分たちには｢盗賊の話をするな｣と言っておきながら兄弟で話盗賊の話をしている孫兄弟をみて、弟の妻は「自分たちは楽しそうに話しているわね」と嫌味たっぷりに言う。

* 오금박힌다
　ひかがみを打たれる。やりこめられる

弟の孫はやり込められて黙ってはいなかった。

* 입이 싸다(입이 가볍다)
　口が軽い

　孫は「女が口が軽いとろくなことはないぞ」と、妻に向かって言う。

	
	
	
	10
	* 하늘이 얕다고 뛴다(화가 머리끝까지 나다)
　激しく怒る

　鉄殻竿の盗賊に頭を割られた兄を見て激しく憤った弟は、わなわなと震えながら盗賊を毒づいた。

	
	
	
	12
	* 잡아서 살점을 뜯어먹어도 속이 시원치 못하다
　捕まえて肉を削いで食っても気がおさまらない。殺しても飽き足らない

弟は兄嫁に、「我家がこんなざまになったのも鉄殻竿の盗賊のせいです。あいつを捕らえて食い殺してもあきたりません」という。

	
	
	
	16
	* 바로 가라면 외로 간다
まっすぐ行けといえば斜めに行く。へそ曲がり

　兄のあだ討ちの助太刀をマクポンィに頼みに来た孫に向かって、マクポンィの父は、「あいつは人がまっすぐ歩けと言えばわざわざ斜めに歩くような奴だ」と評す。

	
	
	
	28
	* 봄눈같이 사라진다
　春の雪のように消える。氷解する

　孫は、タプコゲで待ち伏せていても鉄殻竿強盗が現われないのではないか、たとえ現われても竹枝強盗と一緒だったら敵わないのではないかと心配していた。だが鉄殻竿が老強盗と一人きりでタプコゲに現われたという話を聞いてその心配も氷解し、足取りも軽くタプコゲに急いだ。

	
	
	
	29
	* 똥줄이 빠지게 도망질을 친다
　大便が漏れそうなほど大急ぎで逃げる

　鉄殻竿強盗のオジュとマクポンィが戦っている間に、孫とサンボンィが呉哥を捕らえようとする。これを察した呉哥は必死になって逃げた。

	
	
	
	32
	* 잡아잡수 한다(날 잡아 잡수 한다)
　どうぞお好きになさって下さいと言う。おとなしくじっとしている

　マクポンィに散々殴られ蹴られて一時は気を失ったオジュだが、意識をとり戻せばおとなしく観念しているはずはない。何とか起き上がろうともがき続けた。　　

	
	
	
	34
	* 염불하듯(중이 염불하듯)
　念仏を唱えるように

　オジュが開城に連れて行かれるのを見ながら、呉哥は助けに出て行くこともできない。お前の仇は必ずとってやるぞと念仏のように唱えながら泣く泣く青石洞に帰ろうとした呉哥だが、途中でオジュ救出の妙案を思いつき、ふもとの村に先回りする。

* 구메도적질(*)
　ちょっとした盗賊仕事

　ユボギやオジュが合流して青石洞の気勢があがる前、呉哥が一人でやっていたころの盗賊行為をさしていう言葉。チンピラ盗賊。

	
	
	
	35
	* 두길보기(*)
　二股かけること。洞ヶ峠。ひよりみ

　青石洞の村々の人々は捕盗軍士の前では良民、火賊の前では手下として、二股をかけている人々だった。

	
	
	
	41
	* 염라대왕을 보러 간다
　閻魔大王に会いに行く

マクポンィたちがオジュをやっつけているところを目撃した商人は、オジュが旅人を殺しているところだと勘違いして市場に戻り、自分もあやうく殺されるところだったと話す。

	
	
	
	43
	* 네놈 줄 술이 있으면 개를 준다
呉哥の計略で孫ら一行はタプコゲの村に泊まって酒宴を開く。縛られたオジュが飲みたがると、村の人びとは「お前にやる酒があったら犬にやるぜ」とか、「お前の肉を剥がして食ってやりたいほどなのに、酒なんぞやられるか」と言って嘲った。

	
	
	
	45
	* 곤달걀 지고 성 밑은 못간다(곤달걀이 꼬꾜 울까)
　（もしかしたら石が落ちて卵が割れるかもしれないという心配のために）腐った卵すら担いで城の下に行けない。取り越し苦労をする

　酒を飲んで皆眠ったが、孫だけは、オジュが縄を解いて自分たちを襲うのではないかと取り越し苦労をして眠りにつけなかった。

	
	
	
	51
	* 쥐죽은 듯이
* 분이 꼭뒤까지 난다(화가 머리 끝까지 나다)
　怒りが頭のてっぺんまで上る。怒り心頭に発す

　マッポンィとユボギがあわや対決というときに巨正が割り込むと、怒り狂っているマッポンィが「何者だ！」と殴りかかる。

	
	
	
	53
	* 소 닭 보듯
　牛が鶏を見るように。宇宙人でも見るように。無関心に

　巨正を中にはさんで坐ったユボギとマッポンィたちは姓名を名乗りあったが、怒りがさめやらず、所在なさそうにお互いを見据えていた。

	
	
	
	56
	* 혼구멍을 낸다
　魂の穴を出す。おどかす。ひどい目にあわせる。こらしめる（＝혼을 낸다）

　臨津江の渡し船の中で両班風をふかす朴先達とマッポンィがトラブルを起こしそうになったので、巨正は面倒が起こる前にと、自分の怪力を見せて相手を黙らせた。

	
	
	
	58
	* 옹이에 마디(설상가상)
　木の節目に節。困難が相次いで起こること。泣きつらにハチ

　渡し舟の中で場所がなくて朴先達の横に行かされた百姓は、両班の横に居るだけでもどぎまぎしているところに、運悪く船が揺れたため手を朴先達の体にかけてしまう。

* 장기튀김을 받는다(*)
　将棋倒しを受ける

　朴先達に怒鳴られて身をよけた百姓が、今度は隣の商人の足を踏んで商人に押しもどされたために、あやうく朴先達は将棋倒しになりそうになった。

	
	
	
	60
	* 허파에 바람이 들었나, 간이 뒤집혔나, 
　肺に風が入ったのか、肝がひっくり返ったのか。理由もなく狂ったように笑う人への言葉

　先に行った朴先達は惠陰嶺でニ人組み盗賊に襲われていた。それを見て気違いのように笑い出したマッポンィの態度に盗賊は呆れ果て、「こいつ、笑い茸でも食いやがったのかな」と言う。　

	
	
	
	61
	* 받은 밥상 차내던진다
　もらったお膳をなげ出す

　マッポンィは朴先達だけでなく自分まで脅そうとする盗賊を馬鹿にして、「せっかくの獲物をほっぽり出すのはやめろ」と言ったので、盗賊は腹を立てる。

* 죽고 싶어 몸살이 난다
　死にたくて身震いする

　「死に急ぐ気か」と盗賊が言うと、マッポンィは次のように言い返す。

* 고려장
　高麗葬（老人を山に捨てる習慣）

　「お前ら、せいぜい長生きしろよ。息子や孫が高麗葬で葬ってくれるだろうさ」

	
	
	
	64
	* 두 볼이 밤 문 것 같이 부어올른다(*)
　両頬が栗をくわえたようにふくれあがる

　盗賊から助けてくれればチョル(お辞儀)をするとマッポンィに約束した朴先達は、しぶしぶ頭を下げるが、心中の不満のために顔は膨れっつらになった。

	
	
	
	65
	* 문턱 드나들 듯

　敷居を出入りするように。気安く出入りするようす

* 엎드러지면 코 닿을 만하다(엎어지면 코 닿을  데)
　転べば鼻がつくほどだ。目と鼻の先だ

　十五歳の時から塩売りをしているマッポンィは安山、始興は気楽に出入りしていたし、果川、広川も頻繁に行き、龍仁、利川にも何度も足を伸ばしたが、陽城を通って安城まで来たのは今回がまだニ度目だった。それに前回安城に来たとはいっても、陽城のあたりを回っただけなので、安城の邑内から目と鼻の先にあるカサリ(朴先達の住んでいる邑)は、大きな村であるにもかかわらず、行ったことがなかった。

	
	
	
	71
	* 삼 일 안 새색시라도 웃을 일(*)
　嫁に来て三日たたない新婦まで笑い出すくらい可笑しいこと

マッポンィは自分が朴先達からチョルを受けた話を貴蓮に聞かせ、その可笑しかったことといったら、嫁に来て三日たたない新婦だって笑い出すくらいだったぜ、と言った。

	
	
	
	72
	* 눈감고 아옹한다
　目をふさぎ「いないいないばあ」をして泣いた子どもをあやす。子供騙し

　その話を聞いたクィリョンは、「私がいくら馬鹿だからって、そんな子供だましは通用しないわよ」と言って信用しない。

	
	
	
	77
	* 혼구멍을 낸다
　こらしめる。ひどい目にあわせる

若い娘が一人でいる家に塩売りが来ていることを知った村の若者たちは、塩売りを懲らしめて追い出そうと、貴蓮の家に向かった。

	
	
	
	81
	* 어린애 매도 많이 맞으면 아프다
　子どもの鞭でもたくさん打たれれば痛い

　村の若者たちをやっつけたマッポンィは大威張りで「お前たちのような小僧を相手にしたくなかったが、子どもの鞭でもたくさん打たれれば痛いから、ちょっと礼儀を教えてやったのさ」と言う。

	
	
	
	82
	* 닭 쫓던 개 울 쳐다보듯이(닭 쫓던 개 지붕 쳐다본다)
　鶏を追っていた犬が垣根を眺めるように。鶏に逃げられて呆然とする様子

　若者たちが去ったあと家の中に戻ると貴蓮はいなくなっていた。庭先にへたり込んだマッポンィは呆然として柴の戸を見つめる。

	
	
	
	85
	* 익은 밥을 설릴 수 없다(익은 밥이 날로 돌아갈 수 없다)
　炊けたご飯を生には戻せない。覆水盆にかえらず

　その家で貴蓮と夜を過ごしたマッポンィが、両親が帰ってきたら大騒ぎだなと心配すると、彼女はけろりとして、「いくら騒いだって、炊けたご飯を生には戻せないじゃないの。できちゃったことは仕方ないわ」と言う。

	
	
	
	89
	* 부아통이 터진다
　肺臓→癪、癇癪が破裂する

　マッポンィの不埒な行為よりも、娘が一人で留守番していることを漏らした妻の口の軽さを責める夫に、貴蓮の母はついに切れてしまう。「あんたは、癇癪が破裂して私が死ぬのを見たいの？」　

* 입이 열 개라도 지껄일 입 없다(입이 열이라도 할말이 없다)
　口が十個でもしゃべる口はない。弁明の余地はない

　貴蓮の父が妻の失敗を責める言葉

	
	
	
	90
	* 눈에 쌍심지를 켠다
　目にニ本の灯心がつく。ひどく怒って両目を血走らせている様子

　娘がマッポンィと寝たことを知った母は彼を部屋に呼びいれたが、その目は血走っていた。　

	
	
	
	92
	* 불패천(*)
　不悖天。天の道に反する

　貴蓮の父はマッポンィに、両親はおまえが入り婿になることを許すかと尋ねる。親でなく自分が決めることだとマッポンィが答えると、父は、それは天にそむくことだと言う。

	
	
	
	94
	* 모르쇠로 잡아뗀다(모르쇠 잡다)
　しらを切る

　夜が明けると、昨日の夕方マッポンィにやっつけられた若者の父親が抗議に押しかけて来た。事情を知らないまま応対した貴蓮の父にむかって、しらを切る気かと非難する。

	
	
	
	95
	* 잘코사니(고소하다)
　ざまを見ろ。いい気味だ

　朴先達がマッポンィにチョルをした話を貴蓮から聞いた母親は、それが本当ならいい気味だけど…と言う。　

	
	
	
	99
	* 구메 혼인(도둑 결혼)
　人に知らせず密かにおこなう結婚

　マッポンィとクィリョンの結婚式はひっそりと行われ、客も見物人もいなかった。　　

	
	
	
	103
	* 개천에서 용 난다
　ドブから竜が出る。はきだめに鶴

　兄の朴先達に婿を紹介に行った貴蓮の父は、マッポンィのことを天下壮士だと見込んで婿にしたと言うが、朴は「ドブから竜が出たと言う話しは聞いたことがない」と馬鹿にする。

* 낯을 깎는다(쪽 팔리다)
　顔をそこなう、傷つける。顔をつぶす

　そのうえ、勝手に常民を婿にして自分の体面を損なったと難癖をつける。

	
	
	
	105
	* 어중이떠중이
　烏合の衆。野次馬

　怒ったマッポンィが朴先達を捕らえると、先達の長男が屋敷の者や村人など有象無象の衆をつれて父を助けに来た。

	
	
	
	108
	* 까마귀고기 먹었나

カラスの肉を食べたのかい（忘れっぽい人をからかって言う言葉）

　義母に頼まれた海苔一束を市で買ってくるのを忘れたマッポンィは、義母にこう言って叱られた。　

* 바가지 찬다
　パガジをぶら下げる。落ちぶれて乞食になる

　｢あんたが来てから穀物の消費が2倍になった。立派な婿のおかげで私たちまで乞食になって物乞いに行くことになりそうだよ｣と、義母はマッポンィに嫌味を言った。

* 소가 세도 왕노릇 못한다
　自分に口答えする婿に向かって義母は「牛がいくら強くたって王様にはなれないのさ」と憎まれ口を叩く。

	
	
	
	109
	* 먹장 갈아 부은 것같다(*)
　墨をすって注いだよう

　マッポンィは、義母と喧嘩したことを咎めるクィリョンの肩を思わず突いた。肩はあっという間にまっ黒に腫れ上がり、このため婿のマッポンィはとうとう追い出されるはめになった。

	
	4. 黄天王童
	
	117
	* 윷진애비(*)
　ユンノリに負けた親父。勝負ごとで負けを認めずしきりに再戦を主張する人のこと

　将棋の腕で名高いタプコゲ村の孫老人は、天王童に負けても再戦を言い張り、夕食前と夕食後に五、六回勝負して、完敗を繰り返したのちに、ようやく負けを認めた。　

	
	
	
	131
	* 까치 뱃바닥같이 흰소리한다(까치 뱃바닥 같다)
　カチの腹のような白い声を出す（흰소리한다には大ぼらを吹くという意味もある）

　酒幕の主人は天王童との賭け将棋に負けて、一行に酒を振舞うはめになった。すると妻は、あんたの腕がいいというのは大ぼらだったのねと、嫌味を言う。

	
	
	
	136
	* 천이 천 소리 하고 만이 만 소리 해도 소용없다(*)
  千人が千のことを言い、万人が万のことを言っても無駄だ。誰がなんといっても聞かない

　鳳山の白吏房は絶世の美女である一人娘の婿を試験で選ぶことにした。合格者が出ないまま娘は適齢期を過ぎたが、神に願をかけているため、誰が何といってもやめなかった。

	
	
	
	138
	* 시르죽은 이
　みすぼらしく、意気消沈して、元気のない様をいう

　婿試験を受けることを躊躇している天王童にむかってユボギが、白頭山から出てきたときは荒馬のように威勢がよかったのに元気がないなあと言ってからかうと、天王童は、自分たち姉弟は山から出て以来だんだんと精気を失って今ではすっかり枯れ果ててしまった。特に姉は見るのも残酷な気がするほどだと述懐する。

	
	
	
	145
	* 중놈이 와보구 업어가도 좋고 도둘놈이 와보구 뺏어가도 좋다(*)
僧が見て背負って行ってもいいし、泥棒が見てさらっていってもいい

　呉哥の妻は白吏房の家を訪ね、夫人に行きずりの湯治客を名乗って娘に会わせてもらった。後でそれを知った白吏房は、誰彼かまわず人に娘を見せるとは何事だ、そこらの坊主や盗賊にさらわれてもいいと思っているのか、と言って叱り、夫婦喧嘩がはじまる。

	
	
	
	146
	* 화가 꼭뒤까지 난다(화가 머리끝까지 난다)
　怒りが頭のてっぺんまで行く。カッとする

　喧嘩の途中で妻の手がふれて吏房の髷が乱れ、カッとした吏房は対面も忘れて妻の髪をつかんだ。

	
	
	
	171
	* 까막눈이
　字の読めない人

　天王童は見事に婿試験に合格した。白吏房が婚礼の日取りを決める虎の巻を取り出して天王童に渡そうとすると、天王童は「自分は字が読めない」と言って受け取らなかった。

	
	
	
	180
	* 깃 달다가 일어서면 옷 임자가 명 짧다(*)
　襟を縫い付けている途中で立つと、着物の主が早死にする

　縫い物を教えようとするとすぐに逃げ出す雲寵を坐らせておくために、エギオンマが考え出した嘘の諺

	
	
	
	185
	* 사위 사랑 장모

　姑の愛は婿へ

　吏房の家の入り婿になった天王童は、「姑の愛は婿へ」という言葉の通り義母から愛され、そのうえ舅の吏房とも相性がよくて仲良く暮らした。

* 열일을 제친다
　一つのことのために十のことを犠牲にする

何を置いてもまず将棋という天王童と、国手名人と言われる白吏房は、よい相手だった。

	
	5. 裵돌석
	1
	189
	* 눈이 빠지도록 기다린다

* 사주 팔자로 생각한다
　四柱八字だと思う。運命、宿命と思う

息子を虎に食われた母が、黄州牧使に仇を討ってくれと訴えると、牧使は「これも運命と思ってあきらめよ」と言う。

	
	
	
	192
	* 죽기밖에 더하겠나
　せいぜいで死ぬだけじゃないか。最悪でも死ぬだけ

　老婆は今度は鳳山郡守に訴えたが聞き入れられないので騒ぎ立てた。郡守が、官庁で騒ぎ立てれば罪になるぞと諭すと、老婆は、罪になってもせいぜいで死ぬだけのことだ、自分は死んだっていいのだと答える。　

	
	
	
	196
	* 찌만 떨어지다(*)
　体面が傷つくだけ

　虎狩りに行く部隊に入れられないよう仮病を使って休めと勧める舅の白吏房に、天王童は、ぴんぴんしている人間の言うことが誰が信じますか。みっともない思いをするだけですよと答えた。

	
	
	
	198
	* 만사에 조심하면 낭패가 없는 법

　万事に注意すれば失敗がないものだ

　虎狩に行くことになった天王童に舅は、虎に出遭ったら1人で行動するな、万事に注意を怠らなければ不覚を取ることはないものだと教え諭す。

	
	
	
	200
	* 그림자도 보지 못한다
　影も見えない

　その日も翌日も、虎は影かたちも見えなかった。

	
	
	
	202
	* (범은) 새끼 둔 골도 두남을 둔다(호랑이도 제 새끼 둔 곳을 아낀다)
　虎は子を置いた村にも情をもつ。恐ろしい虎も自分の子どもを置いた場所は大切にする

　天王童一行は虎の棲む穴を発見して子虎を捕まえ、待ち伏せをして親虎に傷を負わせた。逃げた虎はきっと子のことを心配して遠くへは行くまいと推測し、一行は追跡を始める。

	
	
	
	203
	* 오금이 붙는다
　ひかがみがくっつく。足が動かない

　手負いの虎を追跡中、同僚にお前の足なら追いつくだろうとけしかけられた天王童は、注意せよという舅の言葉を思い出し、洞窟で長時間しゃがんでいたために足が動かないと嘘をついた。

* 십의 팔구(십중팔구)
　十中八九

　鳳郡守は、天王童たちが虎の洞窟で見つけた骨を老婆にあたえ、十中八九お前の息子のものだからよく弔うようにと言った。

	
	
	
	206
	* 귀신 같다
　敬天駅の駅卒が虎に噛み殺された。察房は黄州牧使に虎を退治するよう申し入れたが牧使に鼻であしらわれて腹を立て、自分の手で虎を殺そうと決心する。そして鬼神のような礫投げの腕を持つ食客、裵トルソギに虎退治を依頼する。

	
	
	
	211
	* 밥 빌어다 죽 쑤어먹을 놈
　物乞いした米を粥にして食べるやつ。性格が鈍く行動がのろい愚鈍なやつ。のろま

　礫をあびて逃げ出した虎を追ってきたトルソギが、前方で見張っていたはずの猟師3人が虎の来たことにさえ気づいていなかったことを知って毒づいた言葉。

	
	
	
	212
	* 잿골에 말 박기(잿독에 말뚝 박는다)
　灰甕に杭を打ち込む。弱いものいじめをする

　トルソギに毒づかれた猟師のうち一人は気が強くて、「自分で虎を逃がしておきながら何で人を罵るんだ。弱いものいじめじゃないか」と言い返した。

* 천방지축
　天方地軸。あたふたと慌てふためく様子

　トルソギの投げる石が体のあちこちに当たって、虎はあたふたと跳ねまわった。

	
	
	2
	223
	* 식은 떡 떼어먹듯(식은 죽 먹기)
　冷えた餅をちぎって食べるように。いつもたやすく平気でやることの喩え

　トルソギの父が死ぬと、嫁は義理の姑（トルソギの継母）に不遜な態度をとるようになり、ついには平気でいびるようになった。　

	
	
	
	224
	* 눈을 곱게 뜨지 않는다
　きつい目で見る。険のある目つきをする

　己卯倭乱のさいに礫投げの才能を防禦使に認められたトルソギは前途洋々であったが、それに嫉妬した防禦使の親戚の衛将は、公然と彼に対して険のある視線を向けた。

	
	
	
	225
	* 백이 백소리를 하고 천이 천소리를 해도 귀 한번 기울이지 않는다
　百が百のことを言い、千が千のことを言っても、一度も耳を傾けない。聞く耳を持たない

　南致勤防禦使は、一度言い出したら誰が何と言おうと絶対に耳を傾けない人間であった。

	
	
	
	226
	* 코를 뗀다(코떼어 주머니에 넣는다)
　鼻をもぐ。顔をつぶす

　南致勤は霊岩城撤退の命令に反対した李鳳学に腹を立て、その首を打つよう命ずる。鳳学の弓の才を惜しんで命乞いをした李潤慶は、断られて顔をつぶされた。

* 집도 절도 없다

　家も寺もない。行くあてがない

　倭乱が終わると軍士たちは故郷へ帰ることになったが、トルソギは故郷にも行くあてがなかった。
* 열흘 고운 꽃이 없다(열흘 붉은 꽃 없다)
　十日間美しい花はない

自分の家に来いと言ってくれる人がいて、トルソギは世話になることにした。最初は嫌な顔をしなかった家族も、十日間きれいな花はないという言葉の通りで、だんだんと態度が冷たくなった。

	
	
	
	227
	* 일에는 베돌이 술에는 감돌이 싸움에는 차돌이(*)
　仕事には怠け者、酒にはでしゃばり者、喧嘩にはしっかり者

　村の嫌われ者トルソギのことを、子どもたちはこう歌った。

	
	
	
	228
	* 웬 떡이냐
　どこの餅だ。運がいいぞ

　ある日両班の金都事の家に呼び出され、婢女の夫にならないかと言われたトルソギは、｢こいつはツキが回ってきたぞ｣と思った。

	
	
	
	229
	* 움안에 떡 받는다(움집 안에서 떡 받는다)
　穴倉で餅をもらう。棚からぼた餅

　翌朝トルソギが屋敷に行くと、金都事の行廊に住む男が、婢女が有名な美人だと教え、棚からぼた餅だと言う。

* 꿈을 잘 꾼다
　いい夢を見る。夢見がいい

　それに対してトルソギも「夢見がよかったようだ」と答える。

	
	
	
	233
	* 쥐똥 같다
　ネズミの糞のようだ。役に立たない。話にならない

　初夜に泣く妻を慰めて「ひとのことは放っておいてよ」と言われたトルソギは、「ひとだなんて水臭い。百年偕老の夫婦じゃないか」と言うが、妻は、「主人が与えてよこす男と暮らす奴隷の身の上で何が百年偕老よ、ネズミの糞みたいにつまらないことを言わないで」と答える。

* 치마 앞에 찬바람이 돈다(찬바람이 쌩쌩 돈다)
　チマの前に冷たい風が吹く。ひどく冷たい態度

　その夜、トルソギの妻はずっと冷たい態度を取りつづけ、とりつく島もないという風だった。味気ない初夜を過ごしたトルソギは、妻が自分を気に入ってないことを知った。　

	
	
	
	236
	* 성미를 죽이면 부처님

気性を抑えれば仏さま

　はじめはトルソギのことを無視していた主人も、やがて身の回りの仕事をさせるようになった。だが、毎日が小言の連続だった。「気性を抑えれば仏さま」というが、生きている人間が突然仏さまになることはできず、トルソギは理屈に合わない小言のときは言い返した。
* 재하자는 유구무언(*)
在下者は有口無言。目下の者は口があっても言い返さない

　すると主人から、目下の者は口あって無きが如し、すなわち両班の家では目下のものは口答えしないものだと言われた。

* 개떡 같다
　犬の餅のよう。たいしたことはない。取るに足りない

　しかし、そんな言葉は犬の餅のようなもので、まだましだった。

	
	
	
	237
	* 속에 뼈 있는 말
　中に骨がある言葉。含むところのある言葉

　「今に両班の恐ろしさを教えてやる」などと、意味ありげな言葉を何度も言われた。

* 눈을 곱게 안 뜬다
　きつい目で見る。睨む

　先代からいる同次知はトルソギと気があわなかったが、トルソギがひと睨みすると震え上がるような弱虫だったので、仲は悪いが喧嘩までにはいたらなかった。

	
	
	
	240
	* 바지저고리만 다닌다
　パジチョゴリだけ歩き回る。中身がない（目が節穴）。木偶の坊

　妻の不貞を問いただしたトルソギは、否定する妻に｢俺の目が節穴だと思っているのか｣と言う。

	
	
	
	244
	* 독 안에 든 쥐
　甕の中に入れたネズミ(袋の中のネズミ)

　わざと外泊するふりをして、トルソギは家に戻った。不倫のニ人は袋のネズミだった。

	
	
	
	246
	* 감주 먹은 괴상(*)
　甘酒を飲んだことがばれた猫の顔。気まずく怯えた表情

　同衾していたニ人を縛って明かりをつけると、ニ人は気まずく怯えた様子で顔も上げられなかった。

* 쥐구멍을 찾는다
　ネズミの穴を探す。穴があったら入りたい

　女はむしろ図々しく見え、男のほうが穴があったら入りたいという風だった。

	
	
	
	248
	* 어둔 밤에 홍두깨(아닌 밤에 홍두깨)
* 까막눈

	
	
	
	249
	* 잡아먹어도 시원치 못하다
　食い殺しても飽き足らない

　自分が字を読めないのをいいことに偽の覚書で騙そうとした主人を、トルソギは食い殺しても飽き足らない奴だとと思った。

	
	
	
	251
	* 삼씨오쟁이를 짊어진다＝오쟁이를 지다
　自分の妻がほかの男と姦通する

　妻と主人の顔に刺青を施して逃亡しようとしたトルソギは、厠に行くため起き出した女主人に挨拶をした。警戒して厠から出てこようとしない彼女にむかって「私の妻の姦通を訴えられる相手は奥様しかおりません」と語りかけて誘い出す。

	
	
	
	252
	* 오금을 박는다

* 오금 박힌다

	
	
	3
	256
	* 간이 뒤집혔나 허파에 바람이 들었나
　肝がひっくり返ったのか、肺に風が入ったのか。理由もなく大笑いする人への言葉

　天王童の新妻玉蓮はトルソギと飲み明かして寝坊した夫を見ながら、むかし酒で寝坊した夫を朝起こそうとしてぶたれたという母の言葉を思い出して笑った。それを見て天王童は、「いったい何がそんなに可笑しいのかい」と言う。

	
	
	
	259
	* 아닌보살한다(모르는 체 한다)

	
	
	
	271
	* 자반 뒤집기
　（病による苦痛で）のた打ち回ること。(喧嘩で)取っ組み合ったまま転がる

　トルソギの妻の不倫相手である金の妻が来て、トルソギの妻の行方を知らないと答えた老婆と喧嘩をはじめた。髪をつかんで土の上で取っ組み合い、引っ掻きあい、大騒ぎだった。

	
	
	
	276
	* 발그림자를 안한다(발걸음을 끊는다)
　足の影を作らない。足を一歩も踏み入れない

　トルソギの妻と不倫をしていた金は自分の妻に問い詰められて、これからはトルソギの家に一歩も足を踏み入れないと約束した。

* 입살의 침이 마르기도 전에(호적에 잉크도 안 마른 것이)
　口のつばが乾く前に。舌の根も乾かぬうちに

　その舌の根も乾かぬうちに、金の妻は夫がトルソギの家の前をうろついているという話を人から聞かされたのだった。

	
	
	
	278
	* 오쟁이지운다( 오쟁이 진다)
　妻が浮気をして夫を裏切る。오쟁이진다は妻に浮気をされること。오쟁이は小さい藁の俵のことだが、ここでは人の名前。
　戻ってきた妻が義母に「オジェンィの家で餅を搗いてきました」と言ったのを聞いて、トルソギは、「なるほど、一人に対してはオジェンィを負わせ（裏切り）、もう一人とは餅みたいにくっついて回ったのか」と他人事みたいに冷笑した。

* 귀밑머리 풀어준다
　三つ編み髪をほどく。少女が結婚するとき三つ編みをほどいて髷を結い簪をさすことから、初婚のこと

　義母に不倫のことを叱られたトルソギの妻は、どうせ初婚の夫じゃないわと答える。

	
	
	
	281
	* 코방귀를 뀐다

	
	
	
	286
	* 긁어부스럼 만든다
　引っ掻いて腫れ物を作る。ことを荒立てる

　義母はトルソギの妻に、事を荒立てると後が面倒だから穏便に済ませるよう忠告した。　

	
	
	
	287
	* 자랑 끝에 불이 붙는다
　自慢の末に火がつく。あまり自慢をすると、そのあと問題が起こる

　トルソギは自分の妻の不倫相手である金の妻を強姦した。妻を探しに来た金に向かってトルソギの妻は、あんたが自分の奥さんのことを自慢し過ぎるから大変なことになったよ、と告げる。

	
	
	
	288
	* 사시나무 떨듯

* 하룻강아지 범 무서운 줄 모른다
　生まれて1日目の子犬は虎が怖いことを知らない

　妻がトルソギに強姦されたことを知った金は、仲間と一緒に現場を襲った。おまえたちの腕では俺に勝てないぞという警告にもかかわらず引き返そうとしない金達に向かって、トルソギはこの言葉を投げつける。

	
	6. 李鳳學
	1
	302
	* 규각이 니지 않는다(규각이 난다/ 나지않는다)
　角を立てない

　全羅監司となった李潤慶の裨将として全州に来た李鳳学は、李潤慶に気に入られたため同僚から妬まれたが、生来のさっぱりした性格のおかげで何とか角を立てずに過ごしていた。

	
	
	
	303
	* 눈이 빠지게 나무란다
　目が落ちるほど長時間責めたてる。嫌になるほど責める

　昔、ある裨将が秋月という夜伽妓生の身持ちを疑って嫌になるほど責めたてたので、憤慨した秋月は首を吊って死に、鬼神となってその裨将にとりついた。その部屋にはその後も鬼神が出るので、40年間廃房になっていた。

	
	
	
	307
	* 오금을 끊어놓는다(*)
　ひかがみを切る。お仕置きをする

　李鳳学をねたんでこの部屋を彼に回した礼房裨将は、このことを李鳳学に告げ口した使用人に腹を立て、「仕置きをしてやる」といきまいた。

	
	
	
	312
	* 뼛속에 박힌다(뼈속에 사무친다)
　骨の中に打ち込まれる。骨身にしみる

李鳳学のためを思って監司が話す言葉は、李鳳学の耳に焼き付くというより骨身に沁みた。李鳳学はありがたさに涙ぐんだ。

	
	
	
	314
	* 까마귀가 오디를 싫다기가 쉽지 사내자식이 누가 기생을 싫다겠나(까마귀가 오디를 마다한다)
　カラスは桑の実を嫌いだというだろうが、男子たるもの、誰が妓生を嫌いだと言うものか

　だがいくら妓生が良いといっても幽霊妓生に夜伽をさせようというのはおまえだけだと、礼房裨将は鳳学に言った。

	
	
	
	322
	* 쥐 밑구녁 같다(쥐 꼬리만 하다/쥐 불알만 하다)
　ネズミの尻の穴のよう。つまらない

泥酔した李鳳学が1人きりで部屋にいるとどこからか妓生が現れ、「私が秋月よ。怖くないこと」と尋ねた。李鳳学は「つまらないことを言うな」と言う。

	
	
	
	326
	* 둘이 붙어살면 아귀 틈에서라도 웃고 살고 둘이 붙어가면 칼산 위에라도 겁내지 않고 간다(*)
　ニ人いっしょなら餓鬼の中でも笑って暮らし、ニ人いっしょなら剣の山の上でも恐れずに行く

　李鳳学と桂香はこれほど仲むつまじかったので、鬼神部屋のように静かな場所はむしろニ人に都合がよかった。

	
	
	
	329
	* 식자가 쇠눈깔(까막눈)
　識字が牛の目玉。何も知らない。無学なことの喩え

　桂香が以前つきあっていた使用人が鳳学の留守に訪ねてきた。漢字語をふりまわすその男に向って桂香は嫌味としてこの言葉を口にする。

* 묵사발
　ムックを入れる鉢。ごちゃごちゃになることの喩え

　今の監司の任期が終われば李裨将も全州を離れるぞという使用人に、桂香は「人の心配で頭が抜けるわよ」と嫌味を言う。使用人は「俺の頭がムックの鉢になっても心配ご無用」と言い返す。

	
	
	
	330
	* 거멀못이 된다(*)
　かすがいになる

　李鳳学には娘が一人いて妻との間のかすがいになっていたが、その娘も死んだため、妻との間は冷え切ってしまった。

	
	
	
	331
	* 얼굴에 똥칠한다
　顔に糞を塗る

　桂香と昔関係のあった使用人が部屋に押しかけてきたのを目撃した李鳳学は、「お前がどこで何をしようが勝手だが、部屋に連れ込むのは私の顔に泥を塗ることだ」と言って叱った。

	
	
	2
	333
	* 어깻바람이 나게 다닌다(어깨 춤을 춘다)
　肩で風を切って歩き回る

　李潤慶が昇任したことで得意になった兵房裨将は、自分が昇進したかのように意気揚々と肩で風を切って歩いた。

	
	
	
	336
	* 물고 뽑은 듯하다(*)
　噛んで選んだようだ。厳選、選り抜きの意

　長興の得良島近くに倭船が現れたという報を受けて李鳳学は長興に向かった。城を守っていた海南府使邊協は、兵力の足りないことを心配していたところに、精鋭百名を率いた弓の名手鳳学が現れたので、非常に喜んだ。

	
	
	
	341
	* 비오기 전에 집 이어서 낭패될 거 있나(비 오기전에 우비를 갖추어라)
雨の降る前に屋根を葺いて困ることはない

加里浦で倭兵を追い返した夜、夜襲を予想した李鳳学は備えを怠らなかった。夜が更けても敵が現れないので、無駄足を踏んだようですなという僉使に、李鳳学は「雨の降る前に屋根を葺いて困ることはありませんぞ」と答える。

	
	
	
	347
	* 순천 가서 욕하는 것을 배운다(*)
  順天に行って悪口を言うことを覚える

* 순천・영광이 욕의 본향이다(*)
　順天・霊光は悪口の本場

	
	
	
	348
	* 기생의 정이란 장마 때 물같이 갈래 없이 흐르는 것(*)
　妓生の情とは長雨の雨水のように筋もなく流れるもの

　李鳳学が出征している間に赴任した全州府尹は桂香に夜伽を命じ、拒否した桂香を鞭打たせた。帰ってきた鳳学が「妓生に守節はあわない」と心にもないことを言うと、桂香は「妓生に情がないというのですか」と怒る。それに対して鳳学がまた心にもないこの言葉を口にする。これを聞いて桂香はあんまりだと泣き出したが、すぐに2人は和解する。

	
	
	
	350
	* 도끼눈을 뜬다
　斧の目をする。恐ろしい目で睨みつける

　李鳳学が出動しているとき桂香に夜伽をさせようとして拒否された府尹は、加里浦の戦勝祝いの席で桂香を自分の席に呼び、恐ろしい目で睨み据えた。

	
	
	
	352
	* 다리뼈를 퉁겨놓는다(다리를 분질어 놓는다)
　足の骨をはずす

　府尹の命令で桂香を連行しようとした使令から桂香を奪い返した李鳳学は彼らに「足の骨を折られたいのか、早く帰れ」と言って追い返す。

	
	
	
	353
	* 잡아 잡숩시오 한다(날 잡아 잡수 한다)
　お心のまま、殺して下さい、煮るなり焼くなり勝手になさいという

　桂香を捕らえられずに手ぶら府尹の元に戻った使令のあきらめきった態度。戻った使令はニ人とも鞭打ち十回あまりを受け、三日以内に桂香を捕らえてくるよう命じられた。

	
	
	
	354
	* 맷복이 터진다
　鞭福がはじける。鞭をたっぷり食らう福が来る

　桂香を捕らえられない使令たちは三日ごとに鞭打たれる。また三日の期限を与えられて出てきたニ人は、桂香のせいで鞭福がはじけたとこぼす。

* 열흘 굶고 생각해도 좋은 수가 나올 것 같지 않다(*)
　十日食べずに考えてもよい考えが浮かびそうにない

　ニ人は桂香を監営からおびき出す方法はないか頭をひねる。一人は良案が浮かびそうにないと弱音を吐いたが、もう一人が火事を起こすという方法を考え出す。

	
	
	
	365
	* 서슬 퍼렇다
　刃先が青光りして鋭い。勢いが激しい

　李鳳学への仕返しをしてくれない李潤慶に恨みを抱いた府尹は、後ろ盾である尹元衡に訴えた。だが、潤慶はふだんから信望の厚い人物だったので、勢力家である尹元衡も彼に対して強く出ることはできなかった。

	
	
	
	371
	* 어린아이 젖 떨어지는 것 같다(어린애 젖 조르듯)
　幼子が乳を離れるよう

　李鳳学は済州島に旌義県監として赴任することになり、一方、李潤慶は京畿監司の任命を受けて、全州を離れることになる。鳳学にとって、李潤慶のもとを去ることは、幼子が乳を離れるような思いであった。

	
	
	3
	373
	* 입에 풀칠을 한다
　口を糊する。食べる

　済州島は豊かな島だが、守令や都知管たちの激しい収奪のため、島民は家族を食べさせるのがやっという状態であった。

	
	
	
	374
	* 모기가 입을 봉한다(*)
　蚊が口を封ずる

　済州島では処暑（ニ十四節気の一つ。陽暦で八月ニ十三日前後）には蚊が口を封ずるという。蚊が跳びこんでくるので口を開けられないからだ。

	
	
	
	379
	* 잔뼈가 굵어진다
　子どもの骨が太くなる。人がある環境のもとで成長する

　ずっと母方の祖母のもとで育った李鳳学は、祖母の墓参りをしないことが気にかかっていた。

	
	
	
	386
	* 가리산 지리산
　カリ山、智異山。話の前後がはっきりせず、가리다（前後の見境がつく）できない。갈팡질팡（まごまごして、うろつく）と同義語で、音も似ている
　済州島の李鳳学をたずねた林巨正は、仲間たちのさまざまな経験を話した。話しべたのために話の前後がすぐにもつれたが、鳳学は筋に見当をつけて、ときおり質問しながら面白く話を聞いた。

	
	
	
	391
	* 하루를 일 년같이 보낸다
　一日を一年のようにして過ごす。一日千秋の思いで過ごす

　新婚の妻と離れて済州島に来ている黄天王童の思い。

	
	
	
	392
	* 권커니잣거니
　済州道に来た巨正は鳳学とニ人でさしつさされつ飲み明かした。

	
	
	
	398
	* 사람이 살려니까 별꼴을 다 본다
　生きていようとすると酷い目にあう（ひどい目に遭ったときこぼす言葉）

金虎門を通るのを特権だと思っていた尹元衡宅の下女は今日に限って見張り番の李鳳学に引き止められた上にお前のような者は宣仁門を通れと言われ、腹を立てこうつぶやいた。

	
	
	
	403
	* 끈 떨어진 두룽박
　紐の切れた空っぽのパガジ。よりどころを失った喩え

　昌徳宮の金虎門を守っていた李鳳学は、鄭蘭貞のお気に入りの侍女を通さなかったために官職を失うはめになった。鳳学は李潤慶の家に日参したが、彼の冷たい言葉に絶望する。そして今はもう寄る辺べがなくなった、ソウルにいても仕方がないから田舎に行こうと考える。

	
	
	
	404
	* 오뉴월 화롯불도 쪼이다 물러나면 섭섭하다(오뉴월 하루만 더 쬐도 낫다)
　五、六月の火炉もかたづけてしまえば名残惜しい。よけいなものでもなくなれば寂しい。
　田舎に引きこもろうと思った鳳学だが、この諺を思い浮かべて心乱れる。

	
	
	
	405
	* 원수는 외나무다리에서 만난다
　仇は一本橋で出会う。仇とはどうしても出会ってしまう

　鳳学は李潤慶の助けで軍器寺直長の職位を得た。しかし「仇は一本橋で出会う」という諺の通りで、偶然にも上司が鄭蘭貞の侍女の親戚だったため、何かと意地悪をされることになった。

	義兄弟篇 3
	7. 徐霖
	1
	6
	* 두길보기(*)
　二股かける。両天秤をかける。洞ヶ峠。ひよりみ

　明宗は叔父尹元衡をけん制するために李樑を重用した。このニ人は何かと対立し、支持者も分かれたが、中には両方に色目を使う金明胤のような人間もいた。

	
	
	
	11
	* 사자 어금니(사지 어금니)
　獅子の奥歯。大事な仕事をするときになくてはならない人物。片腕。懐刀

　平安監司として赴任した金明胤に取り入った徐霖は、なくてはならない片腕となり、半年の間にどんどん出世した。

	
	
	
	12
	* 불 땐 굴뚝에서는 연기가 난다(아니 땐 굴뚝에 연기 나랴)
　火の入った煙突から煙が出る

　徐霖は監司の寵愛する妓生玉芙蓉とわりない仲になる。だがこの諺の通り、二人の仲はしだいに人々の口の端に上るようになった。

	
	
	
	14
	* 언감생심
　焉敢生心（どうしてそのような心を敢えて持ちえようか）。

　徐霖は進上物から川獺の皮をちょろまかして妓生桃花に与えた。それを玉芙蓉に告げ口されて監司に問い詰められた彼は、「どうして私めがそのようなことを敢えていたしましょうか」と平然と答える。

	
	
	
	15
	* 서방님 낯 보아가며 아기씨 대접을 달리 한다(*)
　旦那の顔色を見ながら奥さんへの態度を違える。（旦那に愛されているようなら優遇し、妻の座が危なそうなら冷遇する）

　この諺の通りで、この事件のせいで上司である金明胤の信用を失った徐霖に対して、周りの者はそれまでのちやほやする態度を一変させた。

	
	
	
	37
	* 사내자식이 길 나설 때 갓모 하나, 거짓말 하나는 가지고 나서야 한다(*)
　男たるもの、外に出るときには갓모（冠の上にかぶる、油紙で作った雨具）一つ、嘘の一つは持って出なけりゃならん

　（だから）「一時ついてしまった嘘を、それほど憎むことはないじゃぁないか」。徐霖が巨正の親戚だと名乗ったことに腹を立てて彼の入党に反対するオジュを、呉哥はこう言って説得した。

* 안성맞춤
　ぴったりなこと

　青石洞には謀士が欠けている。徐霖はぴったりの人材だと、呉哥はオジュを説得する。

	
	
	2
	46
	* 쏜살같이

* 하룻강아지 범 무서운 줄 모른다
　うまれて1日の子犬は虎の恐ろしさを知らない

　金明胤の都への進上品を運ぶ一行は2日目に鳳山に泊まった。その宿で進上品を盗もうとした泥棒男が警備の金良達に捕まった。暴れる男の腕を、金良達はこう言いながら締め上げる。

	
	
	
	48
	* 얼굴에 침을 뱉는다
　顔に唾を吐く。馬鹿にする

　進上品護送の道中で禁じられた酒を飲んだことを礼房裨将から責められた金良達は禁酒を誓い、もし自分がソウルに着く前に再び酒を飲んだら自分の顔に唾を吐いてくれと言う。

	
	
	
	49
	* 오늘 죽어서 어제 장사 지낸다(*)
　今日死んで昨日葬式をおこなう。おかしな話

　挨拶に行った鳳山の郡守が病中だったので代わりに吏房の家に行った礼房裨将は、「裵」と「白」とを間違えて白元吏房(天王童の舅)の家を訪れてしまった。そして、主人は先月から吏房をやめているという下男の言葉に、「なんだと！今日死んで昨日葬式をしたような話ではないか」と驚く。

* 떡먹듯이 한다(떡 떼어 먹듯이 한다)

　はっきりと言い切る。明言する
* 귓구멍이 덜 뚫렸다

　耳の穴が開いていない。よく聞いていない

　ようやく間違いに気づいた礼房裨将は、白吏房の家の下男に向かって、「はっきりと裵吏房の家はここかと尋ねたのに、お前の耳はどこについているのじゃ」と文句を言う。

	
	
	
	50
	* 귓구멍인가 창구멍인가(귓구멍에 마늘쪽 박았나)
  耳の穴か、障子の穴か

　そして「お前の耳の穴が、耳の穴だろうが障子の穴だろうが構わん。新任の裵吏房の家はどこか」と、あらためて尋ねた。


	
	
	
	54
	* 천귀잠잠＝만귀잠잠(*)
　千鬼潜潜。深夜すべてが眠っているように静かな様子。草木も眠る丑三つ時

　進上物を運ぶ一行は3日目に金校に泊まる。寝静まった夜中に人の声がするので金良達が行ってみると、なんと、将校たちと同行の旅人との酒盛りが始まっていた。

	
	
	
	60
	* 검다 쓰다 말이 없다(달다 쓰다 말이 없다)

	
	
	
	63
	* 불행 중 다행
　不幸中の多幸

　金良達がクッ見物に行った部下を呼び戻しがてら見物をしている間に、宿では礼房裨将が盗賊に拉致されていた。進上品が盗まれていないのを見て金は不幸中の幸いだと思う。

	
	
	
	65
	* 숨이 턱에 닿게
　息が顎につくほど。息せき切って

　金良達は先頭に立って盗賊に追いつき、将校と旅人たちは息を切らしながら、その後を追った。

	
	
	
	66
	* 보리밥 한 솥 짓기(*)
　麦飯を一釜炊く

　救出した礼房裨将は早く歩けないので、金校まで戻るのにかなりの（＝麦飯を一釜充分炊けるほどの）時間がかかった。

	
	
	
	68
	* 밥병신(밥버러지/식충)

  飯を食うしか能のない人間。阿呆

　礼房裨将救出の間に進上品が奪われたことを知った金良達は怒り狂い、将校たちに「お前らは、飯を食うしか能のない阿呆か。なぜ察訪に話して駅卒たちを動員し、一緒に追跡しなかったのか」と怒鳴る。

	
	
	
	69
	* 비랭이 자루 찢는다＝비렁뱅이가 자루 찢는다(거지 쪽박 깨다)
　乞食が袋を引き裂く。一つしかない家財道具である袋を、乞食が自分の手で破ってしまう。貧すれば鈍する

　金良達は自分の非をあげつらう礼房裨将に向かってこの言葉を投げつけたが、裨将がなおも責任を自分になすりつけようとするので、憤激して裨将を蹴りとばすと環刀で自分の喉首を突いた。

	
	
	
	72
	* 혼을 빼놓는다
　魂を抜き出す。激しく驚かす

　進上品を奪われて平壌に戻った礼房裨将らに激怒した金明胤は、全員打ち首にせよと命じて人々の肝をつぶさせ、そのあとで減刑した。　

	
	
	
	74
	* 애매한 두꺼비 돌에 치인다
　無実のヒキガエルが石につまずく。わけもなく罪に問われたり、人に恨まれたりする

　進上品を奪った青石洞一派が雲達山の盗賊を名乗ったために、官軍が雲達山に押し寄せた。首領の朴連中はすばやく身を隠したが、諺でいう無実のヒキガエルのように、20年来の仕事場を一朝にして失った。

	
	
	
	76
	* 개발에 주석 편자(개발에 편자)
　犬の足に錫の蹄。猫に小判。豚に真珠

　進上品を山分けしたとき呉哥の分け前になった大粒真珠をオジュが欲しがった。何にするのかと尋ねると小間使いの子にやると答える。呆れたトルソギは「豚に真珠だなあ」と言う。　

	
	8. 結義
	1
	82
	* 마구 난 창구녕(마구 뚫는 창구멍)
　やたらにあいた(窓や障子の)破れ穴。むやみに何でもしゃべる人の口をさす言葉

　李鳳学からの手紙を話題に、林家では家族の会話がもりあがる。父母に対して平気で軽口をたたく白孫に、叔母のエギオンマは「お前の口は破れ障子の穴のようだ」と叱る。

	
	
	
	85
	* 주리 참듯
　チュリ（両脚をしばりその間に棒を差し込んで捩じる拷問刑罰）に耐えるように

　流配地の済州島から戻ってきた天王童はすぐにも新妻のいる黄州に発とうとするが、姉の雲寵は久しぶりに会えた弟を放そうとしない。エギオンマも天王童に「チュリに耐えるつもりで一日かニ日は我慢しなさい」と言う。

	
	
	
	86
	* 차치고 포친다
　車を打って包を打つ。（｢車｣は他の駒がなければ｢包｣があっても飛び越えて、縦横に進める将棋の駒）好き勝手に飛び回る

　「エギオンマが大きな顔をしているのを見ているのも嫌だから、俺は明日発とうと思う」と天王童は嫌味を言う。

	
	
	
	87
	* 우물에 가서 숙랭（숭늉）을 찾는다
　井戸に行ってスンニュン(釜のおこげ湯)をとってくる。せっかちで気の早い人を笑う言葉

* 청처짐하게 잡고 있다(청처짐하다)

  だらりと垂れる。気を長く持つ

　着物が仕立てあがるまで待つことに同意した天王童だが、着物を縫う前にまず布をさらすという話を聞いて心焦る。それを見てとったエギオンマは「本当にせっかちな人だねぇ。今日は煮てゆすいで乾かして、明日は砧打ちをして、明後日にでも着物を縫うことになるかしら。まだまだだから、気長にゆっくりしてなさい」と言ってからかった。

	
	
	
	89
	* 이웃사촌
　隣は従兄弟。隣同士は従兄弟のようなもの

　林巨正の隣家に引っ越してきた崔の妻は、巨正の家の生活が豊かなのを見て、「隣は従兄弟って言うじゃありませんか。従兄弟みたいに仲良く暮らしましょうよ」と言ってきた。　

	
	
	
	90
	* 깎은 서방님
　すらりとして端正な青年

　崔の妻は八朔童に、「あんたのところのお客さん、新しい衣装を着たところを見たら、顔立ちのいい若者だねぇ」と言った。

* 입성이 날개(옷이 날개)
　衣装が翼

　「新しい着物を着たら顔が変わるの」と聞く八朔童に、崔の妻は「馬子にも衣装っていうからね」と答えた。

	
	
	
	92
	* 개새끼처럼 끌고 간다
　犬の子みたいに引いて行く

　巨正の留守のあいだに、崔の密告で役人が巨正の家を襲った。重病のトルだけは捕縛しないでというエギオンマの哀願も無視して、役人はトルを犬の子のように引きずって行った。

	
	
	
	93
	* 발이 너르다(발이 넓다)
足が広い。付き合いが多く、交際範囲がひろい

　エギオンマを取り調べた楊州郡守は、巨正に両班の知り合いが多いことを聞いて、「白丁の息子にしては顔がいやに広いな」と言った。

	
	
	
	94
	* 화가 꼭뒤까지 난다(화가 머리끝까지 난다)
怒りが頭のてっぺんまで来る。怒り心頭に発す

エギオンマの受け答えが明快だったので、雲寵の罵詈雑言のために激昂していた郡守の怒りもかなり鎮まった。

	
	
	
	98
	* 풀을 맺어 은혜를 갚는다(결초보은)
　草を結んで恩を返す。受けた恩を絶対に忘れないで恩返しをする

　取調べが終わるとエギオンマは郡守に、重病人の老父をエギを付き添わせて家に帰してほしい、そうしてくれたら自分たち姉弟は死んでもその恩は忘れないと嘆願して、聞きとどけられる。

	
	
	
	99
	* 알던 정, 보던 정 없이(*)
　知った情、見た情なく。がらりと態度を変える様子

　エギは、竹山寺から戻ってきたプルチュルに、トルが死んだので隣家の崔夫婦のところに行ったこと、彼らが手のひらを返したような態度で自分に罵声を浴びせて追い出したことを語った。

	
	
	
	101
	* 두꺼비라 돌에 치었다
　ヒキガエルだから石につまずいた。애매한 두꺼비 돌에 치인다(無実のヒキガエルが石につまずく)のもじり

　鳳山からの帰りに青石洞によった巨正のために酒宴が開かれ、席上、朴連中のことが話題に上った。呉哥が朴は虎だと言うと、徐霖はヒキガエルだ、だから進上物強奪の罪を着せられたのだと茶化す。

* 물 부어 샐 틈이 없다(물 샐 틈 없다)
　水を注いで漏れる隙がない

　「他の人が作る計略は細かいところに漏れが多いが、徐掌士の計には水の漏れる隙もない。いまや徐掌士はわれわれの宝だ」と呉哥は徐霖を褒め称えた。

	
	
	
	103
	* 섶 지고 불에 뛰어든다
　枯れ草を背負って火に飛び込む。自ら危険を招く行為

　巨正の家族が逮捕された報をもって天王童がやってきた。すぐに楊州に行くのは飛んで火にいる夏の虫だから、状況をさぐり準備をしたうえで行ったほうがよいと、徐霖は勧める。

	
	
	2
	106
	* 눈에 불이 흐른다(눈에 불이 난다)
　目に火が流れる

　家に戻った巨正が父の遺体の前で髪を解いた(喪に服する格好)とき、役所から巨正逮捕の役人がやってきた。あさって出頭するという巨正の言葉を聞き入れない役人に向かって、お前たちが百人来たところで捕まる自分ではないと答える巨正の目はらんらんと燃えていた。

	
	
	
	110
	* 코아래 진상
　鼻の下の進上。袖の下。つけとどけ

　巨正は家族に会いに牢屋に行った。罪人に会うためには牢番に袖の下を出すことが通例だった。

	
	
	
	113
	* 부처님의 중간토막(부처님 가운데 토막)
　仏さまの一部

　甘言を弄して牢番を誘い出した天王童は、今晩時間があったら一緒に飲もうと言い出した。牢番は袖の下を期待していたのだから、こんな言葉にはたとえ仏さまであっても怒らないはずがなかった。

	
	
	
	114
	* 경을 친다

	
	
	
	140
	* 되박 엎어놓은 것같이 배가 불쑥 솟으면 딸이고 허리까지 둥글게 배가 부르면 아들이다

　パガジ枡をひっくり返したような腹が前に突き出れば娘だし、腹が腰まで丸く膨れれば息子だ

　李鳳学は桂香の腹を触りながら、「突き出てないから息子のようだな」と言う。

* 남의 달을 잡는다(*)
　産み月の翌月に出産する

　桂香は臨月だがなかなか出産の兆しがなく、翌月に持ち越しそうな気配である。巨正を逃亡させるために臨津江の渡し船を出したことが発覚して窮地に陥っている李鳳学は、動きがとれずにやきもきする。

	
	
	
	146
	* 깎은 선비
　すらりとして端正な青年
　栄転して都に向かう金明胤一行が臨津江を渡る際、臨津別将李鳳学は不手際を責められた。不快な思いで鳳学が部屋に寝転んでいると、衣冠を整えた端正なソンビが突然入ってきた。天王童だった。

	
	
	
	155
	* 구상전 만난 종의 자식같이
　昔の上典(主人)に会った従（奴婢）の息子のように。驚きと恐怖に打ち震える様子

　自首するためにソウルに向かっていた李鳳学は、途中で出会った禁府都事の一行に逮捕され、縄を打たれて徒歩でソウルに連行された。最初はあまりのことに驚き震えていた桂香だが、少し落ち着きを取り戻すと今度は涙が止まらなかった。

	
	
	
	163
	* 죽은 정승이 산 강아지만 못하다(죽은 석숭보다 산 돼지가 낫다)
死んだ政丞(大臣)より生きた子犬がましだ。名誉を守って殺されるよりは不名誉に生きるほうがよい

　青石洞の盗賊が禁府都事の一行を襲って李鳳学を救出した。本当は都で裁きを受けて復権することを望んでいた鳳学だが、こうなっては都に戻ることは死を意味する。桂香は青石洞に行くことを勧め、鳳学もこの言葉を口にしてわびしく笑い、ついに盗賊になることを決意する。

	
	
	3
	172
	* 속에 대감이 몇 개 들어앉았다(속에 영감이 들어얹았다)
* 中に大監が何個も入っている。知恵がついている

　トルソギが夜伽をせまったオクソギの娘は、むかし両班の家に奉公した経験もあり、今では成長してすっかり知恵のついた娘だった。

	
	
	
	178
	* 코가 삐뚤어지게 잔다(늘어지게 잔다)
　鼻がひん曲がるほど長く眠る

　オクソギの娘と夜を過ごしたトルソギは家に戻ると爆睡し、集会所に遅刻していった。

	
	
	
	180
	* 명 짧은 놈 턱 떨어진다(*)
寿命の短いやつは(待ちくたびれて)顎が落ちる

　トルソギに何かあったことを察したマッポンィは話せと迫り、そのうちに話すと言って逃げようとするトルソギに、「そのうちにだなんて言ってたら、聞く前に寿命が来てしまうぜ」と言う。

	
	
	
	182
	* 개떡같이 주무른다
　餅のように捏ねる。簡単にあやつる

　オクソギの娘がトルソギに結婚の約束をさせた話を聞いた呉哥は、「利口な子だと思っていたが、トルソギのような勇者を赤子の手をひねるように簡単にあやつるとは」と言って驚いた。　

	
	
	
	184
	* 코방귀를 뀐다
　鼻を鳴らす

　兄貴分のトルソギ（三十七歳）とオクソギの娘（十八、九歳）が結婚したら、オジュ（ニ十七歳）はずっと年下の女性を「姐さん」と呼ばなくてはならなくなる。呉哥がそれを指摘すると、オジュは鼻を鳴らして「そんなガキ娘を姐さん扱いできるか」と答えた。

	
	
	
	186
	* 결자해지
　結者解之。結んだものが解くべきだ。自分の過ちは自分で解決すべきだ

　呼ばれてきたオクソギの娘に巨正が婚約のしるしの紐を解けと迫ると、娘は震えながらも解くならトルソギが解くべきだと答えた。呉哥は「結者解之というから結んだトルソギが解くべきだ。娘の言うことが正しい。もう叱るな」と巨正に頼む。

	
	
	
	188
	* 진국은 나 먹고 훗국은 너 먹어라(*)
　水で割ってない濃いスープは俺が飲む、水で割った薄いスープはおまえが飲め。いいところだけ取ろうという欲張りな行為を当てこする言葉

　トルソギは、結婚をうらやましがるマッポンィに、娘はおまえに回すと言う。それに対してマッポンィは「それじゃ、いいとこ取りじゃないか。濃いスープも薄いスープもおまえが飲めよ」と言い返す。

	
	
	
	189
	* 늘어지기는 오뉴월 쇠불알(오뉴월 쇠불알 늘어지듯)
　だらりと伸びた（「時間が延びる」と掛け言葉）様子が五、六月の金玉のごとくである

　結婚をうらやましがるマッポンィに、安城にいる妻を連れてこいとトルソギが勧めると、「まぁ、おいおいに」という返事。「だらだらしやがって。まるで五、六月の金玉だな」とトルソギは嫌味を言う。

	
	
	
	192
	* 죽어도 한이 없다
　死んでも恨がない。それがかなえば死んでもいい。かなわなければ死んでも死に切れない

　兄のサムボンィがマッポンィに妻の消息を伝えた。あの意地悪な義母は風邪で急死した。今ではマッポンィの妻は夫を恋しがって会えたら死んでもいいとさえ言っているという。

	
	
	
	197
	* 검은 머리가 파뿌리 되도록
　黒い髪が葱の根のように白くなるまで

（新婦から）扇をとってクンジョルをさせ、新郎が立ったままそれを受けて答礼をしたあと、新郎と新婦を向かい合って座らせ、青・紅糸の垂れた交拝の杯をわたすことには、黒髪がともに白髪になるまで百年偕老し、九人の息子と一人娘を産めという、めでたい意味があった。

	
	
	
	202
	* 백이 백소리하고 천이 천소리해도 소용없다
　百人が百のことを言い、千人が千のことを言っても無駄だ

　妻と義父を迎えに行きたいというマッポンィの願いは、今は危険だという周囲の意見で否決された。マッポンィは「男子たるもの一度こうと決めたら誰が何と言おうと関係ない」と言い張る。

	
	
	
	203
	* 검다 쓰다 말을 아니한다(달다  쓰다 말을 아니 한다)
　うんともすんとも言わない

　だが、巨正の「みんなで決めたことには従え」という一言で、黙り込んだ。

	
	
	4
	203
	* 쌍지팡이를 짚고 나선다
　両杖(松葉杖)をついて出てくる。いらぬおせっかいをする

　よくあたる人相占い師が金校に来たので青石洞に呼ぼうと徐霖が言い出す。徐霖の言うことならなんにでも口を挟むオジュが反対しただけで、他の者はみな賛同した。

	
	
	
	206
	* 평지돌출(개천에서 용났다)
　平地突出。他の人々より優れ際立つこと

　人相占い師は白孫の相を見て「平地突出の相だ」と褒める。

	
	
	
	212
	* 가던 날이 장날
　行った日が市の日

　無断で妻を迎えに行ったマッポンィを追った孫が安城に着くと、諺の通りでその日が市の日だった。行商人の扮装の孫から磁器をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),つけ)で買おうとした不良が、「数日前、カサリで捕まった大泥棒みたいに両足を砕かれる前にさっさと渡せ」と言うのを聞いて、マッポンィが捕まったと知った孫は愕然とする。

	
	
	
	214
	* 개미새끼 하나도 얼씬 못한다
　蟻の子一匹よりつけない

　マッポンィが囚われた牢屋の周囲は、蟻一匹近づけないほどの警備がしかれていた。

	
	
	
	217
	* 분통이 터진다
　憤りが爆発する

青石洞ではマッポンィ救出に誰が行くかの論議が行われた。赤子の声を聞くと気が狂うオジュには誰も一緒に行こうと言わないので、オジュは「腹が立って死にそうだ」と言って怒る。

	
	
	
	219
	* 얼음에 자빠진 쇠눈깔같이
　氷の上に転げた牛の（驚いてみひらいた）目のように

　ユボギがオジュに、途中で赤子の泣き声を聞いたらどうするつもりだと言うと、オジュは牛が驚いたように大きな目をパチパチさせて、「耳をふさげばいいさ」と答えた。

	
	
	
	234
	* 초록은 동색
　草と緑は同じ色。類は友を呼ぶ。同類だ

　魚物商人に変装した青石洞一行を襲ったノッパチェの盗賊郭ヌントンィは、相手が巨正と知ると頭を下げ、マッポンィのことは同じ生業の者として心配していたと語る。

	
	
	
	236
	* 여반장
　如反掌。てのひらを返すがごとく簡単なこと

　安城の官軍はニ、三百名くらいでしかないから、青石洞の勇者たちなら獄破りはいとも容易なことだと言って、ヌントンィは助力を申し出た。

	
	
	5
	239
	* 흰 것은 종이요, 검은 것은 글씨다
　白いのは紙で黒いのは文字だ。(と言うことしかわからず、文字は読めないこと)

　巨正は、七長寺の僧から瓶亥大師の遺書を手渡され開いてみたが、字が読めないため何かが書いてあるということしか分からなかった。

	
	
	
	240
	* 밑도끝도없이
　だしぬけに

　瓶亥大師が亡くなるニ、三ヶ月前、ホダム和尚が外で噂を聞いてきて、大師に向かってだしぬけに、誰々(巨正たちのこと)が火賊になったそうですと報告したところ、大師はすでにそのことを知っており、驚きもせずに「行くべき道に行ったのじゃ」と言ったという。

	
	
	
	253
	* 등치고 배 문지른다(병주고 약 준다)
　背中を打って腹をなでる。害を与えておいて表面はいい顔をする

　鎭川の吏房をしているヌントンィの母方従兄弟は、ヌントンィの頼みで布を準備したものの巨正の名前を聞いて恐れをなし、渡すまいとした。その話を聞いた徐霖は、役所勤めをしていると面従腹背がうまくなるから危ないといって、獄破りの実行を今夜にするよう巨正に進言する。

	
	
	
	256
	* 천둥인지 지동인지 모른다(천둥에 떨어진 잠충이 같다)
　雷なのか地震なのか分からない。何が何だか見境いがつかない

　妾の家にいた朴先達は本家が火賊に襲われたことを知ると、村の若い衆を集め、武器を持たせて家に送った。先達の命令とあれば何でも従う見境のない連中は、火賊からひどい目にあった。

* 떡국이 농간한다
　(正月に食べる歳取りの)餅雑煮がたくらむ。だてに歳はとらない。歳の分だけ知恵が働く

火賊が妾の家に入ってきて、朴先達と妾を捕まえた。歳を取っているだけあって悪知恵が利く先達はこの家の使用人だと言い逃れようとしたが、顔を知っている巨正に見破られた。

	
	
	
	259
	* 개미새끼도 하나 없다
　蟻の子一匹いない

　カサリの村が火賊に襲われているという報に接した郡守は、左右兵房に各100名余りの軍士を与えて送り出したが、官軍がカサリに着いたとき、火の海の中には蟻一匹いなかった。

	
	
	
	261
	* 천방지축
　天方地軸。急ぐあまり、あたふたする

　火賊に襲われて逃げてきた左右兵房たちが途中で出会った人びとを誰何すると、相手を火賊だと思った人々はあわてて逃げようとしたり命乞いをしたりする。彼らは邑から逃げてきた人々だった。そして左右兵房に、邑の獄が盗賊に破られたと語った。

	
	
	
	276
	* 한강에서 뺨맞고 서빙고 와서 눈을 흘긴다(종로에서 뺨맞고 한강에 가서 눈 흘긴다)
　漢江で頬をぶたれ、西氷庫に来て睨みつける。八つ当たりする

　仏師へ渡す布を受け取ってもらえずそのまま帰ってきたことで巨正から叱られた天王童は、李鳳学に八つ当たりをして「何で俺に当たるんだ。八つ当たりにもほどがあるぞ」とたしなめられる。

	
	
	
	293
	* 씻은 듯 부신 듯(*)
　洗ったようにゆすいだように。病気が何事もなかったかのようにけろりと治る事

　県監が瓶亥大師の仏像を片づけさせた後、県監の息子が突然病気になった。老母の頼みで仏像をふたたび祀ることにさせると、その日から病勢が変わり、数日後には跡形もなく完治した。

	
	
	6
	297
	* 바늘방석에 앉은 것같이
　針の座布団に坐ったように

　捕盗庁の捜査がタルコルの近くに迫ってきたという情報に接し、巨正やヌントンィよりも先に、村に住む手下たちの方が針の筵に坐ったかのごとくやきもきした。

	
	
	
	298
	* 삼십육계에 줄행랑이 제일
　三十六計逃げるにしかず

　巨正とヌントンィは対策を考える。「三十六計逃げるにしかずと言いますから、捕盗軍士が来る前に逃げるのが一番でしょう」という言葉に巨正も賛成する。

	
	
	
	300
	* 물덤벙 술덤벙
いいかげん。行き当たりばったり。適当

手下たちが住んでいるメジュコゲはどうだと巨正が聞くと、あそこは人付き合いを適当にやらないと住めないところだからやめましょうとヌントンィは答えた。

	
	
	
	301
	* 섶 지고 불로 들어간다
　枯れ草を背負って火に飛び込む。自ら危険を招く行為
　母方従兄弟の吏房の家に行こうというヌントンィの提案に巨正は、「飛んで火にいる夏の虫になるのではないか」と警戒する。

	
	
	
	303
	* 경기밥 먹고 청홍도 구실한다(*)
　京畿道の飯を食って清洪道の務めを果たす

　巨正一行はケジャリを通って鎮川の吏房の家に向かうことにする。ケジャリは竹山と鎮川の中間にあり、そこの人びとは京畿道の飯を食って清洪道(忠清道の一時的名称)の務めを果たしている(＝両方の道に属している)というのがヌントンィの説明だった。

	
	
	
	309
	* 버리쟁이 없어 못 쓰겠다(버르장머리 없어 못쓰겠다)
　無作法、ぶしつけで困ったものだ

　鎮川の吏房は巨正を匿うことを承知したがその妾が嫌がる。吏房は妾に、口答えはいい加減にしろ、無作法なやつめと叱る。
* 보리장도 간하는 데 쓰나(*)  
　作法なんか諌め事に役立つか

　それに対して妾は、作法なんて諌めごとをする時に役立たないわとまた口答えをする。

	
	
	
	310
	* 딸기 주둥이가 될망정 쇠 똥구녁이 되지 마라(*)
　鶏の口になるとも牛の尻の穴になるな

　鎮川の吏房の家に着いたヌントンィが巨正の手下になったことを従兄弟に告げると、従兄弟は「鶏口となるとも牛後になるなかれ」という言葉を知らないのかと言った。

	
	
	
	316
	* 삼씨 오쟁이 지운다(오쟁이 진다)
　自分の妻に姦通される。コキュになる

　恩人の吏房を寝取られ夫にするのは申し訳ない気持ちもあったが、巨正は結局女の誘いに乗った。

	
	
	
	317
	* 꼬리친다
　尻尾をふる
　巨正は吏房の妾が自分に媚を売るのはけしからんと思いつつも、誘いに乗った。

	
	
	
	324
	* 궂은 고기 먹은 것 같다(*)
　腐った肉を食ったようだ。なんとなく疚しい。なんとなく忌まわしい

　巨正は、恩人の妾と関係したことが心に腐肉を食ったようでやましかったので、腐肉を吐き出すつもりでこのことを口にしたのだが、吏房はあんまりのことに呆然として、別れの挨拶もまともにできなかった。
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	* 진상은 꼬치로 꿰고 인정은 바리로 실린다
　進上は串で刺し、袖の下は馬の背に載せていく。（国に納める進上品は串に刺すほど少なく、官衙に納める袖の下は馬で運ぶほど多い）
　黄海道の進上品は目録が莫大なために弊害が大きかった。そのうえ都に運んだ生鮮進上物を品質が変わる前に受領してもらうには袖の下が必要だったので、このような言葉まで生まれた。

	
	
	
	7
	* 이래 죽으나 저래 죽으나 죽기는 일반
　こうやって死んでもああやって死んでも死ぬのは同じ

* 칼 물고 뛰엄뛰기(칼 물고 뜀뛰기)
　刀をくわえて飛び込む。一か八かの勝負に出る

黄海道の人々は、どうせ死ぬのならあれこれ迷うことなどあるものかと、一か八かの思いでひとおもいに盗賊になった。

	
	
	
	8
	* 신주 개 물려보낸다(신주 개 물어 갔다)
　位牌を犬に持っていかれる。大切に取っておいたものを知らぬ間に他人に奪われる

　巨正とマッポンィ呉哥が大将を選んでその命令に服しようと言い出した。今まで通り話し合いで決めればいいじゃないかと反論するオジュに、話し合いは良いことは良いが、悪くすると肝心な部分に落ちが出るものだと答える。

	
	
	
	23
	* 반죽이 눅다
  小麦の練り粉が柔らかい。穏やかで寛大

* 홍제원 인절미 같다(*)
　弘済院の餅のようだ。（性質が）ねばり強い

* 가랑잎에 불붙은 것 같다
　枯葉に火がついたようだ。性急で激しい

　（巨正の性格が矛盾していることは）人の首をまるで大根の首を切るようにはねておきながら、蜘蛛の巣にとらわれた蝶々を見過ごしにはできず、田畑に植わった穀物を平気で踏みつけるくせに、どぶに流したご飯の一粒を惜しみ、また、機嫌がよい時にはえらく気長で我慢強いのに、気のせく時は枯葉に火がついたかのように性急で激しかった。

	
	
	
	26
	* 삼십육계의 상책(삼십육계가 상책)
　三十六計の上策。逃げるが勝ち

　官軍が青石洞を四方から囲んだときに徐霖が考えついたのは、敵と接戦をせずにいったん青石洞から逃げ出す「三十六計の上策」であった。

	
	
	
	31
	* 종기는 곪으면 터지고 터지면 합창이 된다(종기는 곪았을 때 짜야 한다)
　腫れ物は膿めば破れ、破れれば治るものだ

　徐霖が逃亡策を出したことに憤慨したオジュは徐霖に乱暴を働いた。駈け付けた呉哥はこの言葉を引きながら、喧嘩で腫れ物が破れてしこりがなくなってしまえば仇同士も仲良くできると言って和解させようとする。

	
	
	
	34
	* 언왕설래(설왕설래)
　言往説来（説往説来）。言葉のやりとり。言い争い

　巨正にオジュと喧嘩になった経緯を問い質された徐霖は、皆の前でオジュを責めるわけにもいかず、「郭頭領が遊びに行こうというのを断っているうちに、言い争いから喧嘩になってしまいました」と釈明した。

	
	
	
	35
	* 눈이 빠지게 꾸짖는다
　目が落ちるほど叱る

　巨正は他所に移るという軍令について、仲間同士で是非を議論することさえ禁じた。巨正の妻はおしゃべりの現場を巨正に見つかり、いやというほど叱られた。

* 혼구녕 낸다
　魂の穴を開ける。魂消させる。ひどい目にあわせる。こらしめる

　妻のおしゃべりに腹を立てた巨正は、影で議論をしている者たちへの見せしめとして妻を集会所に引っ張り出して懲らしめようかとまで考えたが、ぐっとこらえた。　

	
	
	
	39
	* 무릎맞춤이 난다(무릎 맞춤/대질)
　膝の突合せが起きる。ニ人の言が食いちがい、突合せが必要になる

　徐霖が見張り番のオクソギを突然訪ねた。オクソギは、自分と仲のよい人相見がつまらないことを言ったために、自分の話と突合せる必要が生じたのだろうかと想像した。

	
	
	
	41
	* 십상팔구(십중팔구)
　十中八九

　青石洞が四方を官軍に囲まれた。徐霖は囲みを解かせるために、青石洞に捉えてある人相見をオクソギと一緒に逃亡させて平山府使と金校察房をだます策を立てた。だがオクソギは、官員と面識のある人相見はともかく自分は十中八九殺されるだろうと心配する。

	
	
	
	44
	* 눈을 곱게 뜨지 않는다
　目をやさしく開けない。目つきがきつい。目に険がある

　徐霖になにかとたてつく天王童に、巨正は険しい目を向けた。
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	50
	* 산 말의 눈을 뺄 놈(*)
　生き馬の目を抜くやつ

　ソウルから伊川に戻った天王童が、巨正の名を騙る盗賊があちこちに出没しているという噂を伝えた。捕盗軍士たちが騙されて右往左往すればいいとある頭領が言うと、他の頭領が、生き馬の目を抜くほど鋭い捕盗軍士がそんな噂を真に受けるものかと反論する。

	
	
	
	51
	* 집도 절도 없다
　家も寺もない。行くあてがない。風来坊

　自分の偽者を懲らしめるために伊川を出てきた巨正は、最初に泊まった家の主人が鉄原出身だと聞いて、林巨正という盗賊が鉄原にいるらしいがどこに住んでいるか知っているかと尋ねた。主人は、風来坊の盗賊なんぞに定まった住処があるものですかと答える。

	
	
	
	53
	* 호랑이에 날개 돋친다(범에게 날개)
　虎に翼が生える。鬼に金棒

* 눈꼽재기만큼 겁내지 않는다

　目くそほども怖くない。つめの垢ほども怖くない

* 흰소리를 낸다

　大ぼらを吹く

　偽巨正は巨正の前で刀を振り回しながら、「俺様の手に刀があれば虎に翼が生えたようなものだ。国中の軍士が目前に押し寄せようと、これっぽっちも怖がる俺様ではない」と大ぼらを吹いた。

	
	
	
	55
	* 날 잡아잡수 한다
　私を捉えて食べてくださいと言う。どうかお好きに処分してくださいと言う

* 백번 죽어 싸다
　百回死んでも安い

　刀を捨て跪いて許しをこう偽巨正に向かって巨正は、「おまえが抵抗したなら許していたかもしれないが、刀を持っているくせに使わずに降伏するようなやつは許せん。お前のようなやつが俺の名前を汚ししたのだから、罪は万死に値する」と怒鳴りつけた。

	
	
	
	56
	* 죽을 고에 든다(*)
　死ぬ運命に入る。死ぬことになる

　自分のことを笑った荷物持ちが巨正に叱られたのを見て、ノバミは、「今にも死のうっていう人間を可哀想に思わず笑っているからだ。ふん、ざまあみろ」と毒づいた。

	
	
	
	58
	* 새알 볶아먹을 놈(*)
　鳥の卵を炒めて食べるやつ。自分の利益ばかりで他人のことを考えない人

　ノバミは「ソウルのやつらは自分勝手なやつらばかりだ。俺もソウルのやつらには散々だまされましたよ」とソウルの人間の悪口を述べ立てた。

* 서발막대 내둘러도 걸릴 데 없다(*)
　牛の足ほど大きい棒を振り回しても引っかかるものがない。空っぽ

　家族はいないのかと聞く巨正にノバミは、家は空っぽで、いるのは自分と自分の影だけだと答える。

* 엎드러지면 코 닿을 만큼(엎어지면 코 닿을 데)
　つんのめれば鼻がつくほど（近い）。目と鼻の先

　ノバミの家はその場所から目と鼻の先で、林の後ろにあった。

	
	
	
	59
	* 구렝이를 똑 구렝이라야 맛이냐(*)
　アオダイショウにアオダイショウと言って何が悪いか

　「早く荷物を持て」とノバミから命令口調で言われた荷物持ちの手下は、彼を無視して、「あの片目の家に行くのですか」と巨正に尋ねた。ノバミは「荷物持ちに荷物を持てといって何が悪い」と騒ぎ立てる。

* 가는 말이 곱지 못하니 오는 말도 고울 까닭이 없다(가는 말이 고와야 오는 말이 곱다)
　行く言葉が優しくないから戻ってくる言葉もやさしいわけがない。売り言葉に買い言葉

　売り言葉に買い言葉で、手下とノバミの間に言い争いが始まった。

	
	
	
	63
	* 꼬리친다
　尻尾をふる。なびく

　これまで十年以上もずっと女を知らずに過ごしたのかという巨正の質問に、ノバミは、「私めになびいてくる女は、たいてい受け入れてやりました」と答える。

	
	
	
	65
	* 오금박듯
　ひかがみを打つように。当てこするように　

* 하늘에서 떨어지거나 땅에서 솟지 않는다
　天から落ちたり地から湧いたわけではない。（誰かの腹から生まれた）

　ノバミに何度もチャシック(子息：悪口に使う言葉) と言われた手下は、「おまえだって誰かの腹から生まれたはずだ。牛の子であれ人間の子であれ、誰だってチャシックだ」と言い返す。

* 하늘의 별을 딴다

	
	
	
	66
	* 건너다보니 절터가 환하다(건너다 보니 절터라)
　向こう岸から眺めると寺がはっきり見える。（中を見なくても）内容がわかる

　巨正について都に行くためにまとめた家財道具があんまり重いので、ノバミは手下に荷物持ちを手伝わせようとする。

　「お前の荷物は俺のよりずっと軽いだろう」

　「ああ。軽いから荷物を替えてやろうか」

　「お前がそんなに親切なはずはない。お見通しさ」

　「俺が生まれて初めて親切を施そうと思ったのに、恥をかかされたから、やめた」

　（この後ノバミは、荷物を一部持たせることに成功する）

	
	
	
	68
	* 밑도끝도없이
　だしぬけに。前後の脈絡なく突然に

　抱川で昼食をとった一行がしばらく歩いてきた時、分かれ道から少年が一人こけつまろびつしながら現われ、突然「母上を助けて下さい」と叫んだ。

	
	
	
	72
	* 인두겁을 쓴다(인간/사람의 탈을 쓰고…)
　人間の皮をかぶる

　少年の母を襲った盗賊に、ノバミは「人間の皮をかぶった獣め。白昼大路で犬のような真似をするとは何事だ」と怒鳴りつけた。

* 하늘이 높은지 땅이 낮은지 모른다(하늘 높은 줄 모른다)
　天が高いのか、地が低いのか、知らない。世間の物情を知らずふざけた真似をすること

　「邪魔をするな」と盗賊に言われたノバミは「天を恐れぬ恥知らずめ、ふざけるな」と一喝する。
* 쏜살같이

	
	
	
	74
	* 꽃 본 나비 같고 물 본 기러기 같다(꽃 본 나비)
　花を見た蝶のよう、水を見た雁のよう

　盗賊を追い払ったノバミは水を探してこいと言って少年を追い払い、気を失った母親の介抱をする。その振る舞いがだんだんと怪しくなり花を見た蝶のようになっていく。

	
	
	
	75
	* 보리밥 한 솥 짓기(*)　

	
	
	
	79
	* 눈을 곱게 뜨지 않는다
　目をやさしく開けない。きつい目をする。険しい目をする

　日が暮れたので一行は予定より一つ手前の宿場の長水院で泊まることにした。宿の主人が露骨に嫌な顔をするので、巨正の目が険しくなった。

	
	
	
	81
	* 밤잔 원수 없다
　夜眠った仇はない。人に恨みを抱いていても時が過ぎればしだいに忘れてしまう

　少年の母に対するノバミの行為に激怒して巨正は自分のもとを去るよう命じたが、その夜チャンスウォンではノバミの食料を食べ、ノバミの布団で寒さをしのぐことになった。翌朝ノバミは「昨日はついてくるなとおっしゃいましたが、夜眠れば仇ではないというじゃありませんか。今日はそんなことを言わないで下さいまし」と言い、巨正も同行を許した。
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	* 대대 곱사등(부전자전)
　代々、せむし（クル病にかかって弓なりに曲がった背中）。親の過ちが子孫に伝わる

　祖父ゆずりなのか、韓オンは若いのに妾を何人も囲い、その上妓生遊びまでしていた。

	
	
	
	84
	* 까치가 유난히 짖더니 귀한 손님이 왔다
　カチがいやによく鳴くと思ったら、貴い客人が来た

　ソウル南小門内の韓僉知が、巨正を迎えて言った言葉。

	
	
	
	87
	* 병신이 급살한다(병신이 지랄한다)
　不具者が罰当たりの行為をする

　ノバミの生意気な態度に腹を立てた韓オンは、「できそこないが罰当たりなことをやるというが、あいつは生意気なやつですよ」と言って、巨正に、何であんなやつを連れてきたのかと抗議する。

	
	
	
	94
	* 손바닥 뒤집듯이 쉽다

　手の平を裏返すほど簡単だ

　大将を手なずけるのは簡単だと威張るノバミに、韓オンの使用人たちが、それでは若主人を手なずけてみろとけしかけた。「お安い御用だ。こんな調子さ」そう言ってノバミは手の平を突き出して一、二回ひっくり返して見せた。

	
	
	
	95
	* 경친다

	
	
	
	103
	* 코가 우뚝하다
　鼻が高い

　ノバミは剣術の練習相手になることで韓オンと親しくなり、使用人に対して鼻高々だった。

	
	
	
	104
	* 천트다
　経験のないことに始めて手を出す

　巨正は韓オンから妓生房に行こうと誘われ、歳を理由に断る。妓生房には老人もたくさん来ていると韓オンがなおも誘うと、「それは妓生房で歳を食った人間だろう。まさか五、六十になって手を染めたわけではあるまい」と言う。

	
	
	
	105
	* 계집복이 터진다
　女運が開ける

　女遊びを勧める韓オンに、巨正は「お前のおかげで女運が開けそうだな」と言う。

	
	
	
	106
	* 피장파장
　おあいこ。お互いさま

　妓生房に遊びに来たグループ同士が衝突することはよくある。いつもは韓オンの側にも落ち度があり、また結果もおあいこになるのだが、今回は先方が仕掛けた上に韓オン側だけが散々にやられてしまったので、韓オンは我慢ならなかった。韓オンは林巨正に助太刀を頼む。

	
	
	
	107
	* 헛다리를 짚는다
　むだ足を踏む

　妓生ソフンの家で同席した敵対的なグループの前で、韓オンはある時調の一部をわざと変えて歌い、歌に難癖をつけようと待ち構えていた相手の出鼻をくじいた。（無駄足をふませた）

* 얼굴에 침을 뱉는다
　顔につばを吐く

* 얼굴에 똥을 칠한다
　顔に糞を塗る

次に相手のグループの一人が歌った時調は、このような席で歌うこと自体が同席者の顔に唾を吐くどころか顔に泥を塗ることになる、失礼な歌であった。

	
	
	
	110
	* 물고 뽑은 것 같다(*)
　噛んで選んだようだ。よりぬきだ

　ソフンの家に仇のグループが来ているという知らせに巨正が外に出ると、韓オンが妓生房通いのため長年にわたって選り抜いたハンサムな若者たちが外で待っていた。

	
	
	
	116
	* 대가리에 피도 안 말랐다
　頭の血もまだ乾かない。生まれたばかり。青二才

　巨正は相手グループ全員に謝罪をさせる。ところが右辺捕盗大将李夢麟の息子は態度が驕慢で謝り方もいいかげんだったので、巨正は「そもそも、お前のような青二才が妓生房に出入りするとはなにごとだ」と叱りつけた。

	
	
	
	118
	* 헌갓 쓰고 똥누기(오입장이 헌 갓 쓰고 똥 누기는 예사다)
　古いカッをかぶって糞をする。もう体面は傷ついているから、少しくらいみっともないことをしても構わないという意味

「遊び人が妓生房で人に恥をかかすのも、恥をかかされるのも日常茶飯事。あんなことで、いちいち気を腐らせることはないぜ」「そりゃ、そうだ。放蕩の場で恥をかくことなんぞ、大したことはない。古い帽子をかぶって糞をするようなもんだ」（巨正にやられた不良グループの会話）

	
	
	
	126
	* 신정은 여구하구 구정은 여신해야 쓰다(*)
　新しい情は昔と変わらず、古い情は新たでなくてはならない

　ソフンに巨正を取り持った韓オンがふざけてソフンに言った言葉。

* 말이 빠지고 이가 헛나간다(*)
　言葉が落ちて歯が間違えて出る。（ふざけて順序を変えてある）歯が落ちて言葉が間違えて出る。失言する

　ソフン「分別をわきまえなさいまし」

韓オン「おいおい、その言い方はないだろう」

ソフン「はいはい、失言いたしました。お許しくださいませ」

	
	
	
	127
	* 찰떡과 같고 꿀 같다(꿀 맛이다)
　もち米で作った餅のよう、蜜のよう

　ソフンと巨正の間は、餅のようにくっついて蜜のように甘かった。
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	* 쇠귀신 같다
　牛の鬼神（牛が死ぬとなる鬼神）のようだ。非常に執拗で頑固な人のこと

　山林コルによい女性がいると聞いて巨正は仲介婆さんと一緒に訪ねていった。家の中には借金取りが来ていて、いくら女主人が懇願しても牛神のように執拗に居据わっていた。

	
	
	
	132
	* 생쥐 입가슴할 것도 없다(똥구멍이 찢어지게 가난하다)
　ネズミが食べるものもない（ほど貧しい）

* 야반도주(야간도주)
　夜半逃走。夜逃げ

　同情した巨正が、三日後に自分が代わりに返してやると伝えさせたが、借金取りは「ネズミが食うものさえまともにない貧家に、一日ニ日で綿布が何反もどこから出てくるというのだ。さだめし三日の間に夜逃げしようという魂胆にちがいない。そうは問屋がおろさんぞ」といって帰ろうとしなかった。

	
	
	
	133
	* 어느 바람이 부느냐는 듯이(어느 바람이 들이불까 한다)
　どの風が吹いているのかというように。どこ吹く風

　尹元衡の次知（使用人）の目的は借金でなく娘を手に入れることだったので、いくら婆さんが説得しても、手下の借金取りはどこ吹く風という顔で聞く耳を持たなかった。

* 하늘에 방망이 단다(하늘에 별따기)
　天に棒をぶら下げる。不可能なことを行なう　

* 하늘을 도리질한다
　天にイヤイヤする。すごい勢い。気勢が激しい

　「俺を誰だと思っているんだ。尹元衡様の家の者だぞ。俺のご主人様の一言があれば不可能なことはないし、どんな勢力家でも義禁府か捕盗庁行きだ」と男は巨正を脅した。

* 하늘이 높은지 땅 낮은지 모른다(하늘 높은 줄 모른다)
　天が高いか地が低いか知らない。世間の物情を知らない

尹元衡の名前を聞いてもひるまない巨正を見て、男は「ものを知らん奴だな」と呆れる。

	
	
	
	134
	* 똥줄이 빠지게 도망한다
　大便が漏れそうなほどの勢いで逃げる

　巨正の怪力に驚いて、借金取りの男はものすごい勢いで逃げて行った。

	
	
	
	137
	* 혼구멍을 내놓는다
　魂の穴をあける。魂消させる。ひどい目にあわせる。こらしめる（＝혼을 낸다）

　やがて尹元衡の使用人が手下を十四、五名引き連れて現われた。巨正は懲らしめてやろうと思う。

* 중뿔나게
　差し出がましく。でしゃばること

　「そもそもお前は何者だ。なにゆえ差し出がましいことを言うのだ！」と、娘を長年狙っていた男は巨正に向かって叫んだ。

* 저편에서 오는 말이 곱지 않으니 이편에서 가는 말도 험하다(가는 말이 고와야 오는 말이 곱다)
　あちらから来る言葉が優しくないので、こちらから行く言葉も険しい。売り言葉に買い言葉

　売り言葉に買い言葉で、雰囲気がしだいに険悪になった。

	
	
	
	140
	* 천방지축
　天方地軸。慌てふためいて右往左往する

　腕を折った者はもちろん、腰を捻った者、足を挫いた者まで、巨正の姿を見ると慌てふためいて敷地の外に逃げ出した。

* 중구난방
　衆口難防。衆口ふさぎ難し

　そして口々に、とんでもない男だと言い立てた。

	
	
	
	142
	* 죽고 싶어 몸살이 난다
　死にたくて病気になる。死にたくて仕方がない

　部屋に閉じ込めた男たちが呻き声でカムフラージュしながら部屋の壁を崩しているのを見つけた巨正は、「お前ら、よほど死にたいようだな！」と怒鳴りつけた。

* 쥐가 고양이를 물러 덤빈다
　ネズミが猫を噛もうと飛びかかる。窮鼠猫をかむ

　巨正が部屋に入ると、男たちは窮鼠猫をかむ思いで必死になって飛びかかったが、あっというまに全員やられてしまった。巨正は全員を焼き殺す。

	
	
	
	144
	* 바지 저고리만 다닌다
　パジとチョゴリだけ歩き回る。中身がない。木偶の坊

　火事の焼け跡から十人以上もの焼死体が出たことに人々は驚いた。木偶の坊でもあるまいに、どうして逃げなかったのだろうと不思議がり、もしや寡婦母娘が酒でも飲ませたのだろうかと疑う。

* 계집이 함원하면 오뉴월에도 서리가 온다(여자가 한을 품으면 오뉴월에도 서리가 내린다)
　女が恨みを抱けば、5、6月でも霜が降りる。女の一念は恐ろしい

　井戸の横に植わっていた伊吹の木が引き抜かれて、井戸に突っ込んであったことも謎だった。女の力では不可能だが、女の一念は恐ろしいからそんなこともあるのかもしれないと人びとは噂した。

	
	
	
	145
	* 서슬이 푸르다
　刃が青い。勢いが激しい

　天を衝く勢いの尹元衡の使用人が一度に十二人も死んだのだから、影響は大きかった。

	
	
	
	147
	* 쥐도새도 모르게
　ネズミも鳥もわからないように。誰にもわからぬように

　右辺捕盗大将李夢麟の息子は、自分に妓生ソフンの家で恥をかかせた髭づらの怪力男が、尹元衡の使用人たちを誰にもわからぬよう殺し、消火作業を邪魔するために生木を引き抜いて井戸に突っ込んだのだろうと推理して遊び友達の桑に語る。

* 쇳소리를 낸다

  金属音、金切り声を出す。きちんとした鋭い言葉を発する

　この推理を父に話しても取り上げてもらえまいと心配する息子に、桑は「お父上も以前は仕事に厳しい方でいらしたが、近年は無事太平を第一に思われておられるのは、おそらくお年を召されたせいでしょうな」と言いながらも、一応は話してみるよう勧める。

	
	
	
	150
	* 굼벵이가 굴러가도 넉넉히 갔다온다(굼벵이도 그정도 갔다 오겠다)
　セミの幼虫が転がっていっても十分行って来られる。たっぷりの時間の喩え

　巨正が山林コルから戻ると仲介婆さんが、韓オンが心配して様子を探りに人を送ったことを話した。いつのことかと尋ねると、蝉の子だって往復できるほどたっぷり時間がたっている、と答えた。

	
	
	
	159
	* 귀신 모를 죽음
　鬼神の知らぬ死。誰にも知られないまま死ぬこと

　名家の娘や孫が寡婦になるパルチャだと言われたとき、前もってそのパルチャを済ませておくために、ひそかに若者を袋に詰めてさらってきて婚姻の真似事をさせ、そのまま誰にも知られぬよう殺してしまうこと、これがポッサム(袋)だ。

* 팔자가 험하다(팔자가 사납다)
　八字が険しい。悪い星の下に生まれた

　毛橋近くに住む元判書の娘は二十歳になっていたが、パルチャがよくないためにまだ結婚できずにいた。

	
	
	
	160
	* 까막과부
　婚約者に死なれてその後も未婚のままでいる女性。望門寡婦ともいう

　最初は婚約者に死なれて結婚しないまま寡婦になり、つぎは婚約した相手の父親が亡くなって三年の喪に服さなくてはならなくなった。

* 사람 모인 구경터에 아이 안 낳는 때 있나? (*)
　人が見物しに集まった場所で子どもが生まれなかったことがあるか。人が集まれば、いいかげんな噂話が生まれる
　元判書の家でポッサムをしたのではないかという韓オンの問いに、仲介婆は、「若い男がいなくなるとすぐポッサムだと騒ぐが、自分は信じない。人が集まるとすぐいいかげんな噂話がとぶものだ。この時代にそんなことが起こるはずはない」と否定した。　

	
	
	
	163
	* 닭의똥 같은 눈물(달기 똥 같은 눈물)
　鶏の糞のような涙。無骨な人が流す涙

　ポッサムに遭った友の遺体の前で、ノバミの片目から鶏の糞のような涙がポロポロと流れた。

	
	
	
	170
	* 눈을 곱지 않게 뜬다
　険しい目で見る

　ポッサムで死んだ息子の仇を取ってくれという母親の懇願があまりにしつこいので、巨正の目つきが険しくなった。

	
	
	
	173
	* 떡 줄 사람은 생각도 않는데 김칫국만 헛마신다
　相手は餅をやる気もないのに、さっさと一緒に飲むキムチ汁だけ飲む。とらぬ狸の皮算用

　韓オンと一緒に巨正に懇願すると言い張る母親に向かって、ノバミは、相手(韓オン)にその気もないのに先走っても仕方がないと説得する。

* 나도 불쪽이 둘이지 하나 아니다(나도 불알 달렸다)
　俺だって金玉は二つであって一つではない。俺も男だ！　
* 어떻게 갓철대를 이마에 붙이고 다니겠나(*)
　どうして、カッのひさしを額につけて歩けようか。どの面下げて歩けようか

　あんたでも仇を取れるかいと聞く母親に、ノバミは「俺も男だ。そんなこともできなくて、どの面下げて歩けるか」と大見得を切る。

	
	
	
	174
	* 오장육부에 구멍이 덜 뚫린다(*)
　五臓六腑に開いている穴が少ない。ちょっと足りない

　女とはそういうものだとノバミは言った。

* 견물생심
　見物生心。ものを見て欲が生じる

　ノバミがでたらめな夢の話で母親を篭絡したのは、彼女を見て欲心が生じたためだった。

* 밑도끝도없이
　だしぬけに
　ある晩ノバミは、だしぬけに巨正に別れの挨拶をする。

	
	
	
	175
	* 발목이 잡힌다
　足首をとられる。弱点を握られる

　殺された若者の母親にうっかり「俺が仇をとってやる」と慰めたために、その言葉を言質にとられてこんなはめになったと言って、ノバミは巨正に次のように話した。

* 십상팔구(십중팔구)
　元判書の娘の首を取りに行けば自分は十中八九捕まるだろう。

* 매사가 불여튼튼
　万事が堅実に如かず。備えあれば憂いなし

　その場合、巨正や韓僉知はすぐに逃げてほしい。自分は巨正のことを吐く気はないが、万が一拷問で意識を失って吐くかもしれないし、万事備えは怠らないに越したことはないからだ。

	
	
	
	178
	* 어둔 밤에 홍두깨(아닌 밤에 홍두께)
　暗い晩に綾巻き棒。突然驚かせること

　巨正は一人で元判書の娘の首を取ってきて、そら受け取れと言って自分を驚かせるつもりだろうと、ノバミは勝手に思いこんだ。

	
	
	
	181
	* 여반장
　掌を返すが如し。非常に容易いこと

　巨正にとって、元判書の庭の塀を飛び越えることなど、朝飯前だった。

	
	
	
	189
	* 구렁이 담 넘어가는 듯이
　蛇が垣根を越えていくように。ゆっくりとしかし確実に狙ったものを逃さぬやり方

　母親が結果を聞きに来たので、ノバミは、元判書の娘の首は持って来られなかったが確かに仇はとった、噂を聞けばわかるはずだとのらりくらりと言いくるめた。　

	
	
	
	190
	* 불행중 다행
　自分をさらってきた巨正が本の中の英雄豪傑を髣髴させる人物であることを不幸中の幸いと思って、読書好きの娘は運命を受け入れた。

	
	
	
	191
	* 손끝으로 물이나 튀긴다
　指先で水などをはじく。水仕事などしない

　巨正は、水仕事などしたこともない宰相の娘のために、住み込みの婆さん一人と小間使いの女の子を二、三人置いてやろうと考えた。

	
	
	
	192
	* 왕방울로 퉁노구를 가시는 것 같다(왕방울로 솥 가시듯)
　大きな鈴で真鍮の鎌をゆすぐようだ。大きく響き渡る声のこと

　元判書の娘の隣家には、烈女の表彰を受けた女が住んでおり、彼女が怒鳴るおそろしい大声が日に何度も聞こえた。

* 씨가 진다(씨가 마르다)
　種がなくなる。滅亡する

　女の怒声だけで男の声がしないので、巨正は「あの家では男が絶えたのかな」と不思議がった。

	
	
	
	193
	* 낫 놓고 기역 자도 모른다
　キオックの形をした鎌を見てもその字を思いつかない。「いろは」の「い」も知らない

　表彰の紅門に書かれた文字を見なかったのかと元氏に言われた巨正は、自分は文字を見ても読めないのだから仕方がないと答えて、元氏を失望させた。

	
	
	
	198
	* 야단법석
　どんちゃん騒ぎ｡大騒ぎ

　元氏の家で隣家の婢女の逃亡を手伝った翌日、朝帰りした巨正は、昨日は隣の家は大騒ぎだったろうと元氏に聞いた。（なお、「法席」については「両班編」p.186に作者の説明がある）

	
	
	
	199
	* 북은 칠수록 소리가 난다
　太鼓は打つほどに音が出る。悪い相手は取り合わないほうがよい

　元氏が隣家の女に侮辱されたと聞いて巨正はいきり立ったが、元氏はへたに取り合うともっと五月蠅いことになるからと言って巨正をなだめる。

*앞이 뻣뻣하다(거리낌 없다)
　前が硬い。堂々としている。やましいところがない

　「それに私たちだって、他人のことを言えるほど疚しくないわけじゃないし」と元氏は言った。

	
	
	
	200
	* 밥 빌어먹을 자식(빌어 먹을 놈)
　飯を乞食して食べるやつ
* 똥물에 튀할 놈(똥물에 튀길 놈)
　糞の水に浸すべきやつ

　ともに隣家の女が逃げた婢女の夫を罵った言葉

* 쥐죽은 듯이
　死んだネズミのように（じっとしている）

　隣家の女は舅に向かって「死んだネズミみたいに客間にじっとしていてどうするんです。放っておいたら逃げた婢女が自分で戻ってくると思っているのですか」と怒鳴りつけた。

* 신이야 넋이야(신이야 넋이야 한다)
　神だ魂だ。あれやこれや。ああだこうだと細かく

　隣家の女があれこれ細かいことにケチをつけて舅に浴びせかける小言が、一言残らず巨正たちに聞こえてきた。

* 마구 난 창구녕(마구 뚫는 창구멍)
　あちこちに穴の開いた障子

　あきれた元氏が「あの女の口は穴だらけの障子ね。どんな言葉でも出てくるわ」とつぶやいた。

* 개 꾸짖듯
　犬を叱るように

　「あんな言い方ってないわ。舅に対して犬を叱るみたいに」

	
	
	
	201
	* 맞장구친다
　相手の言うことに反応する。相づちを打つ。言い返す

　自分の家への当てこすりに怒った巨正は、大声で嫌味を言い返した。

	
	
	
	202
	* 꿀꺽 소리 한마디가 없다(*)
　息を呑む音もしない

　巨正が怒鳴り返したあと、隣家からはうんともすんとも女の声が聞こえなくなった。

	
	
	
	207
	* 미친개에게 물린 셈 잡는다(미친 개에 물린 셈 친다)
　狂犬に噛まれたと思う

　巨正と隣家の女との喧嘩が始まった。住み込みの婆さんが、狂犬に噛まれたと思って我慢なさいましと言って巨正をひき止めたが、巨正は聞かなかった。

* 궁둥방아를 찧는다
　尻餅をつく

　巨正が女をポンと突くと、女は縁側にぺたんと尻餅をついた。

	
	
	
	209
	* 밑도끝도없이

	
	
	
	211
	* 혼뜨검을 낸다(혼을 낸다)

* 쥐방울만하다

ネズミの鈴くらいだ。体がとても小さいこと

元氏の家ではとても体の小さな子犬を飼っていた。

	
	
	
	214
	* 죽는 년이 앞을 가리랴(죽는 년이 밑을 감출까)
　死ぬ女が前を隠すか。危急のさいに礼儀など構っていられるものか

　寝室で巨正に刀を突きつけられた女は、「死ぬ女が前を隠すものですか！」と言うと布団をはねのけ、臍まで露わにして「さあ、刺すなり裂くなり、勝手におし！」と開き直った。

	
	
	5
	225
	* 말이 다리를 넘는다(*)
　言葉が橋を越える。話がもれる

　巨正が女遊びをしていることを察した天王童は姉のことを思いやり、話がもれることを恐れて夫婦の会話でもこの事には触れなかった。

	
	
	
	226
	* 열방망이가 치민다(열이 난다)
　熱の棒が突き上げる。カッとする

　巨正の女遊びを疑っていた妻は、巨正が正月にも帰らないので、胸にカッと怒りがこみ上げた。

* 영웅 호색
　英雄好色

　「英雄好色という言葉は、英雄は女色を特に好むという意味です」と、徐霖は説明した。

	
	
	
	229
	* 중뿔나게
　差し出がましく

　天王童が巨正のもとを訪れた日はちょうど韓オンの誕生日で妓生遊びの真っ最中だった。天王童が挨拶したが巨正は見向きもしない。韓オンがしゃしゃり出て「よく来たな」と言った。

	
	
	
	234
	* 뒤에 오면 석 잔(후래자 3 배)
　後で来れば三杯。駆けつけ三杯

　韓オンは天王童に、「駆けつけ三杯と言うじゃないか。たくさん飲めよ」と言いながら、和解の酒を勧めた。

	
	
	
	235
	* 볼치떡을 얻어먹는다(*)
　頬の餅をもらって食べる。頬っぺたをひっぱたかれる

　「三十歳の今日まで、誕生日にびんたを食らったのは初めてだよ」と韓オンは言った。

	
	
	
	237
	* 입이 사복개천(입이 더럽다)
　馬や馬車を扱う役所である司僕寺を流れる川は糞が流れて汚いが、その川のように汚い内容の話をしゃべり散らす人

　妓生のソフンは、軽口を叩く韓オンに「あなたのお口は司僕寺の川ですこと」と言う。

	
	
	
	238
	* 오지랖 넓게
　上着の前身ごろをひろげて。差し出がましく

　ソフン「あんまりつれなくなさらないで下さいまし」

　巨正　「俺が誰につれないというのだ」

　ソフン「誰がわざわざ他人の話なんかしますか。私に対してですよ」

	
	
	
	239
	* 뼈에 사무치게
　骨にしみて。胸が痛くなるほど

　　俺はおまえたちに束縛されている人間なのかと怒鳴る巨正に、天王童は、束縛されているのは自分の方だ、束縛された人間の悲哀を今回心底思い知ったと言い返した。

	
	
	
	244
	* 귀밑머리 푼다
　髪を解く。少女の髪型から大人の女の髪型になる。結婚する

　南城下の朴氏は婚礼をとり行って髪を上げたから正妻、東小門の元氏は宰相の娘だから正妻、また東小門別宅の金氏は決して妾にはしないと約束をしたから正妻。そんなわけで巨正はソウルに三人の正妻を持っているのだとノバミは天王童に話した。(この他に妓生のソフンがいる)

	
	
	
	246
	* 코 뗀다(코 떼어 주머니에 넣었다)
　鼻をはずす。恥をかく
　ノバミから三人の妻の話を聞いた天王童はすぐにも確かめたかったが都では夜は出歩けない。韓僉知の使用人に偽の牌を出して貰おうと思ったが、ノバミは、使用人は主人の許しなしに牌は出せないだろうし、あせって恥をかくよりは、明日の昼に巨正と一緒に来たらどうかと勧めた。

	
	
	
	249
	* 눈이 뒤집힌다
　目がひっくり返る。理性を失う

　酔っ払った韓オンが自分を「こいつ」と呼んだので、天王童は「酒を飲んで正気をなくしたようだな。こいつとは何だ」とたしなめる。

	
	
	
	250
	* 귀가 둘씩이다
　耳が二つずつだ。ちゃんと耳がある

　「廣福山にいる俺たちにも耳はちゃんとついている。それくらいのことは聞いているさ」と、すでに知っている振りをして、天王童は韓オンから巨正の妻たちの話を引き出した。

* 바가지를 긁는다
　パガジを引っ掻く。なじる。がみがみ言う

　「お前、姉さんの代わりにガミガミ言いに来たのか」と韓オンは天王童に冗談を言った。　

	
	
	
	251
	* 젓국 먹은 괴양이 상호(*)
　乳を飲んだ子猫の顔。愁いに沈んで両眉間をしかめた顔つき

　韓オンの口から巨正の三人の妻の話を聞き出して深刻な顔をしている天王童に、酒で陽気になっている韓オンは、「乳を飲んだ子猫みたいな顰め面をしていないで、ほら、少し笑っておしゃべりしろよ」と言う。

	
	
	
	253
	* 자기 앞이 뻣뻣하고 큰소리를 해야지(똥 묻은 개가 겨 묻은 개를 보고 나무란다)
　疚しいところがない状態で大きなことを言うべし

　巨正がすぐに戻らなければ仲間全員が上京するか、あるいは散り散りになるという言葉は、巨正を激怒させた。廣福山に帰ったらそんなことを言い出したやつを処分してやると巨正が言っていることを韓オンから聞かされた天王童は、「自分に疚しいところがあるくせにそんなことが言える義理か」と冷笑する。

	
	
	
	256
	* 해가 똥구녁까지 치민다(해가 똥구멍까지 떴다)
　陽が糞の穴まで噴きあがる。陽が高々と昇る

　疲れが出て寝坊をした天王童にマクポンィは、「少しくらい夜道を歩いたからって、けつの穴に陽が差すまで寝ているやつがあるか」と冗談を言った。

* 마구 난 창구멍(마구 뚫는 창구멍)

	
	
	
	257
	* 오장이 바뀐 것 같다(*)
　五臓が換わったよう。人が変わったよう

　天王童は、「大将はすっかり人が変わったようだ」と前置きして、ソウルでのことを話し始めた。

	
	
	
	258
	* 고주리미주리
　＝고주알미주알　何から何まで。細かいところまで

　黙りこんでいる李鳳学と朴ユボギに向かって、天王童は「兄者たちは幼友達だから義兄のことは何から何まで知っているでしょうが」と言った。

* 하늘같이 여긴다
　天のごとくみなす。信じきる

　「これまで自分は巨正のことを天のごとく信じてきたのに、天が人を騙すとは思わなかった」と天王童は皆に訴えてため息をついた。

	
	
	
	260
	* 중구난방
　衆口難防。口々に

　どうしたら巨正を廣福山に引き戻すことができるか、一同は自分の考えを口々に言い立てた。

	
	
	
	262
	* 말이나 귀양보낸다(*)
　言葉だけを流刑地に送る。発した言葉が相手に聞かれず無駄におわること

　弟が巨正にぶたれたと聞いて「それでお前は黙っていたのかい」と言う姉に、天王童は、「心が変わった人間の耳に言葉が入りますか。言ったって無駄ですよ」と答えた。

	
	
	
	264
	* 쓸개빠진 놈
　胆嚢が欠けたやつ。腑抜け。腰抜け

　「親父が女狂いして拾ってきた女を、どこの腑抜けがオモニと呼べるかい」と白孫は言った。

	
	
	
	276
	* 콧구멍 둘 마련 잘했다(콧구멍이 둘이니 숨을 쉬지)
　鼻の穴が二つついててよかった。呆れかえったとき、言う言葉

　巨正の威張り方に呆れ果てた妻は言った。鼻の穴が二つついていて助かったわ。気がつまって（呆れ果てて）死ぬところだったわ」　

	
	
	
	277
	* 막혔던 물 터진 것같이
　ふさがれていた水が噴出したように

　巨正が手を出すと同時に、妻の口からは悪態と喚き声が、栓が抜けた水のように噴き出した。

	
	
	
	280
	* 고래 싸움에 새우등 터진다
　くじらの喧嘩で蝦の背が裂ける。強者の喧嘩のとばっちりを弱者が受ける

　巨正夫婦の喧嘩の巻き添えをくらい、転倒して帽子を壊した韓オンは、すかさず「くじらの喧嘩で蝦の背が裂ける」とおどけて見せた。

	
	
	
	281
	* 인두겁을 쓴다(사람/여우 탈을 쓰고…)
　人の皮をかぶる。裏でひどいことをして表面上はとりすましている

　「図々しいったらありゃしない。そんな言葉がいけしゃあしゃあとよく口から出るものだよ」と、妻は巨正に向かって言った。

* 부아를 돋운다
　癇癪を起こさせる。怒らせる

　「俺を怒らせても、お前のところに行くのは拳骨だけだぞ」と巨正は妻を脅した。

	
	
	
	282
	* 말귀가 터졌어야 남의 말을 알아듣는다

　言葉の耳が破裂しないと、人の話すことの意味がわからない

　人間には大人と子ども、主人と奴隷、男と女がいるという説明に納得しない妻に向かって巨正は、「飲み込みの悪いやつだ。人の言っていることが分からんのか」と怒鳴る。

* 초록은 동색
　草と緑は同じ色。類は友を呼ぶ

* 문서 없는 종
　文書のない奴隷（下僕や妻を指して言った語）

　「女は文書のない奴婢と言いますが、男に対してそうは言いません」と韓オンは言った。　

	
	
	
	283
	* 말밥에 올린다(화두에 올린다)

　話題にする。引き合いに出す

　雲寵の気勢に驚いた韓オンが「いったい天王童のやつ、何をどう言ったのやら。おかげで私はお小言だ」とこぼすと、雲寵は「どうして天王童を引き合いに出すの」とますます怒った。

* 피장파장
　おあいこ

　巨正が妻に「お前は気が変になった女だから、許してやる」と言うと、李鳳学は、「義姉さんは、義兄さんの気が変になったと言っているから、夫婦おあいこだな」と言って、巨正を怒らせた。

	
	
	
	286
	* 호구별성마마처럼 배송을 낸다(*)
　戸口別星神（家々に天然痘を移す女の鬼神）のごとく送り出して、お祓いをする

　巨正の妻は都に残って女たちに仇をとると言い出した。面倒をおそれた韓オンは天然痘の神さまと同様ぜひともお引取り願いたいと思った。

	
	
	
	289
	* 팔자를 고친다
　パルチャを改める。（女が）再婚する

　巨正は韓僉知に、自分が捨てていく三人の女に再婚を勧めることと、彼女たちが再婚するまでは薪と食料を与えることを依頼した。

	
	
	
	293
	* 해가 노루 꼬리만밖에 남지 않는다(해가 서산으로 기울다)

　陽がノロ鹿の尻尾（とても短い）くらいしか残らない。ほとんど暮れかけている

　巨正ら一行が伊川についたとき、日はほとんど暮れかけていた。

	
	
	
	296
	* 영웅호색

	
	
	
	297
	* 언감생심
　焉敢生心。どうして敢えてそのような心が生じよう。そんなことは考えることもできない

　「もし徐従事に死に値する罪があるなら、軍法のもと、庇うことなど考えるわけがない。だがそのような罪はないのだから、どうか許してやってくれ」と呉哥は巨正に頼んだ。

	
	
	
	299
	* 검다 쓰다 한마디가 없다(달다 쓰다 말이 없다)

	
	
	
	302
	* 의리는 태산 같고 죽음은 홍모 같다(*)
　義理は泰山のごとく、死は鴻の羽毛のごとし。義理の前に死などは鳥の羽のように軽いものだ

　巨正が天王童に死刑を宣告すると、義兄弟たちは全員、自分も一緒に死ぬと言い張った。それを見て呉哥は感慨深げにこの古い言葉を口にした。

	
	
	
	304
	* 밑도끝도없이
　前後の脈絡なく、突然、出し抜けに

オジュが隣に坐った天王童に「お返し、頼んだぜ」と出し抜けに言った。いぶかる天王童に向かって彼は、「俺が死ぬことになったら、一緒に死ぬと言ってくれるよな」と尋ねる。

* 황소고집
　黄牛の頑固。非常に頑固な人

　徐霖が提案した青石洞行きに反対して、オジュは、自分は行かないと頑固に我を張りつづけた。

	
	
	
	305
	* 오금을 박는다
　やり込める。とどめを刺す

　呉哥は、今ではすっかり青石洞に行く気になっているオジュに、「行かないと言っていたお前が俺より先に行くとはなぁ」とちくりと嫌味を言った。

	
	
	
	306
	* 닫는 말에 채질하듯(달리는 말에 채찍질 하듯)
　走っている馬に鞭を当てるように。うまくいっている事をさらによくするように激励する

　青石洞の普請工事は人夫の数も多くて順調に進んだ。そのうえさらに李鳳学がてきぱきと仕事を進めたので、ひと月のうちにほぼ終了した。

	
	
	6
	307
	* 고래등 같다
　鯨の背中のよう。瓦屋根の建物が広壮である様子

　以前は広壮な瓦屋根の建物だった青石洞の集会所は官軍によって焼かれたあと東屋のような藁葺きに変わったが廣福山の巣窟よりはましだったし、マダンは非常に大きかった。

	
	
	
	313
	* 오복전 조르듯　

　しきりにせがむ

　トルソギは、父の金オクソギと弟を探してくれと妻から毎日のようにせがまれて困っていた。

* 결자해지
　結者解之。結んだ人間が解くべし。自分の過ちは自分で解決すべきだ

　オクソギが青石洞を出た理由を妻に隠していたのに、オジュがぺらぺらと話したせいだった。徐霖は、それはオジュの失敗だから責任をとらせてオジュに探させればよいでしょうと言う。　

	
	
	
	314
	* 혼구멍이 난다

	
	
	
	316
	* 타는 불에 기름을 끼어얹은 것 같다
　燃える火に油を浴びせたよう

　天王童が言い返した言葉が火に油を注いで、とうとう天王童とトルソギの二人は喧嘩を始めてしまった。

	
	
	
	320
	* 풍을 떤다
　＝허풍을 떤다 　しきりにほらを吹く。大風呂敷をひろげる

　トルソギと天王童が外でつかみ合いの喧嘩をしたと聞いて腹を立てている巨正に、李鳳学は、「誰かが兄者に大ぼらを吹き込んだようですな」と言う。

	
	
	
	321
	* 중뿔나게 나선다

　でしゃばる

　「喧嘩した罰としてオクソギを探しに行かせるのなら、二人を一緒に行かせるべきではありませんか」とせまる鳳学に巨正はでしゃばるなと言ってから、「天王童は今日の日没前に出発せよ」と命じた。

	
	
	
	331
	* 태가 벗는다 (때를 벗다)
　垢抜けている。洗練されている

　オクソギを探して麻田のタルコルに来た天王童が今夜の宿をたのむ家を探していると、ある家の柴折戸の辺に百姓らしくない垢抜けた男が立っていた。

	
	
	
	338
	* 볼 쥐어지른다(*)
　頬をぶん殴る。顔色なからしめる

　天王童はもともと、夫婦間以外の色事に関して、道徳君子顔負けの謹厳な人間であった。

	
	
	
	342
	* 귀가 절벽
　耳が絶壁。耳がひどく遠い

　金山は妻と不倫相手の隣家の若を殺したが、隣家の老母は耳がひどく遠いので、殺人が起きたことにまったく気がつかなかった。

	
	
	
	350
	* 목이 자라목같이 옴츠라져 들어간다

　自分を探しにきた天王童を見て、オクソギの首がすっぽんの首のように引っ込んだ。

* 구상전을 만난 것같이
　昔の主人に会った（奴婢の）ように。恐ろしいものを見た時の様子

　天王童が「青石洞の耳と目は四方に広がっているのだ」と脅すと、オクソギは「恐れ入りました」と言って昔の主人に会った奴隷のように震え上がった。

	
	
	
	353
	* 꿩 구워먹은 소식
　雉を焼いて食べた知らせ。まったく何も言ってこないこと。なしのつぶて

　青石洞に向かう途中、一行はオクソギの妻がいる巫堂の家によった。オクソギはちょっとここで待っていてくれと言って中に入ったきりなしのつぶてで、天王童と金山は長いあいだ外で待たされた。
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	7
	* 눈이 맞는다
　目が合う。目でものを言いあう。互いの気持が通じる

　松岳山の端午クッには近隣遠方から大勢の見物客が押し寄せた。男女が押し合いへし合いする場にみだらな雰囲気が生ずるのは今昔を問わない。目と目が合ってそのまま人気のない場所を探し求める若い男女も多かった。

	
	
	
	8
	* 오복전같이 조른다(오복 조르듯)
　しきりにせがむ

　トルソギの妻は、松岳山のクッに行けばムーダンと暮らしている父や弟と再会できると思って、クッ見物に出かける許可を巨正から得てくれるよう、しきりにせがんだ。

* 굿구경하고 떡이나 얻어먹는다(굿이나 보고 떡이나 먹는다)
　クッを見物して餅でも食べる。他人のやることに干渉せず推移を見まもり、自分の利益になることがあったら、そこだけいただくという諺

　トルソギが皆に、泊まる部屋を準備するから松岳山のクッを見物に来ないかという誘いがオクソギから来たことを報告すると、天王童は「クッ見物をして餅でも食ってくるか」と、諺を字づら通りに使う機知を見せた。

	
	
	
	19
	* 다담 대접을 바란다(*)
　다담は客用の大きな膳。お客様扱いを期待する

　青石洞の一行がムダンの家に到着してもオクソギはなかなか顔を見せなかった。一行が期待していた大歓待の当ては外れ、顎が外れるほど食べるどころか、腹の虫がぐうぐう鳴らせながら夕食を待つはめになった。

	
	
	
	20
	* 섣달 그믐께 흰떡 치는 소리(*)
　大晦日に白餅をつく音。人がぶたれるときに出る音の比喩

　待ちくたびれた天王童は、駆けつけたオクソギの頬を小気味のよい音をたてて思い切りぶん殴った。

	
	
	
	22
	* 검다 쓰다 말이 없다(달다 쓰다 말이 없다)
　黒いとも苦いとも言わない。うんともすんとも言わずに黙っている

　腹を立てた天王童はムーダンの家を出て他に行こうと主張し、オクソギの事情を理解した徐霖は残ろうと主張したが、マッポンィはどちらでもいいと思っているらしく何も言わなかった。

	
	
	
	24
	* 청탁을 안 가린다(*)
　清濁を分かたない。分別がない

　オクソギが酒を持ってきて勧めたが、味が悪かったので徐霖と天王童はすぐに飲むのをやめ、味に鈍感なトルソギとマッポンィだけが飲んだ。

	
	
	
	25
	* 보람이 뒤쪽으로 난다(*)
　かいが逆にあらわれる。逆効果（ただし、ここではそれほど強い意味で使われていない）

　皆さんがいらしたら最高級のもてなしをするよう家の者によく言い聞かせておいたのに、そのかいが全然なかったと、オクソギは青石洞の一行にいいわけをした。

	
	
	
	30
	* 귀가 번쩍 뜨인다

　耳がぴんと立つ。思わずはっとする

　山道を登るのに疲れ果てた天王童の妻は、一行の誰かが「着いたぞ！」と叫ぶ声にはっとして、ずっと俯きっぱなしだった顔を上げた。

	
	
	
	46
	* 공기를 놀린다(공기 놀리듯 하다 )
　お手玉遊びをする

　マッポンィが大の男の体を軽々と持ち上げて回すのを見た人々は、人間を掌の上に乗っけて手玉にとったと噂した。　

	
	
	
	51
	* 여반장

如返掌。手のひらを返すが如く容易いこと

白頭山で育った天王童はメロ岩に登るなど朝飯前だと思ったが、なまった体には意外に難しかった。

	
	
	
	57
	* 중구난방
衆口難防。口々に

天王童の妻をさらいに来た不良両班たちは、口々に侮辱的な言葉を吐きながら巨正の妻に殴りかかった。

	
	
	
	62
	* 쏜살같이
　天王童の妻が今にも陵辱されそうになったとき、トルソギの投げた石が相手の男の後ろ頭に当たった。男が振り向いたとたん、矢のように飛んできた石が眉間に命中した。

	
	
	
	63
	* 꿩의 병아리같이(*)
　雉のひよこのように

　トルソギの礫を受けた四人のうち一人は俯けに倒れ、一人は逃げようとして倒れ、残る二人は雉の子のように這って草むらに逃げ込んだ。

	
	
	
	64
	* 혼뜨검을 시킨다＝되게 혼나게 한다

	
	
	
	66
	* 천우신조
天佑神助

* 불행중 다행
不幸中多幸

　天の助けでオクソギの息子が裵トルソギと道で出会い、そこから彼が駆けつけたおかげで天王童の妻は辱めを受けなかった。まったく不幸中の幸いだと、徐霖は天王童に説明した。

	
	
	
	67
	* 못 먹는 감 찔러 본다
　食べられない柿を刺してみる。自分のものにできないくらいなら壊してしまえという意地悪な心性

　欲望を満たすことができない不良たちが天王童の妻を踏んだり蹴ったりして半殺しにしたのは、このような心理からであった。

	
	
	
	74
	* 벌집을 건드린다
　蜂の巣に触る。とんでもないものに手を出して大騒ぎを引き起こす

　父の弟子たちを引き連れてクッ見物に出てきた松都の都事の息子は、クッよりも女を見物して回っているうちに気づかぬまま蜂の巣に触れ、思いもよらず命を失うことになったのだった。

	
	
	
	76
	* 공기같이 놀린다(공기 놀리듯 하다)
　お手玉のように自由に動かす。手玉に取る

　扶山洞でおきた殺人事件のことはすぐに山上の人々の耳に届いた。人々はさっき人間をお手玉のように軽々と扱ったマッポンィが殺人犯に違いないと噂した。

* 코방귀를 뀐다
　鼻を鳴らす

　天王童の主張で彼の妻を乗せる輿が来るのを待つことにしぶしぶ同意した徐霖は、その噂話を耳にしてひどく気を揉んだ。当のマッポンィはフンフンと鼻を鳴らしていた。

* 큰코 다친다
　大きな鼻を傷つける。ひどい目にあう

こんなふうに時間を無駄にしていては大変な目にあう、下の情勢を探ってきてくれと、徐霖は天王童に頼んだ。

	
	
	
	77
	* 칼 물고 뛰엄뛰기(칼물고 뜀뛰기)
　刀をくわえて飛び込む。一か八かの勝負に出る

　軍士たちが一行を捕らえに押し寄せた。逃げられないと悟った徐霖は策を練り、「さあ、これからが一か八かの大勝負です。三人とも何も言わずに私の言うとおりになさるのですよ」と皆に言った。

	
	
	
	83
	* 고깃값을 한다
　どうしても死ぬことになったとき、せめて（自分の体の代金にみあうほど）立派で潔い行動をとることで自分が生きた証を残す

　官軍に囲まれたとき、徐霖は天王童とトルソギとマッポンィに、いざとなったら死に花を咲かせようと言った。

	
	
	
	88
	* 말밥에 오른다(입에 오르내린다)
  話題にのぼる。話に出る

　天王童は武芸別監になりかわって無事に大王堂を抜け出した。その気配に気づいた軍士もいたが、このことが話に出れば自分に災いとなるので、誰もその疑いを口に出さなかった。　

	
	
	
	92
	* 쥐죽은 듯
　ネズミが死んだように。ひっそりとしている様子

　徐霖たちが尚宮を人質にとって立て篭もった大王堂で、板の間にいる女たちはひっそりと音を立てなかった。

	
	
	
	94
	* 모주 먹은 돼지 벼르듯(모주 먹은 돼지 껄때청)
　母酒（酒かす）を食べた豚に腹を立てるように。腹を立てて不平を言う

　とらわれの身となった尚宮は、姿の見えない武芸別監（実は徐霖たちに監禁されている）に対してひどく腹を立てて罵り散らした。

	
	
	
	95
	* 삼십육계의 상책(삼십육계가 상책)
　三十六計の上策。逃げ出すこと

天王童の急報で巨正たちが駆けつけると、軍士たちは到底かなわないと観念し、三十六計逃げるにしかずとばかりに逃亡した。

* 쥐구멍을 찾는다
　ネズミの穴を探す。逃げ道をさがす

軍官も軍卒も逃げ出した。逮捕劇を期待してクッが終わったあとまで残っていた見物人たちも、必死になって逃げ回った。

	
	3. 巣窟
	1
	97
	* 쥐꼬리만큼
　ネズミの尻尾ほど。ほんの少し

　妻の薬を買うためにソウルに来た天王童は、夕方ようやく目当ての薬を受け取った。陽はまだほんの少し残っていたが、韓オンが、こんな時間に出発するやつがあるかと言って引きとめた。

	
	
	
	99
	* 권커니잣거니
　韓オンと天王童は差しつ差されつ二人で酒を飲みながら、いろいろな話をした。

	
	
	
	101
	* 미친 척하고 떡시루에 엎드러진다(미친 체하고 떡판에 엎드린다) 
　狂ったふりをして餅を蒸す甑（こしき）に倒れこむ。狂ったふりをしながら自分の利益になるよう計算する

　天王童「あいつ（ノバミ）はただの気違いじゃない」

　韓オン「狂った振りをして自分の得になるよう計算しているやつだ」

	
	
	
	106
	* 헛다리 짚는다
　無駄足をふむ。無駄骨を折る

* 조정공사 사흘(작심삼일)
　朝廷の公事は三日間。長続きしない。三日坊主

* 여반장
　手のひらを返すように容易い。朝飯前

　たとえば討捕使が黄海道に出るといえば我々は江原道に行き、討捕使が江原道に来るといえば我々は平安道にいて、一、二ヶ月あっちにこっちにと無駄足を踏ませるのです。「朝廷の公事は三日坊主」というほどですから長続きせずに、討捕使が戻ることになるでしょう。そのあと、どこかに手を回して台諌を一つ出させりゃ、討捕使を罷免させるくらいは朝飯前です。(徐霖の策)

	
	
	
	107
	* 토끼도 세 굴을 판다(*)
　ウサギも穴は三つ掘る。アジトは多いほうがいい

　だからとりあえず成川・陽徳・孟山など平安道に三、四つアジトを作ってだんだんと増やしていきましょうと、徐霖は提案した。

	
	
	
	116
	* 잘코사니(고소하다)
　ざまを見ろ。いい気味だ

　トルソギを捕まえようとした首交が失敗を咎められて棍棒で五十回打たれたのはいい気味だと、青石洞の皆は話し合った。

	
	
	
	118
	* 평지돌출(개천에서 용났다)
　平地突出。貧賤な家柄から立派な人物が出ること

　鳳山は以前はソンビがいない田舎だったが、張可順という大人物が突然現われて一変した。

	
	
	
	124
	* 참새 굴레 씌우게 약다(참새 굴레 씌우겠다)
　雀に面繋（おもがい）をかけるほど利口だ。目から鼻に抜ける

　徐霖は、禁府都事に変装して朴応川を騙して捕えるつもりが、逆に捕まえられそうになって逃げ戻った。そして、朴はおそろしく賢くて罠にかからないから仕方なかったと弁明した。

	
	
	
	125
	* 다리를 놓는다
　橋をかける。橋渡しを頼む

　徐霖は、朴応川を捕まえるのはあきらめて、韓オンに頼んで尹元衡か李樑につながりをつけ、朴を鳳山の郡守の職から追い落とす情報を流してやりましょうと言った。

	
	
	
	127
	* 팔자 소관
　八字所関。運命のしからしめるところ

　勢力家の尹元衡が領中枢府使として末席にいるのは、まさに八字のせいであった。有名な占い師洪継寛が彼の四柱を見て、領議政になれば不吉だと言ったからである。

	
	
	
	133
	* 갓철대를 이마에 붙이고 다닐 수가 없다(*)

　カッの庇のタガを額につけて歩けない。帽子をかぶって歩けない

　久しぶりに都に来た巨正が、金氏の家の婢夫をしているノバミに、妻にいびられていないかと尋ねると、男たるものが女にいじめられてカッをかぶって外を歩けますかとノバミは大見得を切った。

	
	
	
	134
	* 쇠귀신보다 더 질기다(쇠심줄보다 질기다)
　牛神よりももっとねばり強い

　飯は人一倍食べるくせに仕事は死んでもしない、ようやくのことで仕事をさせればのろのろで、その上その気にならなければ牛みたいに頑固なノバミのことを、金氏は巨正に散々こぼした。

* 병신 고운 데 없다(병신 육갑한다)　
　ノバミの人となりを金氏が巨正に訴えた言葉

	
	
	
	135
	* 경친다
酷い刑罰を受ける。酷い目にあう。散々な目にあう

ノバミは金氏に、海西大賊林巨正が今まで運良く捕まらなかったが捕まった日にはそのせいでひどい目にあうから心づもりをしておけと、とんでもないことまで言ったという。　

* 단근질 참듯(*)
　焼きごてに耐えるように。烙刑に耐えるごとく

　自分が入れた人間ならとっくに追い出したけれど、巨正が入れた人間を勝手に追い出すわけに行かないので、拷問を耐える思いで耐えてきたのだと、金氏は巨正に訴えた。

	
	
	
	137
	* 베개 너머 송사가 옥합을 뚫는다
　枕ごしの訴え事が玉の箱を貫く。寝床で女が男にひそかに訴えたり願ったりすると、どんなに難しいことでも実現する

　金氏の不平を聞いた巨正が翌朝あらわれたノバミを叱ると、ノバミは巨正のような大物は枕ごしの訴えを信じずに自分の方を信じるべきだと、ぬけぬけと答えた。

	
	
	
	138
	* 재하자 유구무언(*)
　在者下　有口無言　下に在る者、口は有っても言は無し

　「目下は目上の者に黙って従うものです。私のようなものがどうして口答えなどいたしましょう。ただ、この口が･･･」とノバミは拳で自分の口を殴ってみせた。　

	
	
	
	139
	* 이에 신물난다(신물 난다)
　胃から酸っぱい液が逆流してくる。嫌気がさす。むしずが走る

　ソフンはこの十年で妓生生活にすっかり嫌気がさしており、妓生をやめて誰かの世話になりたいと望んでいた。

	
	
	
	142
	* 귀가 가렵다
　耳がかゆい。面はゆい。人が自分の噂をしていると耳がかゆくなる

　鳳山郡守として赴任する尹之淑のために開かれた宴席は、林巨正の噂話で持ちきりだった。そこから帰ったソフンは「林巨正は今日はさぞ耳が痒かったことでしょうよ」と言った。

	
	
	
	143
	* 뼈에 맺힌다(뼈에 사무친다)
　骨にこびりつく

　巨正は白丁の息子として幼いときから辱めを受け、悲しい目に遭ったことが骨身に沁みているため、極刑に処すべき泥棒野郎という言葉は笑って聞き流すことができても、白丁の息子という言葉は聞き流せない。聞いただけで常に全身の血が一時に沸き立つのだった。

	
	
	
	144
	* 소 닭 보듯
　牛が鶏を見るように。関心なさそうに淡々黙々としている様子

　わけも言わずにただ酒を飲み続ける巨正にソフンは気分を害し、巨正は思うところがあって黙りこくり、二人はしばらく所在なさそうにしていた。

	
	
	2
	146
	* 사모 쓴 도둑놈
　紗帽（官服を着るときにかぶる黒い紗で作った官吏の帽子）をかぶった泥棒。人民のものを奪う官吏たちを指す

　都にも地方にも官吏の格好をした泥棒がうようよしていると、巨正はソフンに言った。

	
	
	
	150
	* 큰코 다친다
　酷い目に遭う
　尹之淑を懲らしめる役を買って出た徐霖の言葉をすぐに受け入れた巨正を見てオジュは、「大将が徐従事の言葉をそんなに容易く聞いていると、いつか酷い目に遭うときがくるぜ」とつぶやいた。

	
	
	
	154
	* 흔단을 낸다(*)
　けちをつける

  惠陰嶺で待ち伏せるはずだった尹之淑はすでに臨津江を渡ろうとしていた。仕方なく徐霖は、尹之淑が船に乗るときにけちをつけて騒ぎを起こし、恥をかかせようと考えた。　

* 닭 쫓던 개 울 쳐다본다(닭 쫓던 개 지붕 쳐다본다)　
鶏を追っていた犬が生垣を見上げる。やろうとして苦労していたことが水泡に帰してどうすることもできない状態

　徐霖は「鳳山郡守を完全に逃してしまっては今までの苦労が水の泡だ。早く追いかけましょう」と言って、先に立った。

	
	
	
	155
	* 곱게 오지 않는 말을 곱게 받을 리가 만무하다(가는 말이 고와야 오는 말이 곱다)

  やさしく来ない言葉をやさしく受けるはずはない。悪い言葉には悪い言葉を返す

　徐霖たちは尹之淑の行列より先に船に乗ろうとして行列の一行に罵られた。わざと騒ぎを起こそうとしているのだから、徐霖も当然のことながら売り言葉に買い言葉で答えた。

	
	
	
	156
	* 혼뜨검을 낸다(혼을 낸다)

　酷い目にあわせる

　相手が盗賊と知って尹之淑は馬で逃げ出した。それを見た徐霖は「裵頭領、すぐに郡守の奴を追って酷い目に遭わせてきて下さい」とトルソギに言った。

* 닫는 말에 채질을 한다(달리는 말에 채찍질 한다)
　走っている馬に鞭を打つ（すでにうまくいっていることをさらによくするように激励する）

　逃げ出した尹之淑が馬を止めたとき、追いついたトルソギの礫が頬骨に命中した。またもや夢中で馬を走らせた尹之淑はこの諺のように馬に鞭を当てたかったが、鞭がなかった。

	
	
	
	159
	* 화가 꼭뒤까지 난다(화가 머리끝까지 난다)
　頭の後ろまで怒る

　任務を果たせなかった徐霖を叱る巨正の声はいつもとほとんど変わりがなかったが、顔色は次第に険しくなり、恐ろしくて正視できないほどだった。これが怒り心頭に発したときの巨正の姿だった。

* 큰코 다친다
　こんなとき顔色を見ずに声だけで怒りが収まったと判断しようもんなら、とんでもない目にあうことになる。

	
	
	
	165
	* 고려장을 지낸다

	
	
	
	169
	* 속은 먹통(속이 시커멓다)
　中身は墨壷。性格が陰険なこと

* 코아래 진상(코아래 진상이 제일이라)
　鼻の下の進上。こっそりと賄（特に食べ物）を送ること

　新任黄海監司柳智善は陰険だという噂が高く、守令の中には早くも賄の品を準備する者が多かった。

	
	
	
	174
	* 권커니잣거니

	
	
	
	181
	* 꾸어다 놓은 보릿자루
　借りてきた麦俵。（周囲が話をしているのに）黙ってばかりいる人

　瑞山府使は、巨正よりも二十歳以上年長者であることを盾にする態度をとったので巨正は気分を害した。借りてきた猫みたいにじっと座っているのにうんざりして、帰ることにした。

	
	
	
	183
	* 구렁이 담 넘어가듯
　青大将が垣を越えるように。うまく言いくるめてしまう比喩

　鳳山郡守尹之淑と初対面の挨拶をした柳一善(巨正が変装している)は之淑の顔に張ってある膏薬を見ておできですかと尋ねた。臨津江で賊(トルソギ)の礫が当たった傷であるが、腫物が悪化してなかなか直りませんでと尹はお茶を濁した。

* 밑도끝도없다

	
	
	
	184
	* 절에 간 색시
　寺に行った娘（は坊主の言うとおりにするものだ）

　尹之淑は部下に指示して柳たち二人の宿所を官衙の一隅に移しておいた。「我々は寺に行った娘のようなことになりましたなぁ」と柳は笑った。

	
	
	
	185
	* 피장파장　

	
	
	
	192
	* 기생 데리고 떡먹는다(*)

　妓生をつれて餅を食べる。肝心なことをしない

　神龍潭で尹之淑は申翌という怪力の持ち主の話をした。ユボギが巨正のほうが怪力だと口を滑らしそうになったので、正体がばれることを恐れた巨正はあわてて「景色を見物に来て話ばかりしているのは、妓生と一緒にいて餅をを食べるようなものだ。外に出て風にあたろう」と立ち上がった。

	
	
	
	195
	* 마른 하늘의 벼락치는 소리(마른 하늘에 날벼락)
　乾いた空の雷が落ちる音。青天の霹靂

　朴ユボギと分かれて青石洞に戻る途中、巨正は尹之淑のいる官衙によって、大声で「俺が林巨正だ！」と叫んだ。巨正の名前は青天の霹靂で、小役人たちの顔は晒したように真っ白になった。

	
	
	
	196
	* 망신살이 뻗친다
　恥をかく祟りが最高潮に達する

　巨正が去ったあと、小役人たちは「郡守は今年恥をかくさだめのようだ」と言い合った。

	
	
	
	200
	* 망발 토달아놓고(*)
　妄言に送り仮名をつけて。耄碌ということにして

　毎日亡妻の墓参りに行っているという呉哥に「いっそ墓守になるか」と巨正が冗談を言うと、呉哥は「耄碌したせいかもしれませんが、そんなことも時おり考えております」と答えた。

	
	
	
	206
	* 깨가 쏟아진다
　ゴマがあふれる。新婚の喜びがあふれる

　韓オンの父の葬式で上京した巨正はソフンの家を訪れた。愛しあう二人の様子。

* 뼈도 못 추린다
　骨も選べない。骨も残らない死に方をする

　南小門の連中は不愉快だから足を踏み入れないことにしたとノバミが言うと巨正は、あちらがその言葉を聞いたら、お前は死にたがってそんなことを言っていると思うことだろうさと言う。

	
	
	
	208
	* 남게 오르라구 흔든다(나무에 오르게 해 놓고 흔든다)
　木に登らせて、その木を揺する。梯子をはずす

　布を1匹もくれずに自分を追い出そうとする巨正に、ノバミは田舎で気楽に暮らしていた自分を住みにくい都に引っ張ってきておいて放り出すとはと、ぶつぶつ文句を言った。

	
	
	
	213
	* 혼뜨검낸다(혼을 낸다)

	
	
	
	218
	* 경진년 무과(*)
　庚辰年の武科（世祖庚辰年の武科で千八百名あまりを選び、また中宗庚辰年の武科で千名を選んだが、その中には弓に触ったこともない人間が多く入っていたので、「庚辰年の武科」という言葉を「弓を射てない閑良」と同義に使った）

　李鳳学の弓の腕を知らないソフンが失礼な質問をしたが、鳳学は「庚辰年の武科が山ほどいる世の中だから」と笑って許した。

	
	
	
	220
	* 코가 납작해진다
　鼻をつぶす。鼻をへし折る

　泥棒猫を射るために隣家から借りた弓は使い物ならない代物だった。怒る巨正に李鳳学は、この弓で猫を射抜いて隣家の主人の鼻をあかそうと言う。

	
	
	
	223
	* 귀가 번쩍 뜨인다

　耳がぴんと立つ。聞いて思わずはっとする

　ノバミが東小門の朴氏の家に行くと、巨正の手下2人が昼寝をしていた。都見物に行こうというノバミの言葉に、今回初めて都に来た手下は耳をそばだてた。

	
	
	
	224
	* 대낮 올빼미(*)
　真昼の梟

　もう一人の手下は都は初めてではないが道がわからないというので、ノバミは「お前の地理感覚ときたら、まるで真昼の梟だな」と馬鹿にし、特別に都の案内をしてやると恩着せがましく言った。

	
	
	
	226
	* 말만 귀양보낸다(*)
　言葉だけを流刑地に送る。発した言葉が、相手に聞かれず無駄におわること

　酒代を踏み倒そうとして店に居合わせた捕校に捕まり巨正の手下を人質に取られたノバミは、仕方なく韓オンの家に言った。だが行き先を知らないと言い張る執事にこれ以上言っても無駄なことだと思い、つぎに韓オンの妾のところに行く。

* 칼 물고 뛰엄뛰기(칼물고 뜀뛰기)
　刀をくわえて飛び込む。一か八の大勝負

　韓オンに居留守を使われたノバミは、「一か八だ。やってみるか」と東小門朴氏を騙しに行く。

	
	
	
	234
	* 입술이 열닷 발이나 앞으로 나온다(입이 댓발이나 나왔다)
　唇が15尋も前に出る。（不満で）唇が恐ろしく突き出る

　左捕庁に捕らえられたノバミは尋問に真偽取り混ぜてすらすらと答えていたが、歳を聞かれてふざけた答え方をしたために耳をブン殴られた。ノバミは口を尖らせ、もう答えるものかと拗ねた。

* 부리를 헌다(*)
　口を切る。始める

　これ以上なにを聞くことがあるのかというノバミに、捕校は「まだ始まったばかりだ」と答えた。　

* 기름을 내린다(*)
　油をしぼる

　それを聞いたノバミは「人の油を絞る気でいるな」と言った。

	
	
	
	238
	* 신출귀몰（神出鬼没）

	
	
	
	240
	* 옹이에 마디(설상가상)
　木の節目に節。困難が相次いで起こること。泣きつらにハチ

　捕盗部将は李鳳学の矢を肩に受け、次の矢をよけようとした拍子に川に転がり落ち、落ちたところに運悪く洗濯石があり、それにぶつかって気絶してしまった。

	
	
	
	244
	* 코방귀를 뀐다
　鼻の屁をひる。鼻を鳴らす

　巡邏軍に呼び止められた巨正はソフンを先にやり、「お前らに捕まる俺ではない」と大声で言ったが、軍士たちは巨正を甘く見てふんと鼻を鳴らした。

	
	
	
	245
	* 혼뜨검 낸다(혼을 낸다)
　五間水から出ようとしているとき軍士二人が走ってきた。巨正は李鳳学に「この弓と矢であいつらを驚かせてやれ」と命じる。

* 혼구멍 낸다
　李鳳学は見張りの軍士の一人は手を、一人は帽子を矢で射て、どぎもを抜いてやった。

	
	
	
	251
	* 들을 이 짐작(*)
　聞く者の推量。聞く人によって推し量る内容が違う

　巨正の一行の人数がひどく多い報告も寄せられたが、これは見張りの軍士の見まちがいか、臆病風に吹かれたための間違いとして聞いておくべきだ。

	
	
	
	255
	* 물귀신 심사(물귀신 작전)
　水鬼神（水の中で死んだ人間がなる鬼神。他人を水に引きずりこむ）の心持

　ノバミの訴えで金氏が捕まり、金氏が元氏を巻き込んで、元氏も捕らえられた。

	
	
	
	257
	* 다른 놈 눈 똥에 주저앉는다(*)　

　他の奴がした糞に座り込む。他人の罪をかぶる

　鉄原で人殺しをしただろうという審問にノバミは、他人の犯した罪を自分がかぶっただけで汚名だと主張した。

	
	
	
	264
	* 인두겁을 쓴다(사람의 탈을 쓰다)
　人のさやをかぶる。表面だけ人間の姿をしている

　元継儉は自分の娘が巨正の妻になっていたという話を南致勤から聞かされ、この話が他人の耳に入ったら自分はどの面下げてふたたび朝廷に出ることができようかと思い悩む。

	
	
	
	265
	* 얼굴에 개가죽을 뒤어쓴다(*)
　顔に犬の皮をかぶる

　元継儉は李樑の家に出かけたが、よほど面の皮が厚くなければこの話は口にできるものではないと思っていた。

	
	
	
	266
	* 원수를 외나무다리에서 만난다
　仇と丸木一本の橋で出合う。会いたくない敵と避けることのできない場所で会うこと

　元継儉が李樑に、新任の左辺捕盗大将は誰になったか尋ねると、元継儉の家とは犬猿の仲の金舜皐だった。仇と丸木橋の上で出会ったようなものだ。
* 왼새끼를 꼰다
　左縄をなう。とても気になることがあって気を揉む

こうなると、元継儉は気を揉まないわけにはいかなかった。

* 기연가미연가 하게 알다(긴가민가 하다)
　其然か未然か程度に知っている。漠然と知っている

　元継儉は李樑に事情を説明し、このことを知っているのは自分たち夫婦だけで、他には南致勤が漠然と知っているだけだと話した。

* 갓철대를 이마에 붙이고 남의 앞에 나선다(*) 

　カッを頭にかぶって人前に出る。大手を振って歩く

　このことが人の知るところになれば、自分はどうして大手を振って人前を歩けようかと元継儉は李樑に訴えた。

	
	
	
	268
	* 도끼눈을 뜬다

	
	
	
	269
	* 한번 벼르지 말고 열 번 쳐라(*) 
　１度どならず10度打て。言葉で言わずに実行しろ

* 뒷덜미에 사자밥을 짊어진다(*) 

　襟首に獅子の飯を背負う。いつ死ぬかわからない

　自分は巨正と妻たちの居所を教えてたやったのだから釈放されるはずだと思っていたノバミを、役人は「明日にもお仕置きになりそうな奴が勝手なことを抜かしていやがる」とあざ笑った。

	
	
	
	270
	* 손톱여물을 썬다
　爪で秣をきざむ。一人でひそかに気を揉む

　捕盗大将が交代をしたことを知って、大胆なノバミもひそかに気を揉み始めた。

* 죽는 것이 얼뜨고 사는 것이 장사다(죽어 석 잔 술이 살아 한 잔 술만 못하다)
　死ぬのは馬鹿げており、生きることがいいことだ

　典獄に移され重い首枷と足枷をはめられたノバミは、何としても生き延びなくてはと考える。

* 하늘이 무너져도 솟아날 구멍이 있다
　天が崩れても抜け出る穴はある。助かる道はあるはずだ

　だから自分が死ぬはずはないと、ノバミは思った。

	
	
	
	273
	* 독 안에 든 쥐
　甕の中に入ったネズミ。袋のネズミ

　ノバミは都事に、せっかく自分が捕盗庁に巨正の居所を教えてやったのに、捕校がだらしなくて袋の中のネズミを逃したと文句を言った。

	
	
	
	278
	* 여드레 팔십 리 가기가 바쁘다(여드레 팔십리)
　八日で八十里（日本の八里）進むのが難しい。歩みが遅くて少しも前に進まない

* 굼벙이 천장한다(굼벙이 천장하듯)
　蝉の幼虫が遷葬（改葬）する。物事がなかなかはかどらない（ナメクジの江戸行き）

　巨正の母を捕まえるという口実で禁府を出たノバミは、手の縄を解かせるためにわざとゆっくり歩いたので、同行の軍士たちはこんな言葉を口にしてノバミをせかした。

	
	
	
	280
	* 쏜살같이
　ノバミの一行が青石洞に近づくと、不審者進入の知らせが矢のような早さで頭領に届いた。

	
	
	
	282
	* 앉아 벼락맞는다
　坐って雷に当たる。何かのあおりで、思いがけなく突然不幸に見舞われる

　長統坊の事件で思いがけないとばっちりを食ったのは朴氏、元氏、金氏と韓オンだった。

* 일이 인왕산만큼 벌어진다(일이 태산같다)
　事が仁王山のごとく広がる。

　ノバミと三人の妻が捕盗庁で韓オンのことをあれこれしゃべりちらし、名前が上にまで届いて事が大きくなりすぎたので、もはや韓オンも捕盗庁での揉み消しはできなくなってしまった。

	
	
	
	286
	* 입이 백이고 천이라도 발명할 도리가 없다(입이 열이라도 할 말이 없다)

　口が百、千でも弁明できない。どうにも申し開きができない

　韓オンは天王童にその後の経過を話した。ノバミが韓オンを巨正の黒幕だと訴え、三人の妻も自分から生活の助けを受けていたと話したために、韓オンはどうにも弁明できない立場に置かれてしまったのである。　

	
	
	
	289
	* 살찐 놈 따라 부어 죽는다(살진 놈 따라 붓는다)
　太ったやつみたいに(食べて)膨れて死ぬ

　なかなか昼食を食べに来ない巨正に業を煮やした妻は、自分でお膳を持ってきて義姉の前におくと、「先に食べましょうよ。死ぬほど食べてやるわ」と言った。

* 밑도끝도없이
　巨正の妻は義理の姉と一緒に昼飯を食べながら、だしぬけに松岳山のブランコの話をした。じつは彼女は、大王のブランコに乗った霊験でソウルの三人の妻が捕盗庁に捕まったと、ひそかに思っていたのだ。

	
	
	
	292
	* 섶 지고 불로 기어든다(섶 지고 불로 뛰어든다)
　枯れ草を背負って火に入る。自ら災いを呼び寄せる危険な行為を行なう

　李鳳学は、典獄を破って女たちを助け出すという巨正の計画を自殺行為だと思ったが、いつかは来ることが今来るだけだと考えて泰然としていた。ただ、妻子のことを思うとため息が出た。

	
	
	
	299
	* 가을중 쏘대듯
　秋坊主が歩き回るように。忙しそうにあちこち歩き回る様子

　巨正が興天寺から布を奪っていったという訴えを受けた左捕庁では捕校を繰り出して巨正の行方を捜させた。これを知った右捕庁も捕校を出したので、城内外はあちこち動き回る左右の捕校たちでいっぱいになった。

	
	
	
	302
	* 귀신 찜쪄먹는다(*)
　鬼神を容赦なく打ちのめす

　マッポンィが惠陰嶺の盗賊たちとともに巨正の待つ長水院に行く途中で出合った若い盗賊は、巨正が潜伏しているという噂のためにソウルでは厳しい取締りが行なわれていることを伝え、鬼神もやっつける巨正みたいな奴が捕校の手で簡単に捕まるわけがないよな、と言った。

* 개싸대듯(*)
　犬がやたらに歩き回る

　城内では捕校が犬みたいにうろうろしている。引っかかると大変だから自分はすぐに引き返したと男は話した。

	
	
	
	315
	* 일불이 살육통
一不が六通を殺す。仲間のうち一人が下手なことをしでかすと、その派の全員が罪を問われるというシステム

だから惠陰嶺の仲間は殺されたサンガプの仇を取ることを考えまいと、徐霖は天王童に言った。

	
	
	
	324
	* 능구렁이 다 된다
　すっかり赤まだら蛇になる。ひどく陰険になる

　青石洞に戻った巨正は、ノバミから事情を聞いた。おそろしく陰険老獪な捕校の取調べにも自分は口を割らなかったのに、他の手下二人が口を割ってしまったのだと、ノバミは嘘をついた。

* 병신이 급살한다(병신이 지랄한다)
　不具者が罰当たりの行為をする

　自分のことをこう罵った捕校だけは許せないと、片目のノバミは言った。

	
	
	
	325
	* 물귀신 심사(물귀신 작전)

	
	
	
	327
	* 동에 가 번쩍 서에 가 번쩍(동에 번쩍 서에 번쩍)
　西に東にと出没する

　徐霖は、危急の際に西に東にと出没して行方をくらませるために、完璧な巣窟を何ヶ所か作っておこうという計略を立てた。それから四、五ヶ月後には、陽徳・孟山・成川の3つの巣窟が完成した。

	火賊篇 3
	4. 笛
	1
	8
	* 감을 못낸다(*)
  あえて何かをしようという気を起こさない。尻込みする

　いぜん呉哥が一人で盗賊をしていたときは、タプコゲで仕事をしていても通行人が三、四人一緒に来ると、もう尻込みをしていたものだった。
* 베주머니에 의송 들었다
　麻きんちゃくに上訴文。粗末なものの中に重要なものが入っている

　貧しいものからは通行税を取るなと巨正は命令を出していたが、手下たちは、貧しい格好でも何か重要なものを持っているかもしれないという理由で、通行人の身体検査をした。

	
	
	
	11
	* 장마다 망둥이 난다(장마다 꼴뚜기)
　市のたびにハゼが出る。いつも思い通りにいく。柳の下にドジョウ

　通行税の取り方は頭領によって違った。黄天王童の番のときに抗議して税を払わずに済んだ男が、マッポンィの番の時に今度も同じことを期待して文句を言ったが、今度は頭を割られて所持品をすべて没収された。

* 조선의 공도는 오직 과거뿐이다(*)
  朝鮮の公道はただ科挙だけだ。朝鮮社会で立身出世できる道はただ科挙のみだ

　科挙に不正はつきものだが、こんな諺まであった時代のことだから、当時は後世のようにあらかじめ及第するものを定めておく科挙などは見られなかった。

* 하늘에 오르기만 못지않게 어렵다(하늘에 별따기)
　天に昇るのと同じくらい難しい

　とはいえ百人に一、二人しか受からない試験に及第することは、極めて難しかった。

	
	
	
	12
	* 여우볕
　キツネの日差し。雨天にちょっと出てすぐに消える日差し
　科挙に落ちて故郷に戻る途中の鳳山ソンビたちは、雨の合間の一時的な日差しに雨が上がったと勘違いし、急いで宿を出た。

* 가는비에도 옷이 젖는다(가랑비에 옷 젖는다)
　小糠雨でも衣は濡れるから油衫（油を引いた外衣）があればまとったのだが、あいにく持ち合わせなかった。

	
	
	
	20
	* 권커니잣거니
　相部屋になった二人連れは最初は自分たちの酒をソンビに勧めたが、ソンビたちの会話が漢語だらけなのに気分を害し、二人だけで差しつ差されつしてソンビたちには目もくれなかった。

	
	
	
	25
	* 혼구멍을 낸다
　青石洞に連れ込んだ八人のソンビの処分を巨正に一任された徐霖は、「それじゃ、さっそくあいつらを一人ずつ引きずり出して、目にもの見せてやります」と答えた。

	
	
	
	26
	* 한 일을 미루어 열 일 안다(하나를 보면 열을 안다)
　一つのことから推し量って十のことがわかる
「タプコゲで飲んだ酒代を鳳山まで取りに来いだと。その言葉一つですべて分かる。おまえは両班を笠に着て悪事を重ねて来たに違いない」と徐霖はチョン生員に言った。

* 구렁이 제 몸 추듯
　自分で自分のことを自慢すること

　「私の品行については鳳山で聞いてもらえばすぐにわかりますから、自分で自分を誉めるようなことは言いません」とチョン生員は言った。

	
	
	
	27
	* 결초보은
　結草報恩。死んだ後までも恩に報いる

　引き立てられるチョン生員はぶるぶる震えながら「命さえお助け下されば、死んでも恩はお返しいたします」と泣き声で言った。　

	
	
	
	29
	* 양반 고집은 쇠고집(*)
　両班の頑固は牛の頑固。徹底した頑固の比喩

　何としても跪こうとしないハン生員に匙を投げた徐霖は、好きな風に座らせると、「両班の頑固は牛なみだというが、おまえも両班だ、頑固さはたいしたものだ」と嘲笑するように言った。

	
	
	
	30
	* 흉내내는 잔나비(*)
　真似をする猿

　「おまえの姓は申（さる）だが、本当に猿真似だなぁ」と、徐霖は申進士に言った。

	
	
	
	32
	* 팥으로 메주를 쑤래도 어기지 않는다(팥으로 메주를 쑨대도 곧이 듣는다)
　小豆で味噌麹を作れと言っても従う。何でも言うことを聞く

　「巨正が私の前に来てひざまずき、私の言うことならどんなことでも聞くと天に誓うなら入党しよう」と申進士は言った。

* 사시나무 떨듯
　ヤマナラシの震えるように。ぶるぶる震える
　連れ込まれたソンビの最後の一人は、口も聞けずにブルブルと震えるばかりだった。

	
	
	2
	33
	* 난형난제
　難兄難弟。兄たり難く弟たり難し。兄弟が互角に優秀である

　太宗の庶子の曾孫で、書とコムンゴで名高い秀泉副正の孫である端川令億舜と咸川副守億載はともに音律に精通し、難兄難弟と言われた。

* 청출어람
　青出於藍。出藍の誉れ。弟子が師よりも優れている

　兄の咸川のコムンゴは祖父の後を継いで出藍の誉れという定評があった。

* 고금무쌍
　古今無双。昔も今も並ぶものがない

　端川令の笛は自分で磨いた技で、古今無双と称された。

	
	
	
	38
	* 의복이 날개(옷이 날개)
　衣服が翼だ。りっぱな服を着れば着た人は立派に見え、ぼろを着れば貧しく見える

　端川令が楚香に会いに行くためにみすぼらしい衣をまとうと、衣が翼という諺のとおりで、立派な顔まで突然みすぼらしく見えた。

	
	
	
	44
	* 생파리같이 잡아뗀다(생파리 잡아떼듯)
　ぶんぶん飛び回る蝿のように(無愛想に)しらを切る

　端川令はひそかに楚香の奏でる伽倻琴にあわせて笛を吹き、飛び出してきた楚香の母に、いま笛を吹かなかったかと訊ねられると、寝ていたから知らないとぶっきらぼうにしらを切った。

	
	
	
	47
	* 금지옥엽
　金枝玉葉。王族のこと

　楚香は「あなた様は王族､私は賤しい田舎妓生の身。知己と口には出せませぬが、情に上下はないと存じます」と時調で歌った。

	
	
	
	51
	* 이에 신물이 난다(신물이 난다)
　心から嫌になる。虫ずが走る

　「尻叩きの刑を受ける妓生稼業は心底いやになりました」と、楚香は端川令に訴えた。

	
	
	
	59
	* 고래등 같다
　鯨のようだ。家が豪壮であることの比喩

成川のある僧が、巨正が巣窟を作っていると言う噂を聞いて山奥に行ってみると、豪壮な瓦葺の屋敷が建てられていたという。

	
	
	
	60
	* 용에게는 구름이 따르고 범에게는 바람이 따른다(용 가는데 구름 간다)
　龍には雲がしたがい、虎には風がしがたう

　端川令とともに妙香山の庵に泊まった楚香は、夜中に不思議な風の音を聞いてこの諺を思い出し、きっと虎が来ているに違いないと思って恐怖に震えた。

	
	
	
	63
	* 엎드려 절 받기
　身を伏せてお辞儀を受ける。する気がない相手に無理にやらせる

　恐怖の一夜を過ごした楚香が先に家に帰ると言い出したので、もっと妙香山にいたかった端川令も一緒に帰ることになった。「わがままなやつだ。仕方がない、そうするか」と端川令は言った。

* 못 잡아먹어 몸살한다(못 잡아먹어 안달이다)
　獲って食えなくて体がおかしくなる。ひどい目にあわせたくて仕方ない

　宴席に楚香が出てこないわけを府使に訊かれた妓生頭は、楚香をやっつけたくてうずうずしている女だった。

	
	
	
	65
	* 천리도 멀다 않고 찾아다닌다
　端川令は気が向けば千里も遠しとしないが、気が向かなければ友人の家の前も通り過ぎると、端川令の人となりを知る雲山郡守は評した。

	
	
	
	67
	* 매를 번다
　むち打ちの刑を招く

　端川令たちが妙香山から戻るとすぐに役人が楚香を捕えに来た。「私がおまえのむち打ち刑を招いてしまったらしいから、おまえの母が私を恨むのも当然だ」と端川令は楚香に言った。

	
	
	
	73
	* 금지옥엽
　ある日端川令が楚香の家に行くと、母と娘の言い争いが聞こえた。「王の血筋の貴族のことを、やくざな律客とは、何ということを言うのですか」という楚香のきびしい声。

* 허울 좋은 하눌타리
見た目のよいキカラスウリ。見かけだおし

それに対して「ふん、見かけだおしじゃないか。おやめよ」という老母のふてぶてしい声。

* 쥐죽은 듯

	
	
	
	75
	* 아버지 무덤 위에 꽃이 피었는가(고목나무에 꽃이 핀다)

　父親の墓の上に花が咲いたのか。何かめずらしいことでも起こったのか

　寧辺府使が楚香を呼んで、夜一度おまえの家まで行くと言い渡したという。その話を聞いた端川令は、「いったい何事だね。めずらしいことでもあるのか」と楚香に言った。

	
	
	
	80
	* 금지옥엽
　盗賊に囲まれた端川令が名を名乗ると、韓オンが「笛のうまい端川令か。王族だな」と言った。

	
	
	
	82
	* 귀신이다
　鬼神だ。鬼神のようにすごい

端川令が青石洞に来たと聞いたソフンは「あの方の笛はまさに鬼神ですよ」と言った。

	
	
	
	84
	* 잔 고기 가시 세다
　小さい魚の骨がかたい。体は小さい方が中身はたっぷりという意味だが、ここでは下っ端は融通がきかないという意味で使われている

　「盗賊に驢馬をよこせと言われ、下っ端では話が通じまいと思って大将に会わせろと言ったところ、ここに連れ込まれてしまった。驢馬はやるから私を帰してくれ」と、端川令は巨正に頼んだ。

	
	
	
	85
	* 일각이 삼추 같다
　一刻が三秋のよう。一日千秋の思いがする

　せっかく来たのだから少し滞在していけと勧める巨正に端川令は、家を出てから長くなり、一日千秋の思いだから一日も早く帰りたいと答える。

	
	
	
	88
	* 땅띄임도 못한다(*)
　重いものを地面から少しも持ち上げられない。力や能力が足りず、できないこと

　瓶亥大師の遺書を見せられて意味を尋ねられた端川令は、「文の意味はわかるのだが、言っていることがさっぱり分かりません」と巨正に答えた。

	
	
	
	90
	* 말자루를 잡는다(*)
　話の主導権を握る。話を仕切る

　己卯士禍の話や、李鶴年が死んだ辛巳の獄などの話が出て巨正と端川令が代わる代わる話の舵をとり、徐霖も時おり口をはさんだ。

	
	
	
	95
	* 오십보 백보
　五十歩百歩

　オジュが泣き止まない赤子を殺した話を聞いた端川令は、赤子の泣き声を嫌って部屋のすみに押しやった自分の経験を思いだし、オジュと自分とは程度の差はあれ似たようなものではないかと考える。

	
	
	
	96
	* 만수받이
　クッで1人のムーダンの唱に他のムーダンが唱和すること。おねだりや煩わしい話を厭わずに聞いてやること。酔っ払いや、口うるさい女たちの相手をすること

　宴が始まると、松都から来た妓生たちは放蕩者韓オンのお相手をする暇もなく酒を注ぎまわった。

	
	
	
	99
	* 고금무쌍

	
	
	
	100
	* 오복전 조르듯(오복 조르듯)

	
	
	
	101
	* 귀신같이

	
	
	
	103
	* 닭의똥 같은 눈물(달기똥 같은 눈물)
　鶏の糞のような涙。無骨な人が流す大粒の涙

　最初に勇壮な曲を吹いた端川令は、次に曲調を変えて人世無常を感じさせる哀切な曲を吹いた。呉哥は死んだ妻が傍らに来てすすり泣いているような気がして、ポロポロと大粒の涙をこぼした。

	
	
	
	108
	* 일구이언
　一口二言。二枚舌。食言。約束を違えること。嘘をつくこと

　「男に二言はない。帰してやるから心配するな」という巨正の言葉に端川令はほっとした。

	
	
	
	121
	* 상투치레 코치레 당나귀 무엇치레(*)　
　金山と李春同が子供のときに一緒に歌った歌

	
	5. 平山戰
	1
	123
	* 건지가 많아야 국물이 난다(*)
　汁の実が多くてこそ、汁(の味)が出る。必要な条件が整ってこそ、成果も上げられる

　金山は馬里里で遠い親戚の李春同に再会した。鍛冶屋をやっているというので、「稼ぎはいいか」と聞くと、春同は「場所がよくてこその商いだ。こんな田舎の村で鍛冶屋が儲かるわけがないだろう」と答えた。

* 팔자가 사납다
　八字が険しい。生まれつきの星回りが悪い

　自分の家に遊びに来るよう誘う李春同に、金山は「俺は凶運の持ち主だから、おまえ、一生俺に仕えることになるかも知れんぞ」と言った。

	
	
	
	124
	* 등을 친다
　背中を打つ。脅す。たかる。強請る

　おまえの過去は知っているぞと言う春同に、金山は「こいつめ、俺を脅す気か」と言う。

* 신장을 부린다(*)
　訊杖(訊問のときに使う棒)をふるう

　顔色の変わった金山に春同は笑いながら、「俺があんまりいろいろ訊ねるから、怖くなったようだな」と言った。

	
	
	
	127
	* 목벨 다짐(목을 걸다)
　首を賭けて誓うこと

　使用人の前で林巨正の話をした春同を金山がとがめると、春同は「俺の家で反逆の謀議をしても外に漏れる心配はないぜ。首を賭けてもいい」と請け合った。

	
	
	
	132
	* 어른더러 욕하면 오래 산다(욕먹으면 오래 산다)
　目上の人を罵ると長生きする

　春同が猛烈な勢いで犬肉を食べるのを見た金山が、「今わかった。お前は人間じゃなくて虎の子だったんだな」とからかうと、春同は「悪口を言われると長生きするって言うからな。せいぜい謗るがいいさ」と言い返して笑った。　　

	
	
	
	133
	* 말이란 갈수록 보태는 것(말은 갈수록 더해진다)
　言葉とは行くほどに付け加わるもの。言葉は伝わる間に大げさになる

* 세상에 떠드는 말은 에누리속으로 들어야 한다(*)

　世間で言い立てる言葉は掛け値されていると思って聞くべきだ

　春同は金山に、巨正がやったと世間で噂しているさまざまなことについて問いただし、こんな話を真に受けるのはあほらしいと言った。金山も「言葉は伝わるうちに膨らむものだから、世間で騒いでいる言葉は割引いて聞くべきだな」と言う。

	
	
	
	134
	* 삼씨 오쟁이를 진다(오쟁이를 지다)
　自分の妻が姦通する。妻を寝取られる。コキュになる

　むかし雲達山にいたとき朴連中の妾を襲ったノバミが青石洞にいると聞いた春同の部下は、「それじゃ、青石洞の大将はいまに妻を寝取られるぞ」と言った。

	
	
	
	135
	* 범이 배가 고프면 가재두 뒤지는 일이 있다(범도 시장하면 가재를 잡아 먹는다)
　虎だって腹が空けばザリガニをあさることがある。窮したときは仕方がない

　巨正の名をかたる盗賊に出会った天王童が、悪戯心を起こして、巨正のような豪傑がたかが旅人の巾着を狙うとはどうしたことかと言ったところ、そいつはこう答えたという。

	
	
	
	141
	* 목벨 다짐(목을 걸다)
　首をかけた誓い

　李春同は青石洞の進上品強奪の罪をきせられて逃亡した朴連中の部下だったので、徐霖は春同が自分たちを恨んでいるのではないかと疑っていた。金山は「春同に悪意のないことは、俺が首をかけて誓います」と早口で言った。

	
	
	
	143
	* 안팎곱사등
　前にも後ろにも瘤。こうもできず、ああもできずに困ること

　李春同は、巨正が自分にすぐに会ってくれないと言って金山をなじる。金山は、徐霖の疑いと春同のなじりに挟まれて困り果てる。

	
	
	
	149
	* 저승사자가 눈이 없다(저승사자가 눈이 멀었다)
　あの世からの使者は目がない。目が見えない

　青石洞でノバミに再会した李春同は、「おお、あの世のお使いは目が見えないようだな。お前をまだ捕えていかないとは」とからかう。

* 천도가 무심하다(하늘도 무심하다)
　天道無心。天が無情だ。神仏が顧みない

　「お前みたいな奴がくたばらずに生きているところを見ると、天も無情なものだ」と李春同はノバミに言った。

	
	
	
	152
	* 입에 발린 말
　口に塗られた言葉。うわべの言葉

　朴連中を当代の英雄だと褒める徐霖の言葉は、李春同の本心をうかがうためのうわべの言葉に過ぎなかった。

* 오금을 박는다
　ひかがみを打つ。日ごろの言動とそぐわぬことを取り上げてやりこめる

　徐霖が朴連中を賞賛する言葉を本人が聞いたらさぞ喜ぶことだろうという金山の言葉に、徐霖は「昨日のつまらない言葉を根にもって、私に嫌味を言っているようですな」と気色ばむ。

	
	
	
	153
	* 큰코 깬다(큰코 다친다)
　大きな鼻を壊す。鼻を怪我する。酷い目に遭う

　金山は徐霖のことを「信用できないどころじゃない。あんな人間を信じたら酷い目に遭う」と言った。

	
	
	
	155
	* 떡국 많이 먹는다(떡국 먹는다)
　(お正月の)餅汁をたくさん食べる。歳をとる

　年長者を敬おうとしない態度を李春同にたしなめられた韓オンは、「正月に食べた餅の数が多いということ(＝年を取っているということ)が、それほど威張れることですか」と言い返す。

	
	
	
	157
	* 소뿔도 각각(쌍둥이도 제각각)
　牛の2本の角も各自違った方向に出ている。似ているようでもそれぞれの特色がある

　今日までは金山の客だが、明日からは自分の客人として泊まれという巨正に、李春同が同じ青石洞ではないですかと答えると、巨正は「牛の角もそれぞれというではないか」とさらに勧める。

	
	
	
	161
	* 뼛속에 사무친다
　骨の中までしみる。骨身に沁みる

　初対面の自分を友人扱いしてくれた好意が骨身にしみた李春同は、母親を説得して青石洞に入ることを決心した。

	
	
	2
	163
	* 바람을 안는다(*)
　風を抱く。風をまともに受ける。風に逆らう

　徐霖が馬山里で鳳山郡守を討つ計を立てた翌日、ひとりの老婆が風に逆らいながらタプコゲ峠を登ってきた。

	
	
	
	170
	* 엎드러지면 코 닿을 데(엎어지면 코 닿는다)
　転べば鼻が届くところ。目と鼻の先にあるところ

　タプコゲの村は峠から目と鼻の先のところにあったが、老婆がたどり着くにはたいそう長い時間がかかった。

	
	
	
	178
	* 땅파기로 조른다(땅파기)
　土堀り(愚かな人)のようにせがむ。一途に、ひたすら、しつこく頼み込む

　老婆は徐霖の妻の母親だった。獄に入れられた一人息子を何とかして救ってくれと徐霖に頼み込み、今は無理だから来月なんとかすると言っても、すぐにソウルに行けとせがんで譲らなかった。

* 차치고 포친다
　(将棋で)車を打ち包を打つ。抜け目なく計画的に行動する

　「たとえ大切な仕事があったとしたって、お前さえその気になれば、きっちりと策を立てて、それくらいの時間をひねり出せないはずはあるまい」と、外姑は徐霖に泣きついた。

	
	
	
	181
	* 왔소 갔소 한다(왔다 갔다 한다)
　行ったり来たりする

　徐霖が都に行くと聞いた韓オンは、崔書房への手紙をことづけようと思ったが、よく話を聞くと行ったと思うとすぐ帰るらしいので、遠慮することにした。

	
	
	
	187
	* 잔뼈가 굵는다
　小さな子どもの骨が太くなる。成長する

　崔書房は韓僉知(韓オンの父親)の手で育てられたくせに、その恩も忘れて主人の家を食い物にしていると、権ケミチは徐霖に訴えた。

	
	
	
	189
	* 두길보기(*)
　二股をかける

　崔書房は捕校(捕盗部将)たちと親しく付き合い、主人の韓オンと捕盗庁との二股をかけていた。

* 홑벌로 죽일 놈이 아니다(*)
　一つの罰だけで殺すべき奴ではない。犯した罪が大きいから一つの刑罰で殺しては足りない

　「一つの刑罰で殺してはあきたりない、千回惨殺し万回殺戮すべき奴です」とケミチは崔書房のことを罵った。

	
	
	
	191
	* 귀신같이
　ソウルの金先達は徐霖が鬼神のごとく先々のことを見通すことを知っていた。

	
	
	
	195
	* 다른 복은 막히고 길복만 터졌나(*)
　十一月二十三日の明け方、布団の中で徐霖はあれこれ考えた。明日の夜中には何としても青石洞に着かねばならぬ。今日の夕方ソウルを発って行ける所まで行って泊まろう。青石洞に着けば、今度はすぐに馬山里だ。やれやれ、他の福とは縁がないのに、旅の福ばかりは大したものだ。

* 개잠이 든다
　犬の眠りを眠る。二度寝をする

　外から冷たい風が来るので頭を布団にもぐりこませた徐霖は、いつの間にか二度寝をして夢を見た。
* 고운 정 미운 정 정이 깊이 드는다(고운정 미운정 든다)
　やさしい情、憎い情、深くなじむ
　夢の中で自分は死んでいるのに、妻が平気で娘の髪を梳いていた。二十年以上も連れ添って深くなじんだ妻が、不思議なことに一滴の涙も見せていなかった。

	
	
	
	197
	* 솔개 병아리 차듯(솔개 병아리 채듯)
　トンビが雛をわしづかみにするように

* 고양이 쥐 놀리듯(고양이가 쥐 놀린다)
　猫がネズミをなぶるように

　徐霖を捕えに来た捕校たちは、トンビが雛を捕まえるようにさっさと徐霖を捕えず、猫がネズミをなぶるように、しばらく互いに目くばせしたり鼻で合図したりしていた。

	
	
	
	198
	* 왼새끼를 꼰다
　左縄をなう。とても気遣わしいことがあって気を揉む

* 아닌보살한다(모른 체 한다/시치미 뗀다)
　何事もないような表情をする。知らん顔をする

　捕校たちは徐霖に、自分らは徐霖が呉衛将(徐林の仮名)を名乗ってここにいると聞いてきた、悪いがとりあえず捕盗庁まで同行してくれと言った。その言葉に徐霖は内心ひどく気が揉めたが、表面上はなにくわぬ顔をした。　

	
	
	
	200
	* 슬기 구멍이 막힌다(*)
　知恵の穴がふさがる。知恵袋が空になる

　捕盗庁に連行されて取調べを受けることになった徐霖は、何とかこの苦境から逃れる道はないかといろいろ考えたが、まるで知恵袋の口がふさがったかのように、よい計略を思いつかなかった。

* 하늘이 무너져도 솟아날 구멍이 있다
　天が崩れても這い出してくる穴はある
徐霖は決して自白しまいと決心した。まさか自分が死ぬことはあるまい。何があっても助かる道はあるはずだ。

	
	
	
	203
	* 괴 목에 방울 달기(고양이 목에 방울 달기)
　猫の首に鈴をぶら下げる。現実性がないこと

　徐霖は尹元衡の使用人孫のいとこだと名乗って急場をしのいだ。しかし孫の返事によっては、もっとひどい刑を受けることになる。あれやこれやと考えてみたが、猫の首に鈴をぶら下げるような現実的な策しか思いつかず、おもわず溜息をついてしまった。

	
	
	
	207
	* 뜨물에도 아기 설는지 누가 아나(*)
　米のとぎ汁にも赤子ができるかもしれない。まさかと思うことでも、あるいは起こるかもしれない

　年取った捕校は、巨正を捕まえる策があるから捕盗大将に会わせろという徐霖の訴えを聞いて、「ひょっとしたらということもある。あちらに行ったら一応申し上げてみろ」と若い捕校に言った。　

	
	
	
	211
	* 물귀신 심사(물귀신 작전)
　水鬼神の心（川や海で死んだ者の霊は水鬼神となって、生者を水に引きずり込もうとする）

　「最初は、どうせ死ぬなら巨正まで引きずり込んで一緒に死のうという、いわゆる水鬼神の心もございました」と徐霖は左辺捕盗大将金舜皐に述べた。

	
	
	
	212
	* 집(즙)이 난다

　汁が出る。仕事がうまくなる。慣れている

　徐霖の言葉にはそつがなく、嘘を聞くことには慣れている捕盗大将の耳にも、それらしく聞こえた。

	
	
	
	215
	* 입에 발린 거짓말
　口に塗られた嘘。口先だけの嘘

　｢巨正の潜伏先を密告して捕えさせ、お前はその功績によって命を長らえたいのであろう。巨正と一緒に死ぬのが願いだなどと、口先だけのことを言うな！｣と、金舜皐は徐霖に怒鳴った。

	
	
	
	220
	* 동여가도 모르도록(업어가도 모르게)
　縛って行ってもわからないほど。前後不覚に

　悪天候の中の過酷な行軍の末に十一月二十六日未明に鳳山に到着した宣伝官一行は、郡守の李欣禮が兵を集めているあいだ前後不覚に眠り込み、日が昇ってから起床した。

	
	
	3
	222
	* 쇠 멱미레 같다
　牛の顎の下についた肉のようだ。人の言うことを聞き入れない頑固者　

* 화가 꼭뒤까지 오른다(화가 머리 끝까지 난다)
　怒りが後頭部の真中まで上る。怒りが頂点に達する

　約束の十一月二十四日になっても徐霖が帰って来ないので立腹している巨正に、オジュが嫌味を言った。止めろと言っているのに、頑固者のオジュが巨正が徐霖を信用しすぎるといういつもの主張を繰り返したので、巨正の怒りは頂点に達した。

	
	
	
	229
	* 신이야 넋이야(신이야 넋이야 한다)
　神だ魂だ。あれやこれやと詳しく
　配下の崔書房が主人の財産を横取りして屋敷を買い、捕校たちと親戚づきあいしているという話を、ケミチがこと細かに語ると、韓オンは驚きのあまりしばらく開いた口がふさがらなかった。

	
	
	
	231
	* 솥발같이(*)
　鼎足のように。三人輪になって

　呉哥とユボギと韓オンは三人で車座になり、ケミチが届けた徐霖の手紙を検討した。

	
	
	
	222
	* 귀신이 아닌 다음에 알 가닭이 없다(귀신이 아닌 다음에야 알 턱이 없다)
　神ならぬ身の知る由もなし

　巨正を裏切った徐霖は左辺捕盗将金舜皐に家族救出の応援を頼み、偽の手紙を書いてケミチに届けさせたのだったが、都から三百里離れたところにいる韓オンは神ならぬ身の悲しさで、都でのこうした事情を知る由もなかった。

	
	
	
	236
	* 믿은 도끼에 발을 찍힌다(믿는 도끼에 발등 찍힌다)
　信じた斧に足を切られる。信用していた人間に裏切られること

　徐霖の裏切りの話を聞いたオジュが、「大将兄貴が今ここにいたら、さぞかし大騒ぎだったことだろう」と言ってからからと笑った。韓オンは、「信じていた人間に裏切られれば誰だった腹を立てるではないか」と言った。　

	
	
	
	237
	* 독불장군
　独不将軍。孤立無援の人

　オジュまでが呉哥の意見に賛成して徐霖の家族を送り出せと主張したので、孤立無援になった韓オンはすっかり気分を害した。

	
	
	
	240
	* 천방지축
　汚れ物をこっそりと洗いに温泉場に来ていた女は、突然裸で現われたマッポンィを見て吃驚し、洗濯棒を投げ出すと慌てふためいて逃げ出した。

	
	
	
	244
	* 촌보리동지(*)
　田舎の好々爺

　巨正が久しぶりに会った朴連中は、見るからに田舎の好々爺になりきっていた。

	
	
	
	245
	* 눈코 뜰 새 없다
　目をあけ鼻の穴を広げる隙がない。非常に忙しいことの喩え

　李春同は目が回るほど忙しい中でも、離れの客のためにいろいろと心を砕いた。

* 칙사같이 떠받든다
　勅使のように大事にする

　そして離れの客たちに至れり尽くせりのもてなしをした。

	
	
	
	251
	* 평지돌출(개천에서 용났다)

	
	
	
	252
	* 궂은 고기 먹은 것 같다(*)
　腐った肉を食べたようだ。なんとなく忌まわしい

　朴連中は娘と息子をそれぞれ巨正の息子と姪に縁付けることにしたが、心の片隅で、どことなく嫌な思いを打ち消すことができなかった。

	
	
	
	253
	* 칼을 뺐다 그대로 꽂을 수 있나(남자가 칼을 뺐으면 무라도 잘라야지)
　刀を抜いてそのままおさめることはできない

朴連中は、鳳山新任郡守を討つという今回の計画を撤回するよう巨正にせまったが、巨正は「一度抜いた刀をそのまま鞘におさめることができますか」と言って拒否した。

	
	
	
	257
	* 삼십육계에 주위상책(삼십육계가 상책)
　三十六計に走為上策。逃げ出すのが一番の策だ

　官軍五百名が馬山里に押し寄せるという報を聞いた朴連中は、巨正にこう言って逃亡を勧める。

* 큰코 떼인다(코 떼어 주머니에 넣다)
　大きな鼻をむしり取られる。ひどい目に遭う

　「役にも立たない血気に逸ってひどい目にあっても仕方がない。朝飯を食って別れよう」と朴連中は巨正に言った。

	
	
	
	258
	* 삼십육계가 상책　

	
	
	
	261
	* 혼뜨검을 낸다(혼을 낸다)
　ひどい目にあわせる

　李鳳学は、「丸太や割れた甕のようなものを山上にたくさん運んでおいて上から落とせば、官軍に一泡吹かせることができると思います」と提案した。

	
	
	
	262
	* 이잡듯(이잡듯 뒤진다)
　虱をとるように、虱をつぶすように

　二手に分かれた軍勢の意気は盛んで、馬山里にいる盗賊がたとえ数百名であろうと一人残らず虱つぶしに捕えてやるという勢いであった。

	
	
	
	267
	* 고깃값을 한다(고깃값이나 하여라)
　どうせ死ぬなら、せめて（自分の体の代金にみあうほど）立派で潔い行動をとる　
　もし盗賊を一人でも逃すようなことがあったら、自分は一人で賊の巣窟に攻めて行き、死に花を咲かせてやると、延千齢は大見得を切った。

	
	
	
	271
	* 천라지망(*)
　天羅地網。天に鳥網、地に魚網。何としても災いを避けることができない

　延千齢の率いる先鋒隊を撃退したあと、巨正はもう一度官軍と戦おうとする。金山は、官軍の本隊が逃げ道をふさげば我々は網の中に閉じ込められることになるから一刻も早く逃げようと言うが、巨正は、必ず抜け出せるから心配するなと豪語して、金山の肩を叩いた。　

	
	
	
	275
	* 물꼬에 물을 터놓은 것 같다
　水田の水口で水を放出するよう

　灰を浴びせられたところに醤油入りの甕を投げつけられて、官軍は逃げ出した。官軍がなだれをうって下りゆくさまは水路の堰を切ったかのようで、上官たちにも制止する力はなかった。

	
	
	
	281
	* 닫는 말을 채질한다(달리는 말에 채찍질 한다)
　走っている馬に鞭を当てる。すでにうまくいっていることをさらによくするように激励する（ここでは文字通りの意味）

　延年齢は走る馬にさらに鞭を当ててすごいスピードで駆けたので、軍士たちは走ってもついて来られなかった。

	
	
	
	283
	* 호초가 작아도 맵다(작은 고추가 맵다)
　胡椒は小さくても辛い。山椒は小粒でもぴりりと辛い

　延年齢のつれていた軍士の中にチビというあだ名の射手がいた。山椒は小粒でもびりりと辛いという諺の通り、彼は人間も大胆で矢の腕前も見事だった。

* 너무 고르다가 뱀 본다(너무 고르다가 눈 먼 사위 본다)
　選びすぎているうちに蛇と会う。選り好みしているうちにとんでもないのにあたってしまう

　鳳山から来た軍士たちは遠くから黄天王童を見ながら、あれが自分たちのところの美人を奪った奴だ、白吏房が婿を選ぶのに選り好みしすぎてとんでもない婿を引き当てたのだ、などと噂した。　

	
	
	
	287
	* 커도 산이고 작아도 산
　大きくても山、小さくても山

　「白頭山で生まれたおまえには、こんな山は山に見えないだろう」という李春同の問いに天王童は、「大きくても小さくても山は山だ」と答える。

	
	
	
	299
	* 깎은선비
　玉で彫ったようなソンビ。端正ですらりとしたソンビ

　慈母山城に引っ越してきたばかりだという天王童の嘘を真に受けた村人は、「りっぱな両班とお見受けするが、山城に来て、どうやって暮らしていらっしゃるのですか」と聞いた。

	
	
	
	301
	* 쑥밭 된다

	
	
	
	304
	* 굿해 먹은 집 같다
　クッが済んだ家のよう。騒ぎが収まって急に静まり返ること

　李欣禮、鄭受益、姜侶が兵を引き連れてそれぞれ引き上げると、平山はクッが済んだ家のように急に静かになった。

	
	
	
	305
	* 책장을 덮는다

　本棚を閉じる。事実を伏せる、見逃す

* 헛다리품만 판다

　無駄な足仕事をする。無駄足を踏む

　巨正たちがふたたび馬山里に現われたという報告は平山府使蔣孝範によってもみ消され、報告した村人たちは無駄足を踏むことになった。そのおかげで巨正たちは何の支障もなく青石洞に戻ることになった。

	
	
	
	306
	* 사람이냐, 돌부처냐
　人間か、石仏か

　徐霖の家族を都に送ったことを聞いた巨正は烈火のごとく怒り、ユボギの「徐霖が兄者を裏切ろうとは夢にも思いませんでした」という言葉に、「俺が来いと言ったときに来なかったのを見ただけで、わかることではないか。お前の目は節穴か！」と怒鳴った。　

	火賊篇 4
	6. 慈母山城(上)
	3
	10
	* 성복 후의 약방문(사후 약방문)
　成服（喪に当たり三日または五日後にはじめて喪服を着ること）の後の薬方文(処方箋)。葬式後の医者話。あとのまつり

　官軍が馬山里に行かずに巨正が不在中の青石洞を襲って家族を先に捕えておれば、巨正を討つのは容易だったのにと徐霖は金舜皐に話した。彼が「葬式あとの医者話」のような計画を披露したのは、金舜皐に自分の才能を認めさせるためだった。

* 불패천 불외지(*)

　不悖天、不悖地。天の意志に逆らい、地を恐れない

　巨正一党は天も地もおそれず命を惜しまない輩なので、たとえ青石洞を取り囲んで攻めても捕えることは難しいでしょうと、徐霖は金舜皐に言った。

	
	
	5
	18
	* 반복소인(배신자)
　反覆小人。絶えず言動が変わる小人物。裏切り者

* 긁어부스럼을 만든다
　引っ掻いて腫れ物を作る。ことを荒立てる

　どうして徐霖を連れて行かないのかという金世澣の問いに、李思曾は、徐霖のような裏切り者を連れて行って盗賊に内通でもされたら、かえって困ることになると答えた。

	
	
	5
	19
	* 불행중 다행
　不幸中の幸い
　金舜皐の勧めにもかかわらず李思曾が徐霖を連れて行かないことにしたのは、青石洞の仲間にとって不幸中の幸いであった。

	
	
	7
	23
	* 묵주머니가 된다(묵사발이 되다)
　ムック作りに使う漉しになる。だめになる。つぶれてしまう。ごたごたになる

客主の主人金先達は捕盗庁から追われていたが、尹元衡の使用人孫同知の力でうやむやにもみ消して逮捕を免れていた。

	
	
	8
	25
	* 다리품 팔기
　足仕事をすること。お使いをすること　

* 웬 떡이냐
　どこの餅だ。こいつはうまくいった

　道で行き会った天王童に手紙を渡してそのまま都にとんぼ帰りしてしまった金先達の弟のことを、「そいつは歩くのが嫌になったところに、帰っていいと言われたので、これ幸いと帰ってしまったに違いない」と罵る者もいた。

	
	
	8
	27
	* 오금박는다
　｢大将兄貴。狐野郎に騙されたことに、今ごろになって腹を立てているのかい｣と、オジュは巨正を意地悪く皮肉った。

	
	
	9
	27
28
	* 눈치 코치 모른다
　目つき鼻つきがわからない。他人がどう考えているか全然わかっていない。勘がひどくにぶい

* 분이 꼭뒤까지 난다(화가 머리끝까지 난다)
　怒りが頭のてっぺんまで行く

徐霖が自分たちを捕える策を官軍にささげたことを知った巨正は、ようやく本気で徐霖に腹を立てた。そこに鈍感な郭オジュが余計なことを言ったので、巨正の怒りは絶頂に達した。

	
	
	10

	30
	* 조변석개
　朝変夕改。朝令暮改

　「青石洞の内情を知る徐霖が巡警使に助言をすれば、大変なことになる。どうせ朝廷のやることは朝令暮改だから、巡警使は数ヶ月で引き上げるだろう。その間だけ身を隠してはどうか」と金先達は手紙で勧めてきた。

* 한거품 꺼진다(한 풀 꺾였다)

　ひと泡消える。一段落する

　徐霖に対する罵声が一段落したとき、それまで黙っていたトルソギが、徐霖の息子をすぐに殺そうと提案した。

	
	
	11
	34
35
	* 철통같이 에워싼다
　鉄桶のように取り囲む。水も漏らさぬ包囲網を敷く

　いくら官軍が水も漏らさぬ包囲網を敷いたところで俺たちが出入りできないことはなかろうと、巨正は韓オンに豪語した。

	
	
	
	
	* 살얼음판
　薄氷の張ったところ。非常に危険な状態

　情報をえたら一刻も早く戻ってこいと言う李鳳学に、韓オンは「薄氷を踏むように危険な都に長居は無用ですから、調査が一通り終わったらすぐに戻ります」と答えた。

	
	
	12
	36
	* 귀뚜리 영신(*)
　こおろぎの霊神

	
	
	16
	48
	* 책장을 덮어둔다
　本箱を閉めておく。蓋をしておく。放っておく

　裏切った崔を今までなぜ処分しなかったのかと、マンソニ･アボジに聞かれた韓オンは、「最近私事を言っている閑がないほど忙しかったので放っておいたのだ」と答えた。

	
	
	17
	52

53
	* 우북동 속에서 살다가 나온 것 같다(딴 세상 살다 온 것 같다)

　ついさっきまで牛腹洞(世の中の変化が入ってこない神秘の里。慶尚北道尚州と忠清北道報恩の間の俗離山中にあるという想像の村)に住んでいたみたいだ。世の中のことを何も知らない

　客主に行って金致善(徐林逮捕のあおりで捕盗庁から追われている客主の主人)を呼んで参りましょうかというマンソニ･アボジの呑気な答を聞いて呆れた韓オンの言葉。　

* 미주알 고주알
　あれやこれや。根掘り葉掘り

　マンソニオモニは韓オンに青石洞での暮らしぶりについて根掘り葉掘り尋ねた。　

	
	
	18
	55
	* 굼벵이라도 그 동안에 굴러온다(굼벵이도 그것보다 빠르겠다)
　蝉の幼虫だってその間にやってくる。非常に時間がかかることの比喩

　トクシン･アボジを待ちながら、韓オンは想像の中で彼の家と自分のいる家との間を何往復もしながら、「蝉の幼虫だってとっくに着いているころだ」とつぶやく。

	
	
	19
	57
59
	* 아쉬잡아 엄나무(아쉬워 엄나무 방석이라)
　間に合わせに針桐の木。とりあえず

　大言壮語の癖のことを思うと完全に信用はできなかったが、藁にもすがる思いで韓オンはトクシン･アボジに徐霖の動静を探るよう依頼した。

	
	
	
	
	* 사자 어금니(사지 어금니)
　獅子の奥歯。片腕。仕事をするのになくてはならない人物

　崔書房は韓オンを裏切って韓家のあとを継ぐことを目論んだが、彼も彼の片腕になった者もろくな人間でなかったから、うまく行くはずはなかった。

	
	
	21
	64
	* 죽고 싶어서 몸살이 난다　

	
	
	23
	71
72
	* 등치고 배 문질러 준다　(병주고 약 준다)
　背を打って腹をさすってやる。表向きは味方で、背後では害になるようなことをやる。面従腹背

　崔書房が刑曹に捕まった時に親しい捕校は救おうとしなかったのかという韓オンの問いに、捕盗大将の小間使いをして捕校のことをよく知っているクンセは、捕校は「背を打って腹をさするような人たち｣だから親しくても意味がないのだと説明した。

* 발 없는 말이 천리 간다
　足のない言葉が千里を行く。言葉はどこまでも伝わっていく

　徐霖が捕盗大将に巨正捕獲の策をささげたことを韓オンが知っていることにクンセが驚くと、韓オンはこの言葉を口にした。

	
	
	28
	85
	* 백 사람이 천 말을 하여도 다 빈말
　百人が千のことを言ってもすべて無駄

一度巨正がこうと決めたら、巨正が考えを変えない限り誰が何を言っても無駄だった。

	
	
	28
	86
	* 천방지축
　慌てふためいてあたふたと行くさま

　徐霖の息子はタプコゲに行く道を大急ぎで逃げたが、１里も行かないうちに捕まり、巨正の命令で直ちに殺された。

	
	
	30
	90
	* 가슴에 못을 박는다
　胸に釘をうちこむ。ひどく悲しませる

　巡警使李思曾の夜伽をした海州妓生チョウンは、塞ぎこんでいるわけを尋ねられて、母が危篤で自分に会いたいと言っているのに休暇がもらえないことを打ち明け、親をこれほど悲しませてどうして生きていかれましょうと訴えた。

	
	
	30

	91
92
	* 하룻밤을 자도 만리성을 쌓는다
　一晩寝ても万里の長城を築く。男女が一晩寝ると関係が一気に強まる

　翌朝、チョウンに休暇をやるよう李思曾から頼まれた予備裨将は、この諺は嘘じゃないようですなと言って巡警使を冷やかした。
* 우물고누 첫수
　우물고누(というゲーム)の初手。一番いい方法

　李思曾と予備裨将は、チョウンにいつ休暇をやるか相談しながら冗談をかわしていたが、結局今日やるのが一番いい方法だという結論になった。

	
	
	31
	93
	* 불감청이언정 고소원(불감청인정 깨소금이라)
　敢えて請わざるといえども固より願う所なり。願ったりかなったり。願ってもないこと

　翌晩、載寧に泊まっている李思曾のもとをチョウンが訪れ、母の病気が回復に向かったことを報告した。元気になったチョウンを見て、李思曾が夜伽をしないかと言うと、チョウンは願ってもないことですわと答えた。

	
	
	33
	101
	* 집도 절도 없다
　家も寺もない。行くあてがない

　李春同は、巡警使が載寧にとどまっている理由を調べるために、載寧に住む義弟(妻の弟)を訪ねた。別れるとき、どこに行けば自分の姉に会えるかと聞かれた春同は、今は行く先が定まらず動きまわっているが定まったら連絡すると答える。

	
	
	36
	110
	* 헌신짝같이 버린다
　弊履のごとく捨てる。惜しげなく捨てる

* 무섭진 않아도 똥싼다
　怖くなくても糞をつつむ。

　徐霖が怖いから青石洞を棄てるのかと呉哥に言われた李鳳学は、俺たちが苦労して築き上げてきた拠点を弊履のごとく捨てて他所に行くのはまったく徐霖のせいだ、怖くはないが汚くて気分の悪い話ではある、と憮然として答えた。

	
	
	38
	114
115
	* 부아통을 터트린다
　肺臓＝癇癪を破裂させる　

　青石洞に情が移って離れられないという呉哥の言葉を天王童は嘘だと決め付けた。呉哥は「俺の癇癪を破裂させる気か。嘘だという証拠をだせ」と怒鳴る。

* 오금을 박힌다
　｢昨年廣福山に行くときは、こんなことは言わなかったじゃないか｣と天王童にやり込められて、呉哥はぐうの音も出なかった。
* 오금박는다

	
	
	39
	119
	* 배보다 배꼽이 더 크다
　腹よりも臍が大きい。当然大きいはずのものが小さく、小さいものが大きい

　十一軒に二十名あまりの人間が住んでいる朴連中の村に、主客が転倒して七十名もの青石洞の人びとが押し寄せたのだから、家々に人があふれかえる大騒ぎになった。

	
	
	40
	120
	* 오뉴월 쇠불알같다(오뉴월 쇠불알 늘어지듯)
　五、六月の金玉のようだ。だらりと伸びる。のんびりしている

　朴連中の手下は、巨正らに聞こえよがしに不平をこぼしあった。

「青石洞の奴ら、いったいいつ出て行くつもりだろう」

「いつかは行くだろうさ」

「そんな悠長なことを言っている場合か。俺たちのほうが先に参ってしまうぞ。人間はな、夜眠らないと死んでしまうんだ」

	
	
	42
	125
	* 구상전을 만난 듯이
　旧上典にあったように。奴隷が昔の主人に遭ったように震える様子

	
	慈母山城(下)
	1
	130
131
132
	* 어중이떠중이

烏合の衆。野次馬

* 게 발 물어던진 것 같다(*)
蟹の足をくわえて投げたようだ。非常にさびしい境遇におかれていること

心から愛する青石洞におり、配下は烏合の衆とはいえ八十名あまりもいるというのに、なぜか呉哥には自分の身の上がひどく寂しいものに思われた。
* 엎드러지면 코닿을 데(엎어지면 코 닿을 데)
　酒を飲んで寂しさを紛らわせようと、すぐそこに寝ているはずの手下の名前を呼んだが、返事がなかった。
* 쇠귀신 같다
　牛が死んだらなる鬼神のよう。執拗で頑固な鬼神

　一眠りしたあとでその手下が現われたので、呉哥は、さっき何度も大声で呼んだのに何故起きてこなかったのか、牛神みたいに寝こむやつがあるか、と叱った。


PAGE  
143

